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AIMINGfortheBEST

－アーチェリー・レベルアップ･マニュアルー

亀井孝

KameiTakashi



FortheGreatWorldChampion,

DarrellO.Pace,andallarchers

whosettheirsightsonhim

TheYearis1969.Theplace,valleyForge,U.

S.A.Theoccasion,the25thWorldArcheryCham-

pionship.Inthepreviouschampionship､inHoland.

HardvWardhadtocontenthimselfwithsecond

placeafterahardfoughtcontestwithRayRogers,

Buithistime.Wardwasonhomeground、the

historicalValleyForge、whereGeorgeWashington

hadsetupheadquartersandfoughtduringthe

Revolutionai･VWar.There、WarddefeatedJohn

Williamsandbecametheworldchampion.Inthe

sameyear,myarcherylifebegan.Butatthattime:，

theGreatWorldChampionDarrellPacehadnotvet

grippedabow.

DarrellPacewasborninCincinnati,Ohio,

onOctober23.1956.Hisencounterwitharchery

cameaboutbychanceonMav2,1970．ihankstoa

"Twoforone"hisfatherhad.Butevenhewasnota

championfromthebeginning.The1971World

ChamoionshinatYorkandthenthe1972Munich
4 m

Olymplcs－thelaurelsibrthosetwoevenIsweI1Ito

the17-vear-oldJohnWilliams,whohadsuffei･ed

thatbitterdelbatatValleyForge.

DarrelPsfirstaooearanceontheworldscene
』ユ

wasin1973attheGrenobleWorldChampionship

EveryonewasexpectingJohnWilliamstowin

again、buthewasdefeatedinthenationaltryout、

andimmediatelyafterwardannouncedthathe

wouldturnprofessional．Inthatway,Darrellnar

rowlypassedthetryoutatthetailend,andat16hこ

becameAmerica'srepresentati¥e・Strangelyenough.

theGrenobleChampionshipwasmyfirstchanceto

participateinworldcompetitiontoo，anditwas

therethatImetDarrellforthefirsttime.Whata

偉大なる世界チャンピオン

Darrell0.Pace

と彼を目指すｱー ﾁﾔー に贈る

i%(l年、アメリカバレーフオージ、第2:,回世

界選手権大会。前回オランダでレイ・ロジヤース

との接戦の末、2位に||､んじたハーディー・ワー

ドが今度は口国、それも独立城争のとき、ジョー

ジ・ワシントンが本部を櫛え戦った記念すべきこ

の地で、ジョン・ウィリアムスを押さえ「世界チ

ャンピオン」となる。この年、僕のアーチェリー

人生も始まった。しかし、このときはまだ偉大な

るHi界チャンピオン、ダレル・ペイスは弓を握っ

てはいない。

1956年10)12311、ダレル・ペイス、オハイオ州

シンシナティ市に生まれる。この少年が父の持つ

1枚のレジャークーポン券のお陰で偶然にアーチ

ェリーと,'!',会うのは、1970年5112IJのことであ

った。しかし、彼とて最初からチャンピオンであ

ったのではない。1971年のヨークli堺選手権そ

して1972年ミュンヘン・オリンピック。この2大

タイトルを手にしたのはバレーフォージで糊|を

なめた弱冠17歳のジョンであった。

ダレルが初めて世界の舞台に益場したのは、19

73年の第27回グルノーブルil堺選手権。このとき、

だれもが勝利を確信していたジョンはlfl内予選で

敗退、直後にプロ入りを表lﾘ}した。そんななか、

ダレルは辛うじて最下位で予選を通過、16歳で初

のアメリカ代表の座を手に入れる。そして、奇し

くもこの大会か僕にとっても初のIll;界選手椎出場

であるとImI時に、彼との初めての出会いでもあっ

た。しかし、｜|堺大会では、やはり強い者が勝つ。

たとえ、それがスター不ｲfの大会と言われ、また

選手権史t最悪の天候に兄郷われ、そのためII程

力塊噺iされるという災例の人会であっても、そこ

にはやはり実力以外の好逆は存在しなかった。12

位の僕を含め、ほとんどのアーチャーは23位の彼



contestthatwas!Withnorealstarsparticipating.

andwiththeworstweatherinthehistoryo「【h丘

championshipsothattheeventwascutshort、l〔was

unprecedented.Wedidourbest,butLadyLuckwas

elsewhere.Mostol､thearchers、includinamein12th
-

place、didn'tnoticeDarrellin23rdplacewho

managedonly1000and1054points.

But…beforetwomonthshadpassed,this

sameDarrell、shooting1252attheU.S.National

Championshiptocomewithin16pointsofthe

worldrecord,attainedhisfirstNational.Afterth姪

therewasnostoppinghim.In1974.1291points.In

1975,1316points・FirstplaceintheInterlaken

WorldChampionship.AttheMontrealOlvmnicsin
ゴ8

1976,firstplace.IntheWorldFieldinGenevain

1978．firstplace.In1979.1341points.IntheBerlin

WorldChanpionship、firstplace.TheLosAngeles

Olympicsin1984,firstplace.Hejustkeptbreakina

hisownworldrecordsogettingallthegloryand

honorforhimselfDarrellPace-hewastheworldof

archery.

Thesecondtime1metDarrellhewas19.In

1976,thevearof､theBicentennialcelebrationinthe

U.S.A,、the92ndU.S.NationalChampionshipwas

heldatValleyForge・Darrellnotonlydominated

thesceneas'､WorldChampion:"fivedaysearlierhe

hadalreadyclinchedthetitleof"､GoldMedalist.､、

ThatwaswhenIhadarealencounterwithDarrell.

Atthattime,the、'hinomaru"orJapaneserisingsun

waspaintedonmvarrowsasacrest.MavbeDa｢｢ell
ヴ

wasinterestedinthat、becausehecameovertothe

targetwhereIwascheckingmyscore.Withouta

word,withoutevenasking,hesnatchedanarrow

の結果(1054-1000=2054点）に注意を払わなかつ

ナ、
'－0

ところが、である〃そんな彼が、それから2

か)1も経たないうちに世界記録に16点と迫る1252

点で全米選手権を初制瑚した。以後、1974年1291

点、1975年1316点。インターラーケン世界選手権

優勝。1976年、モントリオール・オリンピック優

勝。1978年、ジュネーブ世界フイールドイ瓢勝。19

79年1341点。ベルリンit界選手権優勝。1981年、

ロサンゼルス・オリンピック優勝……と彼ひとり

がill界記録を塗']替え、すべての栄光とタイトル

を手'I｣に収めていった。ダレル・ペイスは世界の

アーチェリーそのものた．った°

僕がダレルと2度||に会ったのは、彼が19歳。

アメリカ建Ii;l200年祭に沸く197(1年､第92|i.|全米選

手椎。会場は記念大会にふさわしく、あのバレー

フォージであった。ダレルはこの時すでに「世界

チャンピオン」として科臨するだけで瞳なく、5II

前には「ゴールドメダ'ノスト」の肩書きをも自分

のものとしていた。本当の,T,会いはこの時だった。

当時、僕の矢にはクレストとして日の丸が描かれ

ていたが、そんな矢に興味を持ったのか、ターケ、

ヅトの前で採点する僕の所へダレルがやって来た。

そして、何も言わずに人のクイーバーから矢を勝

手に抜き取ると、「Painted!」と言ってmiにも

立ち｣くった。ここから、倣慢で''1己顕示欲の強い

ダレルとのつき合いが始まった。

以来、彼とは毎年のように顔を会わせるように

なるのだが、実のところ僕とダレルは友達ではな

い。その*会いからして友達になれる状況ではな

かったが、そんなことより彼はあまりにもチャン

ピオンでありすぎた、そして偉大だ．った。

彼のもつすべて。プライド、思想、態度、言動、



frommyquiver.Examiningit,hemuttered,"Paint-

edl'、andwalkedaway.Thismarkedthebeginning

ofmvassociationwiththisproudexhibitionist.
望

Darrell・Almosteveryyearweseeeachother,butthe

factisthatDarrelland1arenotfriends.Considering

thatencounteratthetarget,itisunlikelythatwe

shouldbefriends.Butmorethanthat,heisjusttoo

muchthechampion;heistoogreat.

Everythingabouthim－hispride，his

thought,hisattitude,hisspeechandbehavior,his

wayoflif産besideshistalent，hisstrong,dauntless

fbrm，hisscores－allofthesehaveledtohisbeing

calleda"shootingmachine."Suchapersoncanbe

toleratedonlybecauseheiseveryinchachampion.

Yetheisnottheordinarykindofchampion・Thatis

whyDarrellPaceistheidolandtheidealformeand

forallarchers.

RickMcKinneyisachampionofthesame

eraasDarrell;heisalsoafriendofmine.Notonly

becauseofhisperformancebutalsobecauseofhis

personalityandcharacter,heiswellknownand

respectedbymanyarchers.Thankstohim,we

archerscameto従elthatachampionissomeonewe

couldgetclosetoorgettoknow.Throughthis

closeness,wealsodiscoverdthatheishumanand

hasimperfection.IncontrasI、DarrellPacehas

alwaysseemedtoexistabovethecloudssomewhere、

withacleardistinctionbetweenhimandus.Itis

almostasifhewereagod.

The1988SeoulOlympicswasthethirdtime

DarrellwentfortheGoldMedal.Inthequalifierhe

wasin19thplacewith1257points.Inthequarter-

finalshejumpedtofirstplacewith329.Inthe

生き方……、そこから生まれるシューティングマ

シンと称せられる天才的で力強く、精|早なフォー

ム、そしてスコア。どれをとっても、それらはチ

ャンピオンにしか許されないものだった。それも

並の世界チャンピオンではない。だから、ダレル

・ペイスは僕にとって、そしてすべてのアーチャ

ーにとっての憧れであ9、理想だった／

ダレルと時代を共にする僕の友人でもあるリッ

ク・マッキニーという世界チャンピオンがいる。

彼は実績だけでなく、その人柄と風貌により多く

のアーチャーに親しまれ、尊敬も集めている。リ

ックのお陰でチャンピオンが我々の身近な存在に

なったことは事実である。しかし、その身近にな

った分だけ、それは人間的であり不完全さをも合

わせもっていた。それに比べ、ダレル・ペイスは

人間とは一線を画した雲の上の存在であった。そ

れはもう神に近い存在だった。

1988年、ソウル・オリンピック。ダレルが3度

日のゴールドメダルに挑戦する大会だった。結果

は予選1257点で19位通過。準々 決勝、329点1位。

準決勝､322点の9位｡その結果、2点差で惜しく

も湖勝に進むことができず、総合9位に終わった管

この成績を見てダレルの時代の終馬を感じたのは、

決して僕だけではなかったと思う。そして翌年19

89年のローザンヌIll界選手権では、彼か唯一最後

まで保持し続けたシングルラウンドの世界記録

「1341点」も、カーボンアローという最新鋭の道

具によって過去のものとなった。

しかし、それでもダレルは寡黙である。彼が10

年間の長きにわた0我々に見せ続けてくれた「想

像をはるかに越えた現実の世界」について、多く



semifinals,however,withascoreof322,hewas

defeatedbyjusttwopoints,givinghimanoverall

9thplace・IamsurethatIwasnottheonlyonewho.

seeingtheresults，たItthatDarrell'sreignwascom

ingtoanend・Thefollowingyearatthe1989

LausanneWorldChampionship,Darrell,whose

SingleRoundTotalworldrecordof1341pointshad

remainedunbrokenfortenyears,wasdefeatedbya

brandnewinstrument,thecarbonarrow,and

becameahas-been.

Evenso,Darrellistaciturn.Hehasnointen-

tionoftalkingabouthisrealworld,aworldbeyond

ourimagination,whichheshowedusfortenyears

butwhichwecanneverhopetoattain.Thatiswhy

Ihavedecidedtosetmysightsonhimandtoputin

writingnowallthatIhavelearnedthroughhim

aboutarchery・Itismvarcherytheory,butatthe

sametimeitisatestimonytoDarrell'sgreatness.

Iamthankfulfromthebottomofmvheart
ダ

thatIlivedatthesametimeastheGreatWorld

Champion、DarrellPace,andstoodatthesame

shootingline.Inaddition,Ihopewithallmyheart

thatinthefutureotherarchersaswonderfulashe

willbeborn.Withthisinmind,Idedicatethistothe

newgenerationofarchers.

KAMEITakashi

2ndPlace、29thCanberraWorld

Chamoionshio、1977
＆ ‘P

を語ろうとはしない。だからこそ僕はいま、ダレ

ルを目標に彼を通して学んできたアーチェリーに

ついて書いておこうと思う。それは僕のアーチェ

リー論であると同時に、ダレルの偉大さの証明で

もある。

僕は、偉大なる世界チャンピオン、ダレル・ペ

イスと、同時代に生き、同じシューティングライ

ンに立つことができたことを、心から嬉しく思う。

そして、今後も彼のような詞青らしいアーチャー

が生まれることを心から願って、この書を次代を

築く新しいアーチャー達に贈る。

亀井孝

1977年第29[i11キャンベラtfi:界選手権2位
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この本は初心者向けのアーチェリー入I")書では

あ0ません。かといって、専門書ではあっても学

術書や研究論文といった熱いでもありません。ト

ップを目脂すアーチャーのための「レベルアップ

マニュアル」です。

たとえば初心者でないあなたが、弓を持ちドロ

ーイングしリリースするまでの一連の亜jjきを想像

してみてください。この数秒間の一見単純そうな

動作も、実は多くの骨や筋肉が互いに生理学の法

11ﾘに従い伽き合っています。

では、より高得点のためにそれらを調べ研究し

た結果、「あなたの場合、もう少し左右の三iｲ1筋

を緊張させ、同時に右の僻PII筋と上腕二匹1筋を緊

張させることでﾘ|き手をあと2cm後ﾉﾉに雌る。そ

して、押し手のiiiR'骨を背骨に近づけることで、

Illを少し~|､ろしたﾉjがより良いシューティングフ

ォームを1鰯¥できる」と教えられたとします。あ

なたは、それを実行できるでしょうか。少なくと

も、僕には不可能です。

それは決してやる気がないのでも、この極の研

究が無意味といっているのでもありません。逆に、

今後この分野での研究や実験はどんどん不可欠の

ものとなってくるでしょう。しかし、そのことと

シューティングライン上でのアーチャー自身のレ

ベルアップ‘のための「1ⅡIか」とは、少し次北が異

TION

なるのです。その種のアドバイスに対し、多くの

アーチャーはその実行のための手段と結果の確認

を知りません。「理論」と「実際」の間には埋め

なければならない「111か」があるのです。

レベルアップを目的とした「コーチング」や

「掃募」とは何なのでしょう？この質lillに対し

答えた名言のひとつに、「客観を主観に翻訳する

こと」というのがあ')ます。前述を例にとれば、

たとえばここで言っている「上腕二頭筋の緊張」

や「hl¥骨を背骨に近づける」などが「客観的事

実」です。研究者や科を学者にとっては、この客観

的事実こそがすべてです。しかし、それを行わな

ければならない本人（アーチャー）にとっては、

この｢馴輪｣より必要かつ重要なものがあ')ます°

それは、自分自身がどう思い、どう感じているか

という「主観的事実」です。雌も屯要なのは、実

際にI副分の身体を刺すことであ')、それができな

ければ、何の意味もないのです。主観的事実とは、

言葉を換えれば自分の「感じ」であn「イメージ」

であ')、自分の身体をコントロールする「方法論」

なのです。

僕が他人に教える場合、あるいは自分自身に

「何か」をさせるとき。前述の客観的事実であれ

ば、たとえば「引き丁･でﾉJこぶを作るように、腕

介体を背'I'のﾉﾉに張って……」であった0、「M

を沈める感じで脇を締めて……」といった主観的
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事実に置き換えます。たしかに、そんなや')ﾉﾉで

は珊諭的に導き出された客観的事実に、すぐに、

そして直接近づけないかもしれません。しかし、

考えてほしいのです。「上腕二頭筋を緊張させろ』

と言われ、その意味も目的も、そして位祇すらも

わからずにｲ細i左征するのと、「ﾉJこぶを作るよ

うにヒジを張れ｣と教えられるのと、どちらかアー

チャーにとって理解しやすいかということを。後

者であれば、雌初は淡然とした感覚であっても、

そこに希望とﾉﾉ法が兄えてくるはずです。

もうひとつ例をあげましょう。まったくのﾉﾉ心

音に、初めてリリースをさせる場inを,s.い浮かべ

てください。あなたはそのリリースという仙作を

させるのに「この筋肉を使って、この'1．をこの位

描にもってきて……」と教えますか？僕なら、

「ジャンケンポンで、右Tを|ﾙlいてごらん」とliルし

てあげます。それはアーチェリーを知らない人に

とっても簡単にイメージでき、そして身体を仙か

すことのできるアドバイスなのです。

このように実際にII分の身体を伽かす「主観的

事実」とは「……のように」とか「……の感じで」

といった｢イメージ｣た．ということがおわか'ﾉでし

ょうか。」.&い結果や求める珊想に近づくためには

多くのイメージを駆使し、自分II身の心と身体を

コントロールするのです。それは決して初心昔た、

けのものではありません。本》"lはトップに近づけ

ば近づくほどに、このテクニックを活用している

のです。ただ上級者はこのことをメンタルプラク

ティスとかイメージトレーニング、あるいはメン

タルマネージメントといった難しい言葉に満き換

えているにすぎません。

これから話していくことは、実際のアーチャー

がシューティングライン上で行うべき「i-;か」

にA,Iしてのノウハウであると|両1時に、それを支え

る雌低|股の理,浦であ')知識です。「何か」の爽践

こそがレベルアップの道であり、「理論」と「笑

|鞭」の‐一致こそが111界チャンヒオンヘの条件なの

です。

*級若以｣:のアーチャーなら、レベルアップが

練謝I,!;やキャリアと正比mしないことや、それが

あるとき突然やってくることをすでに知っている

はずです。そして「皇'lてたい」「|勝ちたい」「ダ

レルのようになりたい」といった情熱が、レンジ

へ足を連ぶ原仙ﾉjとはなっても、具体的なレベル

アップの手段でないこともわかっているはずです。

"ilfi唯なg的怠識をもち、正しい理論に裏打ちさ

れた努ﾉJをする。その勇試と笑付こそがレベルア

ップにはｲ《1'1欠であり、そのための尚士終決l新をす

るのはあなた自身なのです。
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HAPTER1

TANCE

この写真を見てくだ､さい。ダレル・ペイスを知

り、中級者以上のアーチャーなら、この高校を卒

業したばかりの16歳の少年のフォームを見て、↑II-

界チャンピオンのシューティングと思える人はい

ないはずです。これを写したのは1973年7月、場

所はフランスのグルノーブル。世界選手権大会の

練習会場、70mシューテイングラインー上でのも

ので、僕のアルバムのなかで一番古いダレルの写

真です｡あとになってダレルはこの練習中に当時の

世界記録を超える点数を/!',していたと僕に話して

くれましたが、それにしても近年の彼のフォーム

と比べても、そして基本と比べても、決して「当

たる」と思えるような射ち方ではありません。多

分こんな初心者的な射ち方をするダレルを、だれ

も知らないはずです。ダレルだから当たるのでは

なく、当てるには、それも世界一になるには必ず

フォロースルーの形が当たり出し

てからのダレルのフォロースルー

とはまったく異なる｡｢緊張｣rリラ

ックス」「安定｣、どれもがこのと

きのフォームには備わっていない。
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身につけなければならないものがあるということ

を教えてくれる1枚です。

もう1枚、写真を見てください。これはリック

・マッキニーがフィールド競技でのシューティン

グフォームを兇せてくれたものです。実際に僕は、

1984年のフィンランドでの|世界フィールド選手権

において彼と同じグループでシュートしたことも

あり、この写真がジョークを交えたものであるの

は想像がつきます。では、あなたは冗談でもこん

な格好で弓をリ|けるでしょうか。マッキニーのフ

ォームの*職は、何といってもその極端なオープ

ンスタンスにあります。ときとして、つま先がシ

ューティングラインと平行になるくらいのオープ

ンスタンス。しかし、そんな外見の異には、凡人

が簡単にマネすることのできない身体の柔炊性と、

それを支える足腰の強さが隠されている事実を、

この1枚の写真は示しています。

アーチェリーは紛れもなく「スポーツ」です。

そして、そこでトップを目指す人間は紛れもなく

「スポーツマン」でなければならないのです。ス

アーチェリーは「スポーツ」であり、

チャンピオンは｢スポーツマン｣である

ことがわかるフォーム。

ボーツマンである以上、その競技に秀でる以前に、

足腰の強さや柔1次性や持久力といった｢基礎体力」

が求められることは言うまでもありません。それ

に加えてもうひとつ。アーチェリーにおける的中

性向上を例にとれば、だれが見ても納得のいく

「理論」に袈付けられたシューティングフォーム

と、それを洲鰐する「精神力」が必要となってく

るはずです。

Hi;界記録やそれに準ずるようなすごい記録を出

した後、どこが一器疲れるかを知っていますか。

怠外にも多くのトップアーチャーが「足」と答え

ます。腕やﾙiといった上半身ではなく、足腰が最

も疲労するというのです。それに反して、あまり

調子の良くない試合や強風と戦うような試合では、

どこということなく身体全体に倦怠感が残るもの

です。本当に絶好調のとき、アーチャーは自分の

2本の足で地面をしっかり踏み締めてシュートし

ています。どんなすばらしいシューティングフォ

ームも、すべてはこの2本の足の上に乗っている

のです。
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ス
タ
ン
スアーチェリーのシューティングフォームとは、

ちょうど子どもの「積み木遊び露」のようなものと

考えればよいでしょう。足元からl佃ずつ、うま

く丁寧に積み上げていかなければ、安定感のある

美しい形にはなりません。安定感とは、万人に共

Iliiした認識です。不安定なものはだ．れが兇ても不

安定であり、そこに理論や説明は無月Iです。しか

し、単なる安定感という認識を越えて、完壁な形

に積み上げようとすれば、知識や理論が必要とな

')ます°アーチェリーでもIn]じです。シューティ

ングフォームを安定させようとすれば、しっかり

とした足腰が不可欠であり、その上に知識やJ'i'.in

に基づいてひとつひとつの「積み木」を枝み電ね

ていかなければな')ません。アーチャーはスタン

スでまずIfWijの積み木をシューティングライン

上に置くのです。

蕗沙j

アーチェリーは、子どもの「積み木遊び」と同じようなもの≦

人間は足の裏だけで

立っているのではない

近年、とくにダレルが登場してからは「オーブ

1973年、グルノーブル世

界選手権(50m)。ダレル

初出場の世界選手権は悪

天候に見舞われ、B日間

で夕‘フルラウンドを行う

という変則大会となる。

しかし天候は回復せず、

ダレルは10本の0点を射

ち23位に終わる。
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といった表面上の議論の前にまず理解しておかな

ければならない問題があります。それは、スタン

スをはじめ、アーチェリーのシューティングフォ

ームの多くの部分において｢動力学的仕事｣が「静

力学的仕事」と並行して（あるいは静力学的仕事

の上で）行われている点です。このことは、人間

の身体に対し非常に難しい（不安定な）仕事を要

求していることを意味しています。動力学的仕事

とは、たとえばリリースに代表される筋肉の緊張

と弛緩によって行われる動作であり、静力学的仕

ンスタンス」が競技アーチェリーにおける主流と

なりました。以前にも1960年代後半までは、いま

ほどではないにしるオープンスタンスが多くを占

める時期がありました。しかし、あのときはハー

ディー．ワード、そしてジョン．ウィリアムスの

台頭で世界が「ストレートスタンス」に変換しま

した。いまはちょうどその反対になっています。

このような現象は、世界チャンピオンの残した

記録の偉大さからくる影響力を考えれば当然の結

果ともいえるのですが、オープンかストレートか

1969年、バレーフオージ世界選手権(90m)。優勝のワード君

、

：吟漂ゞ

墓泌な
-.:､需漸

1971年、ヨーク世界選手権(70m)。優勝のウィリアムス。

Ｊ
訓
酸
Ｕ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ

ｌ 』』

ドーョ箇

篭､蝋
；灘

鰯
繕

一
亘
凸
二

いまでは「オールド・スタイル」や「クラシック・フォー

ム」と呼ばれながらも、彼らのフォームは「正十字」その

ものであり、理想的な基本射型に変わりはない。
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ス
タ
ン
ス事とはスタンスやエイミング時にとられる各関節

での固定のための訓乍を指します。アーチェリー

は、これらの作業が人間の身体上で同時進行する

スポーツです。このことを踏まえて、スタンスに

ついても考える必要があります。

アーチェリーの場合の「立つ」動作は、他の多

くの競技と異なり、次の訓乍への準備であったり‐

外からの力に対しての構えでもありません。アー

チャーのスタンスはその上半身で行われるシュー

ティングをしっかりと支える「土台」と考えられ

ます。となると、そこに要求されるのは「固定」

であり「安定」です。

では、それらを獲得するための最も良い身体の

状態とは何でしょうか。ここで仮に「2本の足で

立つ」ことを無視して、単純に身体の安定だけを

考えるなら、それは立っているより座っている方

が、そして座っているより寝ている方が安定（固

定）度が高いことは容易に想像ができます。現に
スタンディング

このことはライフル射撃競技において、立射より
ニーリング ヲローン

瞬寸、膝射より伏射の方力得点の高いことでも証

明できます。しかし、残念なことにアーチェリー

は原則として立射です。

その場で背筋をまっすぐ伸ばして立ってみてく

ださい。そして徐々に身体を前傾させていきます。

そのとき腰は曲げないで、まつすぐにしておいて

ください。すると、どんどんつま先に力が入って

きて、最後には前方に車奉りしてしまうか、足を前

へ踏み出してしまうはずです。立っている状態を

人体静力学では「不安定平衡」と呼びますが、こ

れは身体が平衡状態外に鋤兇すると、元の状態に

戻れないことを指します。では、次にもう一度同

じように立ってみてください。そして今度も同じ

ように身体を前傾させていきます。ただし、今度

は腰を曲げても結構です。すると、今度はある位

置から足を前に踏み出さないために、腰（尻）を

後ろに突き出すことでバランスをとりながら立つ

ことを淵婚するはずです。

人間が「立つ」という状態を維持するとき、実

は無意識ではあっても必ず守られている条件がひ

とつあります。それは身体の重』L位置（直立した

↑‐

■心仁丑

圃海さ

壬立劇一

←■鯉一

弐 一伏岬一一

支持■の屈卑

ライフル射撃小口径B姿勢競技（射程距離50m、10点直径

12.4mm、弾頭直径5.6mm)における1989年現在の世界記録は、

立射390点､膝射399点､伏射400点（40発400点満点)､B姿勢

合計1183点（120発1200点満点)である。ただしこの後ルー

ルが変更され、10点直径は10.5mmに縮小された。

人間が「立つ」というこ

とは、最も不安定な仕事

を身体に要求することで

ある（不安定平衡）。

重心位置からの鉛直線が

「支持面」内を通過する

ことで、「立つ」ことは

維持される。
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ときはヘソの奥あたりと思ってください）からま

っすぐ下ろした線（鉛直線）が、左右のつま先と

かかとをそれぞれ結んだ線と足の外側を結んだ線

で作られる台形（これを支持面と呼びます）のな

かを通過することです。これが守られている限り、

人間は辛うじて立つことが削幅寺できます。だから

こそ倒れそうになったとき、腰を突き出すことで

重,L位置を移動させ、支持面の外に出ようとした

鉛直線の通過位置を支持面内に知らず知らずのう

ちに戻してやっているのです。

では、立ってさえいればどの状態も同じかとい

うと、そんなことはありません。次に問題になる

のが「安定度」です。安定度は次のもので条件付

けられます。①重心位置の高さ、②支持面の広さ

③重‘L位置から下ろしてきた鉛直線の支持面での

通過位置の3つです。多くのアーチャーは、スタ

ンスをより安定したものにしようとするとき、両

足の幅をより広げていきます。しかし、それだけ

で単純に安定度力増すことはあ')ません。たしか

に、スタンスを広げることにより、広げた左右方

向への安定は増します。しかし、それによって逆

に前後方向の安定が失われ、相対的な安定度は結

果的に低下してしまっているのが事実です。

このように人間が足の裏だけで立っているので

ないことや、スタンスの幅だけで安定が決定する

のでないことは理解できたでしょうか。そこで蛇

足ですが、足の裏には実際に体重を支えている

「有効支持表面」と、実際に地面に接していても

体重を支える仕事には参加していない「総体支持

表面」というものがあります。ここで覚えておく

とよいのは靴を履いたとき、裸足のときのそれと

比べて有効支持表面力著しく増大する点です。し

たがって、アーチェリー競技において、靴は重要

な道具となります。できるなら、地面との接地面

積の広い、足底アーチ（土踏まずの部分）のホー

ルド性に優れた疲れにくい靴を選ぶとよいでしょ

う。

人間は生きている限り

完全に停止することはない

総体支 支持面

人間は足の裏だけで立っているのではない。

総体支持表面とは、足が地面に接しているす‐

べての面積であるが、実際に身体は有効支持

表面によって支えられている。そして立って

いるときには、重心位置よりの鉛直線が必ず

支持面内を通過している。
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ス
タ
ン
スデパートやショーウインドーによくあるマネキ

ン人形を思い浮かべてください。マネキン人形は

当然完全に動かない（静止した）状態です。それ

にしても、なぜマネキン人形はその2本の足だけ

で立つことができないのでしょう。

たしかにマネキン人形（人間の形）は安定感が

なく、不安定な形をしています。しかも、人間の

足の裏は体表面積のわずか1％にすぎません。だ

からこそ、マネキン人形は支持面を大きくすべく、

足の裏とは別に台を取りつけることで立った状態

で固定しているのです。では、仮にその台を使わ

ず、マネキン人形の足だけでその支持面のなかに

重心からの鉛直線を置いてやったとしたらどうで

しょう。すると一旦は静止した状態にはなっても、

次に安定度が問題になります。これでは、外から

ほんの少しの力が加わるだけで人形の体は簡単に

平椴献態外に運ばれてしまいます。

生きた人間はこの微妙なバランスを筋肉の力を

借り、無意識に保っているのです。しかし、この

ことは逆にいえば、人間の身体力絶対的な平衡状

1976年、全米選手権(90m)。「オープン」

を除けば、すべてに基本に忠実なスタンス

である。ダレルは自分のスタンスについて

「まつすぐに」「自然に」をそのチェック

ポイントとしているが、このキーワードは

シューティングフォーム全体において非常

に重要である（ダレルはこの大会で、すで

に全米4年連続優勝を成し遂げている)。
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ス
タ
ン
スを作り上げるための一番の早道だとも言えるので

す。

この有利な状態を効率よく維持するためにスタ

ンスの基本は次のようなものです。①つま先をか

るく自然に開き、②歩幅は肩幅と同じかそれより

少し狭く、③体重は両足に均等に、そして中心よ

り少しつま先に荷重をかけ、④両ヒザともにまつ

すぐに伸ばす。この基本の実行こそが理論に裏付

けられたスタンスの理想と言えるのです。

では､なぜダレルはオープンスタンスを選んでい

るのでしょう。この疑問に対して､このチャプター

だけで答えるのは困難です｡なぜならスタンスはシ

ューティングフォーム全体を支える土台であると同

時に、土台ゆえに多くの部分に影響を与えるから

です。たしかに、オープンスタンスのメリットを

探すなら、視界がターケット方向に開ける、身体

の前後方向への安定力塙まるといった理由はあり

ます。しかし、ダレルは実際にはもっと重要な目

的のためにあえてオープンを選んでいるので､す。

態や完全な不動状態にはとどまれないことを意味

しています。目に見える見えないは別にして身体

は絶えず揺れ動いているのです。

先に、スタンスを極端に広くすることは相対的

な安定度を低下させてしまうと言いました。しか

し、スタンスを広くすることで起こる問題点はそ

れだけではありません。もし前後の安定度を多少

犠牲にしてでも、左右の安定を高めたいと考えて

スタンスを広くしたとします。極端に広いスタン

スをとればわかり易いのですが、そのとき足の内

側や足首、足先に普段以上の緊張を感じているこ

とに気づくはずです。これは同じ「立つ」という

状態を維持するのであっても、スタンスが極端

（必要以上）に広い場合には、肩幅と同じ幅のス

タンスに比べよ')多くの筋肉がその仕事に参加し

たということにほかなりません。スタンスに限ら

ず「静力学的仕事」において最も良い条件とは筋

肉をできるだけ使わないことなのです。要するに、

同じ「立つ」という条件において、筋肉参加を最

小限に抑えることは、その固定に最も有利な状態

2唇
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ト
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この美しいダレルのフォームを見てください。

すでに多くのアーチャーの頭のなかに彼のフォー

ムは当たり前のように刻み込まれているので、い

まさら感動することはないかもしれません。しか

し、彼が世界に登場したとき、それは変形射型と

言われ、異端の存在でした。当然、基本はジョン

・ウィリアムスやハーディー・ワードの｢正十字」

だったのです。それがいまでは彼らがクラシック

フォームあるいはオールドスタイルと呼ばれるに

至り、それに対するダレルのニューアーチェリー

がすでにスタンダードなフォームとして定着して

います。

しかし、もう一度この写真をよく見てほしいの

です。ダレルはデビュー当初からオーフ。ンスタン

ス、それもストレートに対し45度以上にスタン

スを開いて立っています。では、この上半身の

1978年、全米選手権(80m)。フルドローで両肩を結ん

だ線はゴールドを指す。矢と胸は平行になる感じでエ

イミングは行われる。（ダレル5度目の全米優勝）

21
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写真を見て、オープンスタンスと気づく初心者は

どれくらいいるでしょう。それはダレル以上にス

タンスをオープンにとっているリック・マッキニ

ーに対しても同じことが言えます。このことは腰

から上（上半身）を見る限りでは、ダレルもマッ

キニーもワードやウィリアムスとなんら変わるこ

とのない正十字であるということです。

グリップのピボットポイント（一番深い位置）

とアンカーポイント、そして引き手のヒジの先端

の3点をフルドロー時に一直線上に置くことを

「矢筋を通す」と言います。これが正十字の上半

身のひとつの基本とされるわけですが、どうして

かわかりますか。それを知るには逆に引き手のヒ

ジが前に出た「引き手の甘い」状態や、押し手の

肩が外に出た「肩が逃げた」といった、先の3点

で作られる「三角形の大きい」状態を考えると理

解できます。同じ強さの弓を引くとき、3点がー

直線上にあるより三角形が大きい方が早く震え出

します。これは腕立て伏せ（プッシュアッフツと

いったトレーニング種目のアップとダウンの状態

上半身はウィリアムス

やワードと同じ「正十

字」でありながら、下

半身は完全にオープン

（開いた）の状態にな

っている。

を思い浮かべるとわかり易いかもしれません。こ

のように同じフルドローという静力学的仕事をす

るにも、三角形が大きいとより以上の筋肉がこの

作業に参加していることになるのです。一直線に

なることはちょうどスタンスの基本と同じように、

骨力軸となり筋肉参加を最小限に抑え、弓の強さ

や体重を効率良く支えることなので､す。

天才でも無視できない基本がある

ストレートスタンスの場合、先に述べたスタン

スの基本に加えて、アーチャーは左右のつま先を

結んだ線の延長上にエイミングしているターケッ

トの中心を置く必要があります。このとき、実は

あと2つのチェックポイントがあり、アーチャー

はこれらのチェックポイントを忠実に守らなけれ

ばなりません。つま先を結んだ線がゴールドに向

くのとは別に、腰骨を結んだ線がゴールドであり、

肩を結んだ線もゴールドなのです。この3本の線

が平行になり、かつ矢筋力鑓ることで平面的な理
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想のフルドローが完成するわけです。

では、オープンスタンスやクローズドスタンス

といったストレート以外のスタンスの場合、基本

やチェックポイントは存在しないのかというと、

ここでも必ず守らなければならない基本がありま

す。これはオープンスタンスのダレルも厳守して

いることで、どんな立ち方であっても、つま先を

結んだ線と腰骨を結んだ線は平行であり、肩を結

んだ線はいつでも必ずゴールドに向くということ

です。オーフ。ンスタンスを例にとれば、上半身は

ストレートで、下半身がオープン。つまり、足を

置く位置と腰を含めた下半身はオープンであって、

腰より上をひねって上半身をストレートにするの

です。だからこそ、ダレルもマッキニーも上半身

を見る限りはストレートであり正十字に見えるの

です。そして、腰から下は完全に開いているとい

うわけです。

よく初心者のなかには、スタンスをオープンに

とりながら、それにあわせて腰を結んだ線も肩を

結んだ線も同じように開いてしまっている入がい

ます。これでは三角形が大きく安定したフルドロ

ーとはいえません。また、これとは少し違います

カミアベレージアーチャーでもオープンスタンス

にとりながら、しかも肩を結んだ線はまっすぐゴ

ールドをとらえているにもかかわらず、腰を結ん

だ線が上半身のそれに近いという人をよく見掛け

ます。スタンス（つま先）だけがオープンでヒザ

から上はストレートというアーチャーです。実は

一見間違ってはいないように見えるこのフォーム

も、基本から外れることでオープンスタンスのメ

リットが半減してしまっているのです。

バックテンションの

謎とひとつの回答

ダレルのスタンスの意味とオープンスタンスの

メ'ノットを知るためには、「バックテンション」

の謎について話しておく必要があります。"Back

Tention"日本語に直訳すれば「背中の緊張」と

でもなるのでしょうか。日本の多くのアーチャー

がこの言葉を初めて耳にしたのはおそらく1976年

髄一

ストレートスタンスでシ

ュートするウィリアムス

（1978年、全米選手権）。

つま先を結んだ線がゴー

ルドに向くだけでなく、

他の巳本の線もまつすぐ

にゴールドをとらえ、シ

ューティングライン上に

それとは直角の「壁」が

建っている。
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11月、マッキニー初来日のときであり、何か重要

なものであるかのように感じ出したのは1978年11

月、ダレルが初来日で未知の世界であった1300*

台の記録を我々に披露してくれて以降のことです。

「どうしたら、そんなに当たるんですか？」の質

問に対し、彼らは一応にrBackTention｣という

耳慣れない単語をその回答のなかに使いました。

もしあのとき、コンセントレーションやバランス、

リラックスといった言葉だけで語ってくれればま

だ理解のしようもあったのですが、日本のマニュ

アルには「バックテンション」という言葉はなく、

また十分に説明できる人もいませんでした。この

ことがバックテンションを神秘性の強いものに

しました。何か僕らの知らないすごい秘密がバッ

クテンションに隠されているかのような錯覚を招

いてしまったのです。

しかし、もっと不思議なことがあります。それ

は1畔以卜鋒過した現在も、日本人はこの言葉の

実体を把握してはいないこと、そしてその謎が一

向に解消されないというのに記録は向上し、日本

のアーチャーはだれひとりとして困ってはいない

という現実です。

バックテンションの謎を知るには、日本のアー

チェリーのバックボーンとして和弓の存在がある

ことを理解する必要があります。現在の全日本ア

ーチェリー連盟がFITA(国|際アーチェリー連

盟）に正式加盟したのは196拝。しかし、それ以

前の1958年から全日本弓道連盟が日本を代表しそ

の権利をもっていたのです。それ力譲渡される決

断がなされたのは1967年、第24回アマースフォー

ト世界選手権への和弓選手の和弓での参加と、当

然の結果としての惨敗がきっかけでした。この背

景がアーチェリー（洋弓）において「正十字」や

「矢筋」といった言葉だけでなく、たとえば「放

れ」（リリース）や「とり掛け」（フック）、

r残身」（フォロースルー）といった日本古来の

伝統文化である弓道（和弓）の言葉を、アーチェ

リーの世界でも一般化させました。そして、それ

は単に言葉だけではなく、初心者に対して展開さ

れる指導方法にもその影響は多く見られます。

このように、和弓の存在を無視して「日本のア

ーチェリー」を語ることはできません。日本のア

ーチェリーがわずかな期間で普及発展し、世界に

通用するレベルにまで達したのは、その基礎の部

分に和弓があったからこそとも言えるのです。

ところが、「バックテンション」は和弓の教本

には見当たらない言葉でした。和弓を土台に発展

してきた世界に、いきなり聞いたこともない言葉

1967年、アマースフオート世

界選手権。このときの｢和弓」

(右からS人目)惨敗で、はじ

めて日本国内において｢洋弓』

がその地位を確保した。
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が入ってきたのですから、混乱が生じても不思議

ではありません。もしあの当時、この単語を直訳

ではなく、たとえば和弓の「脇を張る」であった

り「矢筋を通す」などと訳していれば、アーチャ

ーがこんなに悩むことはなかったでしょう。こう

いった言葉なら、マニュアルのどこかには必ず掲

載されていたし、あるいは他の言葉に置き換えて

理解もできたはずです。

では、日本のマニュアルには載っていない「バ

ックテンション」とは一体何でしょう。1981年9

月、マッキニーが来日したとき、北海道大学教育

学部の西薗秀嗣先生を中心としたグループの筋電

図等の実験に一緒に参加した際の報告があります

（体力科学1984.3317～26）。このなかに次のよ

うな考察の記述があります。

もとりわけ亀井で均等な緊張力認められる。これ

らはシューテングの合理的な筋活動と考えられ、

体幹部（背部）の諸筋の強い緊張が肩関節の固定

に強く作用し、上肢の緊張をむしろ軽度にして押

し手と引き手の協応動作を獅少にコントロールし

ているとみることが出来よう。（中略）日米のト

ップアーチャ一間で放電パターンに多少の相違が

認められた。亀井は射形が典型的な正十字型であ

')、全体的にバランスよく筋活動が高まっている

のに対し、マッキニーで､はオープンスタンスのた

め、上体の捻転がみられ、僧帽筋の右側の活動が

やや高い。しかし、全体的な体幹・背部の筋緊張

は強く冗進しており、いわゆる「バックテンショ

ン」として、マッキニー特有の技術と考えられへ

上体の安定性を支えるものといえよう。（後略）

（前略）トップアーチャーでは、初期の_上腕部

の緊張は少なく、ドローイングに入り肩・背部へ

の緊張力噌加し、押し手側と引き手側で均等な活

動水準にあるのが特徴的である。また、体幹部で

これがいわゆる客観的事実です。そして実をい

うと僕自身20年以上アーチェリーをしていて「ﾉざ

ツクテンション」を感じたことがないのです。た

しかに、報告のなかでもマッキニーとの比較とし

北海道大学での測定(1981年)。10年を経過した現在

においても、実は客観的事実の部分においては謎が

多く残されている。
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る理由です。

しかし、このような極端なオープンスタンスを

とるアーチャーは日本には極めて少ないのもまた

事実であり、実行するのも簡単なことではありま

せん。オープンスタンスは、ストレートスタンス

に比べ押し手の肩を逃がし、引き手のヒジを甘く

し、三角形を大きくし易い状態にあります。この

問題が克服できて初めてオープンスタンスのメリ

ットが生まれてきます。

しかし、それができるからといって、僕はオー

プンスタンスが最良のスタンスの形態とは考えて

いません。なぜなら、バックテンションカ誌のま

までも記録の向上が続いてきたように、バックテ

ンションという主御1勺事実が必須の条件とは思わ

ないからです。現にそれを証明するかのように、

ダレルしか知らない世界にやっと到達した韓国の

アーチャー達の多くはオープンスタンスではなく、

我々が昔から目指している正十字にストレートス

タンスでシュートしています。それはバックテン

ション以外にもシューティングの「手掛かり」が

存在するということです。

て僕にこの言葉を引用していないのも事実ですが、

ともかく主蹴勺事実として僕は「背中の緊張」を

ほとんど感じません。

その場で座ってみてください。椅子にでも、正

座でも結構です。そして、ストレートの状態（両

肩、両腰の線が平行）でフルドローで弓を構える

格好をしてみてください。次に、そこから徐々に

腰は動かさず両肩だけを右に旋回させていってく

ださい。すると、多分45度を過ぎたあたりから右

肩の付け根あたりに緊張（痛さと理解してもいい

かもしれません）を感じてくるはずで､す。簡単に

いってしまえば、これが主観的事実としてのバッ

クテンションです。この感覚はストレートスタン

スよりオープンスタンスの方がつかみ易く、それ

もスタンスの基本を守って45度を超えるようなオ

ープンにしたとき、より明確に感じることができ

るはずです。彼らはこの緊張を「手掛かり」とし

てコンセントレーションし、クリッカーを鳴らそ

うとしています。これこそがダレルがオープンス

タンス、それも単にストレートではないというだ

けでなく、45度を超えるようなオープンにしてい

主観的事実としての「パ

ックテンション」とは、

アーチヤーにとってのシ

ューティングの『手掛か

り」にすぎない。

1976年、全日本選手権(70m)。初優勝

の亀井とマッキニー。

決してバックテンションがシューティ

ングの必須条件ではない。

2を
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日本のアーチェリーにおいて基本とされる「正

十字」は、和弓における基本がそのまま導入され

たものではなくアメリカやヨーロッパで｢Basic

"T"Body」と呼ばれていた射型力基本になって

います。といっても、「Basic"T"Body」その

ものは日本のものとまったく同じで、どちらもス

タンスから始まり、セットアップ、ドローイング、

アンカリングと決められたチェックポイントをひ

とつずつ確認することで造り上げられます。それ

は、ちょうど積み木を足元から1個ずつ積み上げ

るのに似ています。どの積み木を、どの順番で、

どこに置く、というように、足や手、腕などの位

置をひとつひとつ確認しながらフォームを造り上

げていくのです。ただし、これは初心者のレベル

であって、上級者においては外見上の位置を確認

するだけでは十分とは言えません。つまり上級者

1984年、ロサンゼルス・オリンピック曇

2了
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の場合、置く位置とともに、そこへの「置き方」

が問題です。どの積み木を、どの順番で、どこに

置いたかはもちろん、その積み木を｢どのように」

そこに置いたかが上級者としてのチェックポイン

トなのです。シューティングとは、言うまでもな

く「動作」です。固定された美しさを競うのでは

なく、動きの内容それ自体が評価されるのです。

では、ドローイングという訓乍で注意を払うべ

き点は何でしょう。実はドローイングには、目に

見える位置関係でのチェックポイントはあまりあ

りません。なぜなら、セットアップで押し手の肩

や引き手のフックの指の位置を十分に而匿恩してい

ても、それらはドローイングカ進行するにつれて

変化していき、アンカリングしたときにはセット

アップ時の位置とは異なってしまうからです。し

かし、だからといってドローイングを軽視してよ

いことにはなりません。逆にこのような「流れ」

のなかにあるからこそ、この点と点の間にある

「空間」を埋める作業が重要な意味をもってきま

す。この空間の処理にこそレベルアップの成否が

あるのです。

近年、ビジュアル機器の普及発展に伴い、アー

チェリーの記録や研究も一昔前の写真中心から、

ビデオ中心に変わってきました。現に僕自身も試

合前には、ダレルのアーチェリー人生のなかでも

秀逸と呼べるロサンゼルス・オリンピックで､のシ

ューティングを映したビデオをイメージトレーニ

ングとしてよく見ます。ところが、いろいろな人

力撮ったビデオを見て思うのは、レベルの低いア

ーチャーほどその注目の対象がリリースという動

作に集中することです。アーチェリーという静的

スポーツのなかで、最も動きのあるリリースに注

目が集まることはわからぬでもありませんが、リ

リースという部分を研究するならともかく、シュ

ーティングという完成された動き（流れ）のなか

で、限られた訓乍ばかりを見ることはイマジネー

ションの欠如につながります。ビデオでダレルの

フォームから何かを学ぼうとするなら、それは矢

をクイーバーから取り出すところから始まり、フ

ォロースルーのあと弓を降ろしたところで終わる

1984年、ロサンゼルス・オリ

ンピック。ダレルはアメリカ

がボイコットしたモスクワを

はさみ、B年前のモントリオ

ールのときと同じように、い

とも簡単にゴールドメダルを

手中に収めた。
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「流れ」であり「リズム」であり、「雰囲気」で

あり「迫力」であるはずです。それらは決してハ

イスピード撮影で得られるものでもなければ、リ

リース部分の繰り返しから理解できるものでもあ

りません。通常のスピードでの一連の動作から学

ぶものです。

このように「空間」には目に見える位置関係と

しての「線」（通り道）以外にも、多くの「何か」

が隠されています。「流れ」「スピード」「'ノズ

ム」「バランス」「タイミング」、あるいは「雰

囲気」「大きさ」「迫力」といった要素は、目に

見える部分以上に実際のシューティングや的中に

影響を及ぼすものです。そして、これらの要素に

こそ、主観的事実である「イメージ」や「感じ」

によってしか獲得できない大切な部分が存在して

いるのです。

は、セットアップからフルドローに至るまでの既

き手のヒジの位置です。つまり、ドローイングす

る際、引き手のヒジを矢の延長線より絶対下げな

いことで、これはダレルは言うに及ばず、すべて

のトップアーチャーが気をつけている点です。実

際、ヒジを下げた引き方でトップになったアーチ

ャーはいません。ドローイングでは、引き手の手

首よりヒジの先端を必ず高く構えることです。

フック（引き手の指の部分）そのものについて

は後で詳しく述べますが、引き手全体で言うなら
かぎ

それは釣にロープが結び付けてあるものをイメー

ジするといいでしょう。フックが釣で、そこに付

いたロープがヒジを伝って背中につながっている

状態です。アーチェリーはこのロープで引くもの

です。そのロープの引き方は、ターケットと逆方

向の先端（ヒジの先）を引っ張る方法や、バック

テンションと称してロープ｡の付け根を巻き上げる

方法など、やり方は人それぞれですが、いずれの

場合もロープがきちんと張られた状態にあること

力基本です。ロープを緩めて（ヒジを下げて）い

ロープを緩めて

ドローイングはできない

ドローイングで最も注意しなければならないの

園
妻・ベスの愛に支えられて、ダレルは表彰台へ向かう二：
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たのでは余分な力がフックに入り満足なリリース

ができないばかりか、場合によってはストリング

をアンカーポイントまで引いてくることすら難し

くなります。ロープが張られ、三角形が小さくな

って初めて「手首の'ノラックス」が確保できるの

です。

では、ドローイングの間、もう一方の押し手は

どうすればいいのか。まず、ここでは肩の位置に

ついて話しましょう。前述したように、肩はセッ

トアップ時とフルドロー時では位置が異なります。

フックがストリングハイ卜位置にあるセットアッ

プでは胸（肩を結んだ線）が開いた状態なのに対

し、フルドローでは矢がクリッカーの落ちる寸前

まで引かれるため、胸は矢と平行になっています。

つまり、アーチェリーにドローイングという作業

がある限り肩は常に固定されるものではなく、そ

の位置はドローイングの途中で決められるとも言

えます。ただし、だからといって、肩の位置を考

えなくていいというもので､はありません。そこに

は、やはりアーチャー自身が守るべき基本があり

1991年､シューテイングプラクテイス(練習/50m)。

蝋
f‐

鼠－－___一参…

L,や．三

翠涯窪壁鍾

蕊島

ます。それは「正十字」に示されている肩の位置

での保持で、フルドローあるいはアンカリング時

の肩は、この位置に置かなければなりません。
フォーム

では、「正十字」とはどんな形なのでしょうか。

まず、①弓を持たずに肩幅かそれより少し狭く足

を開き、②背筋をまつすぐに伸ばして立つ。次に、

③両手を左右へ、肩の高さまでまっすぐ開き、④

左を向き、軽くアゴを引く。そして⑤そのアゴの

下に右手を添える。これが「正十字」であり、こ

の簡単なことを弓を持ち、引きながら行えばいい

だけのことです。

しかし、ここで問題となるのは、この｢正十字」

と呼ばれるフォームの獲得があたかも難しい技能

のように考えられているという現実です。初心者

だけではありません。上級者においても、同様の

状況が見られます。原因は明らかです。基本をマ

スターする初期の段階で過ちを犯し、それがその

まま放置されていたに過ぎません。

生理学の原則では新たな運動スキル（技能）を

身につけようとする場合、それ以前に形成されて

フルドローで胸は矢と平行になる。そして矢筋が通ること

で、上半身のすべての位置と力は平面のなかに収まる。
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いるスキルに対して再教育を行うのと、まったく

白紙の状態に教育するのでは後者の方がはるかに

簡単であるとされています。このことは一旦間違

った技能を身につけてしまった場合、それを正し

いものに改造することの困難さを示すものである

と同時に、初心者指導において指導者は正しい技

能を習得させるのに最大細心の努力を払わなけれ

ばならないことを意味しています。「正一|一宇」は

非常にシンプルなフォームです。正しいｲ雷さえ

すれば、極めて習得し易いフォームなのです。

が射てるから弓を持たなくてもできるのではなく、

実は弓を持たずにできるからこそ弓を持ってもで

きると考えるべきです。

「イメージトレーニング」「イメージシューテ

ィング」というとき、それはまず頭の中で考え描

くところからスタートし最後には実際のシューテ

ィングに結びつけていくわけですが、思うほどに

簡単ではありません。なぜなら、実際のシューテ

イングでは2kgもの重さ（弓の重量）を支え、20

kgもの強さ（弓の引き重量）を引っ張りながら理

想とするシューティングフォームを造り出さなけ

ればならないからです。「イメージ」と「実際」

の間に「シャドーシューティング」と呼ばれる重

要なトレーニングが必要となるのもそのためです。

頭で考え捕いているフォームをまず弓（道具）を

持たずに具現化し、次に実際のシューティングに

結びつけていくのです。いわば、シューティング

の本番に備えての「予備訓練」ともいえるもので、

ドローイングや'ノリースといった空間のなかで処

理される動作にとくに有効です。ただし、このシ

弓を持たずにできないことが、

弓を持ってできるはずがない

ダレルはフォームの話をしているとき、弓を持

たずに「BasicT"Body」などのシューティン

グの格好をすることがよくあります。そんなとき

いつも思うのは、トップアーチャーほど弓を持た

なくても自分のフォームを確実に再現できること

です。それもハイスピードでもスローモーション

でも思いのままにです。しかしこれは、うまく弓

一
言
岸
一

一
一．

、
鶴
匡

》
鍔
郵逼垂

＝FE～

譲蕊議蕊蕊霧鍵
シューティングという動作は、すべてフルドローで造り出

された平面のなかで行われ終了する。
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ヤドーシューテイングではイメージ同様に実際に

弓を使わないため、弓の重さや強さといった負荷

は身体に掛かりません。

ところで、押し手について常に議論にのぼるこ

とに、実際のドローイングでは押し手は押すの

か止めるのかというものがあります。シャドーシ

ューティングと実際のシューティングを比べてみ

るとよくわかります。まず、シャドーシューティ

ングでドローイングを行い、フルドローでの正十

字を造ってみます。このときには弓の重さも強さ

も無関係なため、無理なく自然にフォームを組み

立てることができます。では、同じ釧乍を実際に

弓を引いて行うとどうでしょう。セットアップさ

れた矢がストリングハイトの位置から1インチ、

2インチ、3インチと除々に引かれるにつれて、

両手（グリップとフックの間）に掛かる張力が5

ポンド、10ポンド、20ポンドと増えてきます。押

し手の肩がドローイングの間止まっているといっ

ても、5ポンドに対しては5ポンドで押し、10ポ

ンドに対しては10ポンドで押して、初めて止まつ

シャドーシューティング／セットアップ。

た状態になっているに過ぎません。実質ポンド数

が40ポンドであれば、フルドローのとき40ポンド

の力で押し続けている。これが、押すか止めるか

の答えです。

ダレルもドローイング中、押し手を肩からまつ

すぐにゴールドに押し続けています。彼の場合、

ドローイングの途中で肩の位置が決まってからは

微動だにしないほどに肩が固定されているように

見えますが、それはダレルが何もしていないから

ではなく、身体の内面で力を掛け続けているから

できることなのです。ただ、それが引き手のよう

な目に見える動きではないだけのことです。

では、このように押し続けられている押し手の

肩に対して、引き手の肩の位置はどうでしょう。

これに関してはあまり考える必要がありません。

ロープさえまつすぐに張られていれば、その肩は

自然に正十字の位置に収まるからです。指導者が

初心者を教える際、男'性と女性とでは、最初から

自然なフォームで弓を引くことができるのは圧倒

的に女'性の方が多いはずです。基本を身につける

二二弓吾

缶＝
圧

墜縄I

シャドーシューティング／アンカリング。
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初期の段階で男性は腕力があるだけに、ひとつの

形を造るのに、それを力で成し遂げようとする傾

向があります。それに対して女性は非力な分、最

小限の筋力で無駄なく無理なくフォームを組み立

てていきます。このことか女性において自然なフ

ォームを獲得させる最も大きな理由です。このよ

うに「置き方」を間違わなければ、置く「位置」

は自然と決まってくるものです。

ることなのです。

では、セットアップという点からフォロースル

ーという点までの間で、右手の中指が描く線を想

像したことがありますか。シューティングとは、

中指がまっすぐな1本の線を最初から最後まで瞬

く動作なのです。そう考えれば、シューティング

の基本的なメカニズムがわかりやすくなります。

アンカーはその1本の線の上にアゴが乗っている

（置かれている）状態であり、大変重要と思われ

ているクリッカーの瞬間さえも、長い1本の線の

なかのひとつの「点」にしか過ぎません。にもか

かわらず、ほとんどのアーチャーはこのドローイ

ングという動作がクリッカーを鳴らしたり、リリ

ースをするのとは違った世界の動きと思い込んで

います。

アーチャーのなかには、肩や押し手の位置を確

認するために、その流れやリズムを止め必要以上

に筋肉に疲労を強いる人がいます。また何人かの

アーチャーはアンカリングと称して、せっかくそ

こまでまつすぐに引いてきた力の向きやバランス

中指で引かれる1本の線は

ドローイングから始まる

ここに20kg(約IIポンド）の荷物があるとして、

それを30m離れた的の前まで運ぶとします。その

とき的まで線が引いてなくとも、あるいはだれが

連ぶことになったとしても、おそらく的までの最

短距離をまつすぐに歩いて行くはずです。わざわ

ざ重い物を持って遠回りをする人はいません。ド

ローイングもこれと同じことです。セットアップ

のフックの位置からアゴの先端(アンカーの位置）

まで、ノッキングポインドを最短距離で運んで〈

シャドーシューテインク．／フルドロー受 シャドーシューティング,／リリースと

3s
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ジがⅢ害されたときにほかなりません。しかも、

彼らにとってｿ|き戻しは非常に稀なことです。

'JIき戻しに関連して、練習や試合を通して「力

がない」とか「練習不足」という言葉をよく耳に

します。しかし、本当でしょうか。クリッカーを

I‘らす瞬間とは、考えてみれば矢の長さでいえば

半ポイント（たかだか2～3mm)であり、実|祭に

は0.1mmといったコンマ何mmの世界です｡それに対

し､矢の挺さは約700mm(28インチ）です｡この700

m､をリ|き、その状態で1(1抄近くホールテ､イングし

た挙げ句に「力不足」では、それはどう考えても

I嘘であり言い訳にしか思えません。「クリ･ソカー

の鳴らし方がわからない」「伸び､方を知らない｣、

あるいは「射つのがIfい」というのならまだしも、

「力不足」だけはどうしても納得できないのです。

を変えたりします。たしかに、これらの動作は初

心者が位置や感覚をマスターする過秘においては

必要なものかもしれません。しかし、すでにそれ

を身につけた上級者にとっては、まったく無意味

なｲ↑業なのです。上級者にこのドローイングで要

求されるのは、ここから始ま'）作られる「流れ」

や「リズム」そして「力の方向」「左右のバラン

ス」であり、そしてこれらの要素がクリッカーを

l鳴らし、その直後にくるリリースを作るのです。

クリッカーを鳴らす勤作とは決してﾉJ(腕ﾉjとい

う意1床で）で行うものではあ*)ません。

もちろん、ダレルをはじめとするチャンピオン

でも、流れを'I'断しり|き戻すときがあります。し

かし、それはほとんどの場合コンセントレーショ

ンに乱れが生じ、グッドシューティングのイメー

恩
ｒ
乱
画
日
冒
這
■
日
日
日

露
才
き
帳

一
町
『
面
口
弼
三
一

､i認饗聯
h皿

:Ii蝉

朝

当季禄霧薩

シューティングプラクティスとはr射つこと」の

練習である。まず射ってみて、そこから何かを始

めなければならない。

〔
く
〕
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ダレルのアンカリングを縦意して兄ていると、

アンカーに入るとms,↑に少しアゴをIjlきながらりj

きr-令体をターケットと逆ﾉﾉ向（矢筋の方I111)に

ﾘ|きつけ（緊張を高め）ているのがわかります。

そして、イI|!しw-にもIIに兄えるような卿jきではあ

りませんが、肩からまつすぐにゴールドにｲ¥し込

む力を感じます。

アーチャーのなかには、アンカリングしたフォ

－ムがそのままフルドローだと勘違いしている人

も多くいるようですが、フルドローとアンカリン

グは必ずしも一致しないものです。フルドローは

クリッカーさえ落ちればいつでもシュートできる

状態にあるのに対し、アンカリングは単に矢をリI

いてきた手（フック部分）をアゴの1,.に収める仙

作にすぎません。したがって、時間的にフルドロ

ーがアンカリングより先行することはなく、まず

｢I，一一一・

アーチヤーは目先の結果やスコアに惑わされることなく、自分の理想に向か＝

てそのシューテインク．を組み立てていかなければならない｡それは練習であっ

ても試合であってもなんら変わるものではない｡(1977年、全米選手権）

35
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アンカリングがあり、それと同時かその後にフル

ドローが作り出されることになります。

アンカー(anchor)とは錨を意1床し､ストリン

グを文字どおり一定の場所に停泊（固定）させる

ことを言います。では、このアンカリングを教え

るとき、手をアゴの下に入れると同時に、なぜ引

いてきたストリングを鼻と唇とアゴの先端に付け

るようにするのでしょう。それは自分の鼻の先を

人差し指で触るのに練習などを必要とせず、目を

閉じていても簡単にできることからも明らかです。

これは唇やアゴにしても、まったく|両]じこと力言

えます。それでは、アゴの中央から右に2cm離れ

た所を触るとすればどうでしょう。今度は少し練

習がいるかもしれません。たとえできるようにな

ったとしても、明日の朝もう一度|司じ所を触るこ

とは非常に難しいはずです。

どんなスポーツ競技においても、「基本」と呼

ばれるものがあります。そして多くの競技では、

その基本をマスターした後には必ず次なるテクニ

ックやより高度なタクティクス（作戦）が待ち構

えているものです。しかし、アーチェリーは違い

ます。アンカーに限らず、アーチェリーの基本射

型（正十字）はすべての部分において「チェック

し易く」「マスターし易く」、だから「繰り返し

易い」フォームなのです。そして、これらの素晴

らしい主観的事実に加えて、客観的事実において

も基本射型は人体生理学や力学をはじめとした理

論に裏付けられています。アーチェリーにおける

基本射型は初心者向けだけのフォームではありま

せん。すべてのアーチャーが目指さなければなら

ない「理想のフォーム」なのです。基本射型力無

駄がなく美しく見えるのはそのためです。

アンカーと

アンカーポイントの違い

アンカリングにおいても、ドローイングの流れ

を止めず、ロープを緩めないことが大切なのは当

然です~。その上で、もうひとつ重要な問題があり

ます。それは、いかにアンカーポイントを毎回同

じ位置に固定するかです。

1977年､全米選手権(70m)｡セットアップ､ドローイング､アンカリングと一環して緊張は持続さ

れる。しかしそれはフルドローのためではなく､すべてはフォロースルーのために存在する｡(ダ

レルは全米4連覇でストップ、巴位に終わる。この年、はじめてマッキニーの初優勝を許す）
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アンカーポイントとは、引き手の人差し指とそ

れがかかっているストリング、そしてアゴ、この

3つが接している1点のことです。アーチャーの

なかには「アンカー」と「アンカーポイント」を

混同し、人差し指や謝旨の付け根をアゴや首筋に

押し付けることだけに注意を取られている人がい

ますが、それでは流れを止め、力の方向を変える

ばかりでなく、一番大切なアンカーポイントを不

安定なものにしてしまいかねません。より安定し

たアンカーポイントにするために、アゴの下にき

っちり収まったアンカーが必要なわけです。

とはいっても、アゴの位置（顔向き）に対して

アンカーが置かれる（決められる）のではなく、

あくまでロープをまっすぐ張ることが先決であり．

そのロープの上にアゴを乗せる感覚が重要です。

アンカーをアゴに固定しようとして、引き手の親

指を首筋に引っかけるアーチャーがいますが、そ

れに集中するあまりロープカ緩んでいたり、手首

に不要に力が入っているようでは何にもなりませ

ん。アンカーで親指を首筋に付ける付けないとい

ったことは、単に個人個人のフィーリングの問題

にすぎません。むしろ問題になるのはアンカーの

形態よ')、そこでストリングを保持している「フ

ック」そのものの方がはるかに重要なのです。

では、どんなフックが理想なのでしょう。ここ

でひとつの大きな疑問があります。FITA(国

際アーチェリー連盟）競技規約第7章703aには、

『弓は2つのノックの間に直接結ばれた1本の弦

によって張る。そして発射の際は、一方の手で弓

のハンドル（グリップ）を握り、他方の手の指で

弦を引き、絞り、放す』（抜粋）とあるのですが、

競技規約の記述のどこを探しても『ストリングは

3本の指で引かなければならない』とは書かれて

はいないのです。にもかかわらず、ダレルは人差

し指は第一関節より少し浅く、中指は第一関節よ

り少し深く、そして薬指は第一関節にかけてシュ

ートしています。ダレルに限りません。すべての

世界チャンピオンが3本指でフックしています。

たしかに、トップと呼ばれる世界のアーチャーの

なかには、人差し指や薬指を伸ばして射っている

選手がいないでもありません。しかし、それは10

人中1人にも満たない数です。

なぜフックは3本指なのか、このことについて

は僕も理論的に答えることはできません。しかし

それは逆に言えば、フックにはまだフォームの変

革の可能性が残されていることを示唆するもので

あ')、次のフックの条件力満たされるなら必ずし

も3本である必要はないと思います。つまり、

①エイミング（フルドロー）しているときに変化

しない（緩んできたり逆に力が入ってもこない)、

1977年、全米選手権(70m)。フックの巳つの条件を

満たしながらS本の指はしっかりとストリングに掛

けられる｡｢フック｣は銅以上でも銅以下でもない。

3？
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②①の条件力満たされている範囲でできるだけ

浅くかける、の2つです。

実はフックには、基準というものがありません。

たとえば「深がけ」「浅がけ」といっても、それ

は第一僕1節を大体の基準にしてはいるものの、決

して明確な表現ではあ0ません。なぜならフック

の2つの条件を満たしていてもス|､リングを保持

する位置は個々のアーチャーによって異なり、1両l

じアーチャーであってもII寺期や状態によって位置

が変化することがあるからです。オフシーズンか

らシーズンに入ろうとするとき、最初は2つの条

件を満たそうと普段より深い位置となるでしょう。

しかし、練習を重ねて力がついてくるにつれて、

浅い位置でも2つの条件を|向1じょうに満たせるよ

うになってきます。これは、弓の強さを変えたと

きにも|司じこと力言えます。このように、フック

にはすべてのアーチャーに共通する基準がないの

です。

調子の良いとき、自分のフックの位置が普段よ

り浅くなっていることに気づいたことはありませ

ストリングに掛かったフックは、「ロープ」でまつすぐ

にターゲットとは逆方向に引かれる。そのときロープを

決して緩ませてはいけない。また、夕・レルはアンカーの

チェックポイントとして、小指を軽く首筋に触れるよう

にしている｡(1977年、全米選手権70m)

んか。そしてわかっていながらも、点数が出るの

でそのままにしておいて当たらなくなったという

織命はありませんか。当たっているときというの

は、無駄、無理、ムラのないシューティングが獲

得できています。そして、無意識に”の条件を

mたしているのですが、ついつい目先の点数ばか

りを追いかけて練習を続けているうちにフックが

浅くなり、その結果調子を崩してしまうのです。

たしかに、11:1中シューティングをするのでなく

数本を射つだけであれば、多少フックが浅Hの方

が当て易い（射ちやすいとは少し違う）のも事実

です。しかし、このようなシューティングを長く

続けて（繰0返して）いると、鍛初は良くても徐

々に①の条件力満たせなくなり、リリースの瞬間

指先を弾いてストリングを引っかけてしまうよう

になります。

こんなときは、問題意識と勇気が必要です。エ

イミング中にフックが変化した'）手首のリラック

スが損なわれないよう、ストリングを掛ける位識

を①の条件力揃たせるところまで戻してやらなく

アンカーをアゴに押し付けるのではなく、まつすぐに張

られた1本の「糸」の上にアゴを軽く乗せてやる感じが

重要｡(1977年、全米選手権70m)
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てはなりません。たとえ、それによって数本の矢

がゴールドを外す結果になったとしても、です。

しかし、いくら①の条件力描たせるからといって

②を無視してむやみに深くすることは感心できま

せん。なぜなら第二関節にフックするトップアー

チャーは、2本指フックのアーチャーよりさらに

少ない人数だからです。

わかり易いようにフックは指1本としてみます。

この1本の指（釣）がどうなったとき、ストリン

グは解き放たれるのでしょう。指が90度（直角）

より狭いときにはまだホールディングされた状態

であり、指が90度以上に開いたときリリースされ

ることはだれにでも理解できます。リリースの瞬

間を一万コマ／秒を超えるハイスビードカメラで

兇てみると、ストリングは指が9(1度になると同時

に指の上を櫛'ルリしながら出ていきます。そして、

容観的事実としてのリリース（スト'ノングが出て

いくという意味での）はフックがまだアゴの下に

ある間に終了しています。ストリングは指の上を

横滑りし弾かれた分、まつすぐにthていくことが

できず、蛇行を繰り返しながらスト'ノングハイト

位置まで復元します。これがフィンガーリリース

では絶対に避けられない、そしてリリーサー（機

械式発射装慨）であっても片仙lからのフックであ

れば必ず起こる「アーチャーズパラドックス」と

いう現象です。

昔、1960年代前半まで手をアゴのI,.に残したま

主観的事実ほどに

リリースは鋭くない

’ノリースの瞬間、ストリングとフック（指先）

の関係（状態）はどうなっているか知っています

か。あるいは、指先がどうなったときストリング

は出ていくと,W,いますか。多くのアーチャーはそ

んな瞬間のことまで考えたこともなく、考えたこ

とのあるアーチャーでも、その主観的事実(感覚）

を表わす言葉（たとえばリリースを「切る」とか

「鋭い」’ノリースのように）からストリングはま

つすぐに解き放されるものと思い込んでいる人が

ほとんどです。

指は開かれるというより、フックが直角になると

同時にストリングが指を弾いて飛び出していく。

このときの指の抵抗によって、アーチャーズパラ

ドックスは発生する。（1979年、来日時）

3号
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まシュートする「デッドリリース」と呼ばれる射

ち方が主流を成していました。しかし、その後リ

リースは現在の「スライディングリリース」（リ

リースのとき、アゴの下にあった手を耳の下ぐら

いまで引き放すスタイル）へと移行し定着しまし

た。その理由には使用弓の高ポンド化、それに加

えて弓具の進歩に伴うストリングの復元スピード

の高速化などが挙げられます。アンカーポイント

でのストリングの保持に、より大きな筋力と持久

力が必要になる一方で、アゴの下から出ていくス

トリングが速くなったため、それに見合ったスピ

ードでフック自体も逆方向へ解き放されなければ

ならなくなったのです。現在の高ポンド化、高速

化の時代でデッドリリースに固執すれば、リリー

ス時のストリングの始点となるアンカーポイント

にバラツキが出た')、ストリングへの抵抗が大き

くなって結果的に的中性を悪くしてしまいます。

アゴの下にある指先は、出ていくストリングに

よってアーチャーの想像以上に大きく弾かれます。

これをより小さく安定したものにするには、ホー

ルディンクW寺のストリングの張力（その最も大き

いベクトルは矢と同じ方向を向いています）に対

抗できるぐらいに緊張を高めるしかありません。

それが引き手のロープの張')であり、スライディ

ングリリースに代表される素早い動きです。指

導者が「リリースは鋭く」とか｢速いリリースを身

と教えるのも、実はこのI瞬間の精度を高めてやる

ことを目的としたことなのです。

チャンピオンが3本フックの理由

世界のトップアーチャーが3本指でフックする

理由について、理論的に解説するのは難しい、と

言いました。おそらく、彼らの教わった初心者マ

ニュアルにそうするよう載っていたから、という

のが一番の正解かもしれません。でも、ここでも

う一度その理由について考えてみましょう。リ'ノ

ースがなぜ「デッド」から「スライディング」に

なったかを考えると、ストリングへの抵抗という

観点からあるひとつの仮説が立ちます。つまり、

1980年、ラスベガス・シュート。アンリミテッド優勝

のクレーマー。ロープ式リリーサーであっても、スト

リングの片側からの解除は｢アーチャーズパラドック

ス」を発生させる。
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現行の弓具に対してフックの①の条件を満たすの

には、現状では3本の指の筋力とその持久力がど

うしても必要なのではないか、というものです。

仮に1本指のフックで①の条件を満たすならその

位置は第三関節近くにまでなってしまいます。高

ポンド化、高速化した弓具に対応するには、1本

や2本の指で深くかけるよりも、3本の指で浅く

かける方が有利であり、安定するというわけです。

では、3本指でストリングを引く場合、3本の

力配分はどんな割合にするのがいいのでしょうか。

ダレルは3本指の合計を100％とした場合､人差し

指5％、中指75％、薬指20％と話しています。中

指、薬指、人差し指の順については、僕も基本的

には賛成です。しかし、このように配分率を数字

で表すといったことには興味がありません。なぜ

なら、ダレルを含むトップアーチャーカ語る配分

率はあくまで主観的事実からくるものであり、た

とえそれが正しいものであったとしても同じよう

に実行することは困難だからです。

主観的事実として認識しておかなければならな

いことは、トップのだれもが中指をドローイング

のt心と考え、2番目薬指、3番目人差し指の順

に挙げていること。そして、中指への加重が圧倒

的に大きい点です。その理由は、ダレルをはじめ

すべてのトップアーチャーが引き手のロープを中

指に結びつけているからにほかな})ません。ドロ

ーイングに伴い、ストリングにはフックを頂点と

して角度がついてきますが、頂点とは1点であり、

中指を中心にしているのはそのためです。その結

果、必然的に人差し指と薬指はセットアップでフ

ックした位置より浅くなってアンカリングされます。

では、どうして薬指が2番目であり、人差し指

は5％しかないのでしょう。それは、薬指より人

差し指の方力短いという人間の骨格的特徴に起因

しています。たとえば、リ'ノースの瞬間のスト'ノ

ングの抵抗を軽減しようとするとき、あなたはど

の指を浅くしますか。おそらく、人差し指と答え

る人がほとんどのはずです。浅くする指を選ぶな

ら長い指より短い指を選ぶのは当然であI)、また

実際の動きでも人差し指を浅くしている方力薬指

1974年、全米選手権(70m)。この

年までダレルはストリングを顔の

中央に置き、アンカーのすべての

条件を満たしている。（ミュンヘ

ンでウィリアムスが樹立した1268

点の世界記録を破り、1291点と初

めて世界言壷をダレルは更新した）
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を浅くするよりスムーズです。このことは最近、

マッキニーが人差し指を以前より極端に浅くし出

したことにも関連しています。

しかしここで、もうひとつ重要なことがありま

す。それはたとえ5％であっても、ダレルやトッ

プアーチャーは人差し指を必ずストリングに杜|､け

ている点です。実は、人差し指にはフック以外に

もっと大事な役目があります。ストIノング、アゴ、

人差し指の3つの接点がアンカーポイントだと言

いました。つまり、人差し指はアンカーポイント

を決めるのに不可欠な部分であり、たとえ極淵に

人差し指を浅くしたとしてもストリングから外す

べきではないのです。

そこで、最後にフックの客観的事実を紹介して

おきます。この写真を兄てください。1984年のロ

サンゼルス・オ'ノンビックに向けてプロモーショ

ンIllに弓具メーカーが作ったポスターです。この

年のインドアシーズンに織られたもので、アーチ

ェリーショップ等で兇た人も多いはずですが、こ

んな写真からも多くのことが発兄できます。

1984年のダレルとマツキニー｡(インドア用チューニング）

､錘a

蕊

1990年のマッキニー。彼は1990

年代に入って人差し指を浅く掛

けだしている。しかしアンカー

ポイント固定のため、決してそ

れを外すことはしない。そして

仮に巳本の指フックであっても‐

巳つの条件は堅持しなければな

らない。
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ボンを使っての1340点を内容的には越えていまし

た。そして、f'1よりも素晴らしいのはウィリアム

スが売壁なBasic"T"Bodvの持ち主であったと

いうことです｡それに比べ､彼と入れ替わりにデビ

ューしたダレルは、当初決して美しいという印象

を我々に与えませんでした。

ウィリアムスがアーチェリーを始めたのは8歳、

lll界チャンピオンとなったのが17歳。そして、19

歳でプロに!|!式向。ダレルか始めたのは13歳、18歳

でII堺チャンピオン、現在もアマチュアで現役。

時代の違うこのふたりの天才の記録や足跡を比べ

ることは無意味です。しかし、ふた'）に共通する

のは「これだけの栄光と実績を獲得するには単に

精神力だけでなく、理論に裏付けられたシューテ

ィングフォームが不可欠」という点です。

では、ウィリアムスはともかく、美しいという

印象を与えなかったダレルのフォームがどのよう

に理論に裏付けられ、これだ､けの栄光と実績を獲

得したのか。ウィリアムスとの最大の違いは「合

理性」です。たとえば、アンカー。ウィリアムス

フックについていえば、ダレルもマッキニーも

当然フックの2つの条件を満たしています。そし

て、それに加えてふたりとも真横（この写真の位

置）から見ると、3本の指ともシメが見えません。

このことはチェックポイントとして重要です。基

準がないフックとはいいながらも、とくに薬指な

どはツメが見えているようでは浅すぎることにな

るのです。このように静止した写真は積み木の積

み方（空間）を教えてはくれませんが、少なくと

もその置かなければならない位置（点）は見せて

くれるものです。

同じ天才でもダレルは

ウイリアムスより合理的

ダレルが登場するまで世界のアーチャーの憧れ

であり、H1躯(はジョン・ウィリアムスでした。そ

の彼の栄光の記録のなかでも、1972年ミュンヘン

・オリンピック倒勝のとき、ダクロンスト'ノング、

グラスリム、アルミアローで樹立した268-1260

＝2528点の世界新記録は、現在のケブラーやカー

苫謡奔
蕊i’。

‘弓畠擢
”

酎
奉
群
一
Ｆ
辰
嬉

~Kp

．.、、“愚、『恥ゞ

'猟
t
鴬』_

1972年、ミュンヘン・オリンピッ

ク優勝のウィリアムス(90m)。完

壁なBasic"T"Bodyである
だけでなく、シュートした後もそ

の"T"が保たれ、ヘッドアップ

してアゴが動くこともない。

岸

鍵蕊季

謎

逗土
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はストリングをセンターに置き、それも鼻にそれ

が食い込むまでアゴを引くことで、引き手の緊張

を高め矢筋を通しています。そして何よりすごい

のは、ここまで引き込んだアゴがリリースの後も

動かない点です。やはり、それは天才的です。そ

れに対して、ダレルはサイドアンカーにしていま

す。その理由について、彼は多くを語ろうとしま

せんが、次のようなこと力推察されます。

「シュートしたときヘッドアップするくらいな

ら、最初からアゴが浮いた位置でアンカーをつけ

よう。それによってヒジが甘くなるなら、アンカ

ーポイントをサイドに移動することで矢筋を通す

ようにしよう。そうすればアゴが動いたとしても

センターよりサイドの方力動き（プレ）が小さく

なる……」

このようなやり方は決して生理学の法則や力学

的理論を無視するものではなく、ダレル流の合理

的解釈と理解すべきです。しかし、Basic"T"

Bodyをアレンジすることは､それをマスターする

までに多くの練習と努力、そして意識が付加され

たことについても忘れてはならないでしょう。

マッキニーもダレルと同じようにサイドアンカ

ーですが、そのことについてマッキニー自身は、

「ﾀ椎見上サイドアンカーであっても、自分のアゴ

は平ら（尖っていない）でアゴの横にまでアンカ

ーポイントが移動してはいないので、意識として

はセンターと同じ」と話しています。では、現実

にアゴの横（平らではない部分）にまでアンカー

ポイントが移動して、サイドアンカーになったと

したらどうでしょう。この場合フックはアゴの下

に収まることはできず、指1本分だけアゴから外

に出てしまうため、アンカー（人差し指部分）は

アゴに被った状態となります。これでは毎回同じ

安定した位置にアンカーポイントを置くことはで

きません。そのため、ダレルは身体上の努力だけ

でなく、弓具の面でもアンカーパット付きタブ､を

自作して使っています。彼に限らず、基本から外

れることを行うには、身体、道具の両面において

一層の工夫や努力が必要になるのです。

そしてもうひとつ、実はダレルとウィリアムス

のシューティングフォームで決定的な大きな違い

があります。それは、アンカー位置からフォロー

スルー位置までのリリースのスピードです。ダレ

ルはウィリアムスのそれと比べて、目に見えて明

らかに速いリリースをします。このことは結果的

にダレルの栄光の時代をここまで長いものとしま

した。1975年ケブラーストリング、1976年カーボ

ンリム、1983年カーボンアローといったストリン

グの復元スピードの高速化への変革の波を、その

たびに彼が乗り越えてきたことでもわかります。

リリースのスピードが|司じで、ストリングの出て

いくスピードだけが速くなれば、リリースが弾か

れる確率は高まります。そしてこの問題は、現

在進行中のカーボンアローの改良開発だけにとど

まらず、今後も続くであろうこの種の進歩には必

ずつきまとうものです。
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フルドローとは作り出すものだと言いました。

そして、ある意1床ではスタンスから始まってl化l

l佃積み上げてきた積み木の最後の1個が漬か

れる場です。こういう言い方をすると、この後に

もっと大事なクリッカーの瞬間やリリースがある

と反論する人がいるかもしれません。たしかにそ

れらは的中に対して大変重要な要素ではあります．

しかし、クリッカーにしてもリリースにしても、

それは押し手のグリップと引き手のヒジの間にピ

ンと張られた1本の糸がアゴの下で切られるよう

なものです。新たな別の動作というより、すでに

フルドローで作られたものがまつすぐに解き放さ

れるにすぎないのです。この糸を張る作業やそれ

が切れることについて、ダレルは「自然に」「自

動的に」という表現をよく使います。彼の一見ぶ

っきらぼうな表現ですが、その言葉には、ク'ノッ

二
曇亜

1990年、全米選手権。
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カーを鳴らす動作やり'ノースは「無の状態」（潜

在意識）から自然に働くものであi)、決してクリ

ッカーを鳴らそう､リリースを切ろうといった能

動的な意識から生まれるものではないという意味

のことが含まれています。腕をまつすぐに置く、

あるいは正確なリリースを、などと考えなくても

クリッカーの音に反応して自然に、勝手に身体が

動くというわけです。これは、彼の良年の練洲と

シューティングの戒:采からきていることは|川迷い

ありません。

では、ヅ建なリリースはフルドロー時に正一|一宇

を造'）出せば「自然に」「自卿I的に」生み出され

るかというと、実|際にはそれだけでは不十分です霞，

試合で多くのアーチャーを見ていると、そのなか

には完壁とも思える正十字やダレル以上に格好良

〈狙っている（フルドローしている）人を何人も

兄かけます。ところが、残念ながらそれらのアー

チャーがみんな美しいシューティング（リリース

からフォロースルー）を兄せてくれるかというと

決してそうではありません。理由はlﾘINで、形が

1977年、全米選手権(90m)。

いくら正十字であっても、力がその正~|,字に沿っ

て通っていないのです。逆にいえば、形が仮にⅢ

十字でなかったとしても、引いている力、キIjlして

いる力が矢に対してまつすぐに働いてさえいれば、

矢はまつすぐに解き放されるはずです。

実は、このことをダレル自身か証IﾘIしているの

です。1978年まで、ダレルはり|き手の位置が少し

|｜く（前にH1た状態）、矢筋は完全には通ってい

ませんでした。しかし、多くのアーチャーはその

ことに気づきませんでした。その理Illは、そこか

ら生みl¥¥される偉大な成果に惑わされたからだけ

で､はありません。ダレルのシューティングが、た

とえ矢筋がj曲っていなくとも、｜ﾉ1面では力が正十

字に沿って|伽き一直線に矢を支え、動きのすべて

が平1111のなかに導かれていたため、リ|き手のⅡさ

がⅡ､立たなかったにすぎないのです。

アーチェリーは『､I'-Kii」のなかで行うスポーツ

です。イメージとしては、シューティングライン

の上に、それとll'l旦角に垂'江などっしりと安定感の

ある「壁」が立っていると思えばいいでしょう。

197B年、全米選手権(90m)o

ドローレング．スを約1インチ長くすることで、アンカーポイントをよ善

身体の中心線に引き込み、引き手の矢筋を通し、左右への緊張を高めて

いる。
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身体はよじれたり倒れたりせず、押し手も振るこ

とはなく、リu－スは膨らまず……すべての動作

（シューティング）はこの壁のなかで行われます．

そのためには「形」だけでなく、必ず「ﾉJ」もこ

の平面のなかになければな'ﾉません。

ヅトポイントからレスト（ブランジャー位置）ま

でのIll'雛が約7mm長かったため、それを近づけよ

うとする|引的があったのです。このことは昔の木

製のワンビースボウを取n出してきてドローイン

グするだけでも理解できるのですが、昔の弓は最

新のテイクダウンボウに比べ、ピボットポイント

とレストまでのm雛がかなり離れているため、引

くだけでハンドルのウィンド部分力顕の方に傾い

てくるのを感じます。これは逆にいえば、シュー

Hf'rに弓本体が大きく跳ね上がる（動いてしまう）

ことを意味します。ダレルがグリップを改良した

裏には、この不要なf"きを少しでも解消し、より

的!|I粘度を高めようという狙いがあったわけです。

しかし、それにも限界があります。このとき仙っ

ていたXX75-2114に1,]けたFPF2(10の1枚､ノフ

インはレスト1，部のハンドル部分に擦ってしまい、

ヴェインの赤い(ヅノfべったりそこについていました。

皿|蝿1は矢か#11し手の腕のなかから発射されるこ

とです。しかし、先のピボットポイントとレスト

のI活からもわかるように、現実にはヒボットポイ

押し手の横にある矢印が

教えてくれるもの

1979年im3a、熊本で行われた全H本選手椎

で、そこに招待選手として参加したダレルは1311

ﾉ1､(のIll群新記録を樹立しました。それは、彼'二l身

力1975年に打ち立てたmmという初の1300点汽

の記録を25ﾉ,'‘(も史新するものでした。これは驚異

的としか表現できない偉大な記録です。

このとき彼が使月lした弓典は68インチi5ポンド

の一般に販売されていた弓のグリップ部分だけを

改良したものでした。その改良には、、"l然グリッ

プを自分の手に合わせるための_[夫であるとImI時

に、もうひとつの秘密がありました。"i時、その

ill販品の弓は僕の使う^に比べてグリップのビボ

§郷鑓譲寒寒掴竺鑑瀞;哲

渥垂I

謹
問b今由

1978年、全米選手権(90m)。矢筋を完全に通す（形の上で）のに合わせて、前年(1977年）

よりアンカーポイントもよりサイドに移動しているのがわかる。しかし､すべての力は｢平

面のなか」にある。（前年、マッキニーに奪われたタイトルを再び取り戻し5度目の優勝

を果たす）
4？
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ン卜からの矢の発射は不可能です。となると、ま

つすぐに張った1本の糸を矢に限りなく近づける

には、上下と左右の2方向から考える必要があり

ます。そこでまず、上下方向についてはレス卜位

置に代表されへもうひとつはストリングの通過位

置に見られる左右方向ということになります。し

かし上下方向については、ドローイングの頂点を

中指とすれば、それは最も矢に接近した位置であ

り、理想にいちばん近い位置です。そこで残され

るのはダレルのグリップ改造で､もわかるように、

もう一方のグリップ111Iでの弓具面からの矢への接

近ということになります。そして左右方向からは

いかにストリングの通過位置を押し手に近づける

かが最大の課題です。

ダレルの使っているプラスチック製のアームガ

ードをよく見ると、ストリングが当たり擦り減っ

ていることがわかります。しかし、それは初心者

のようにリリースが悪いためにストリングが大き

く蛇行したり、それ以前の段階で押し手がなかに

入り過ぎて'ノリースされたストリングがまともに

そこへ返っていくのではありません。フルドロー

で矢に対しぎりぎりの位置に押し手を接近さ-せて

置いているために、一旦ハイ卜位置まで復元した

ストリングがあと数cm矢をｲIllし出し、矢のノック

がノッキングポイントから離れた後で、そのスト

リングがアームガードを擦ると思えばいいでしょ

う。これは意識的に的中性向上を目的として、押

し手をストリンク通過位置に接近させている結果

なのです。アームガードは初心者用の道具ではな

いのです。

では、そのために押し手は具体的にどのように

保持したらいいのでしょうか。肩の位置はドロー

イングですでに話したので、後はヒジとグリップ

ですが、実は押し手に関してはそんなに難しくあ

りません。なぜならフルドローのとき、ほんの少

し視線を下げれば、そこにはまっすぐな“矢印識

がターケッ|､を向いた状態であるからです。すべ

てのアーチャーに与えられた、これほど信頼でき

る指針はありません。アーチャーはその矢印(矢〉

に対してまっすぐ、そしてぎりぎりに腕を置きそ

I
1978年、全米選手権(90m)。ダレルはヒジの関節が少し柔らかいため、押し手がなかに入りすぎているように見える

が、実際にはストリングの通渦付置ぎりぎりに押し手を置き､固定している｡フルドロー時、アーチヤーから見て矢と

押し手が重なっていなければ､正しいリリースさえすれば､ストリングはまともにアームカードに返っていくことはない。
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の向いている方向へ押してやればいいのです。

押し手にストリングがまともに当たってしまう

とき、初心者ほどそれを避けようと必要以上に押

し手に注意を払い、もっと悪い状態に陥ってしま

います。しかし、よく考えてみればいくらアーチ

ャーズパラドックスという避けられないストリン

グの蛇行があるとしても、正しいリリースをした

場合その蛇行はアームガード（ストリングハイ卜

位置）付近では非常に小さいものになっているは

ずです。フルドロー時に少し下を見てください。

そこにある矢印はアンカーポイントからストリン

グハイトの位置までまつすぐに引いた線と同じな

のです。その線に押し手が接していない限')、正

しいリリースさえすれば、ストリングは押し手に

は当たらないはずです。ストリングが押し手に当

たるときというのは、ほとんどの場合、リリース

のミスによってストリングが内側（押し手側）に

解除さｵ1腕に向かって返ってしまうからなのです。

ダレルは実は3劃碗なのです
さるうで

園苑とは、女性アーチャーによく見られる関節

が柔らかいためにフルドロー時に押し手のヒジが

逆に反ってしまう現象です。実はダレルは女性ほ

どに極端ではないのですが、この傾向があります”

ダレルがドローイングするのを見ていると、その

途中で視線を落とすのがわかります。最初僕もク

リッカーを見ているのかと思ったのですが、彼に

よれば、押し手のヒジにはとくに注意を払ってい

るとのことで､した。ドローイングからフルドロー

にかけ、押し手に負荷力堆卜かってくるなかで彼は

その位置の確認と固定を行っています。

一般に圃宛への対処として、考えられる方法は

2つあります。ひとつは押し手を返すこと、それ

も極端な獄宛であればヒジが上を向くくらいに返

すしかありません。しかし、この方法だと矢印と

違った方向に回転の力を大きくかけなければなら

ないため、アーチャーはまっすぐターケット方向

に押すことだけに集中することができず、釧乍に

1978年、全米選手権(90m)。顔面はまつすぐにターゲットフェイスと向き合う。そしてア

ーチャーの意識としては、必ずアンカーポイントを「身体の中心線」に向かって引き込ん

でいかなければならない。そして、リリースで切られた1本の糸はまつすぐに「平面のな

か」に解き放たれていく。 4言
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も不自然さが生じてしまいます。それにこの方法

ではヒジを上に向けたままでフォロースルーを残

すのは非常に難しい作業になります。そこで次に

考えられるのはこれとはまったく逆に、まったく

押し手を返さない位置で固定を図る方法です。こ

れだと見た目にはあま})格好が良くはありません

が、矢印をまつすぐに押すことと、何よりも押し

切った延長で自然にフォロースルーを残せるとい

う大きなメリットがあります。どちらにしても、

これらの方法は先に述べたアンカーポイントから

ストリングハイ卜位置までの想像の一直線に押し

手を触れさせないための方法であると同時に、固

定のための方法であることは間違いありません。

では、ダレルはどちらの方法をとっているかで

すが、たしかに彼は関節は柔らかいものの、極端

な御苑ではないので結果的には普通のアーチャー

がする方法と同じ手段でこれに対処しています。

つまり2つの方法の中間的なやり方で、押し手を

「無理なく自然に」返せる位置を選んでいます。

それは①押し手の謝旨を背中側にして、腰に手

を当てて、次に②そのまま手のひらを返して謝旨

を前側に回します。そして、③そのまま押し手を

1980年、全米選手権優勝のジユデイ･アダムス(60m)。典型的

な｢猿腕｣だが､彼女の場合はそれをまったく返さないやり方で

押し手の固定を図っている。それによってフルドロー､フォロ

ースルーともに自然なフォームの維持がなされている。

1、

ｈ
１
１
１

／《
差

5瞳
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まっすぐフルドローの位置に伸ばします。これが

回転のための努力を必要とせず、腕を最もスト'ノ

ングの通過位置に近づけまつすぐに矢印の方向へ

押せる押し手です。そしてこのように関節を捻転

させることは、ちょうどウエイトリフティングで

必ず選手がバーベルを持つとき腕を返す(入れる）

ことでもわかるように、生理学的にも固定のため

の最も良い条件が与えられるのです。

ここで、アンカーポイントの身体での位置につ

いても話しておく必要かあ9ます。矢印に力の方

向を近づけるには押し手を近づけるのに加えて、

アンカーポイント自体がフルドローで作り,'hされ

た平面のなか、それも「身体の*心線」に近くな

ければなりません。そのためには、フルドローで

の顔向きにも注意を払う必要があります。もう一

度42ページのポスターの写真を兄てください。こ

こでも、ふたりの写真は客観的事実を提供してく

れています。まずダレルもマッキニーも、左目が

はっきり見えないことに注目してください。左II

がはっきり確認できるようでは、アンカーポイン

トが身体から離れ過ぎていて、平面的ではないこ

ことになります。さらに、ふたりとも左右の【lの

高さが同じです。これは、頭が傾かず、それでい

て顔面はまっすぐターケットフェイスと向き合っ

ているということを表しています。もし左目の方

力抵ければアンカーポイントが身体から離れるこ

とになり、逆に右目力抵すぎると覗き込んだよう

な状態になり首筋の緊張が得られません。しかも

いずれの場合でも、エイミング途にI'でストリング

とサイトピンの位置関係（ストリングサイト）が

変化し易く、アンカーポイントを身体の中心線に

'JIきつけ'ノリース後までヘッドアップ牡ず糸陶寺す

るの力難しくなります。

また、頭を傾けることは、知覚機能にも悪影響

を及ぼします。人間の身体の平衡感覚は、左右そ

れぞれの耳の奥にある前庭と三半規管と呼ばれる

器官が知覚器となり、つかさどっています。これ

らの器官が空間における身体の状態を大脳に伝え、

対応のための指示が出されるわけです。平衡器官

は頭が前後左右に傾かない状態にあるとき、異常

を識別する能力か最大となります。このことは仮

にフォームに異常か生じれば、ただちに正常に戻

すための指示が迅速かつ的確に発せられることを

意味します。最後の積み木がうまくまつすぐに乗

せられることで最大の安定が保証されるのです。

グリップとアンカーの共通点

ffし手の|劃定を考えるとき、グリップについて

もヒジ同様のことがいえます。弓の力をまつすぐ

に受け、支えてやればいいのです。この部分でク

リッカーを鴫らす動作は不要です。そして、ここ

でもダレルはひとつのスタイルを定着させました。

グリップを正確に押すということで考えれば、理

想は1点（場所としてはピボットポイントになる

でしょう）で支えることです。現に、ウィリアム

スは完全なハイリストで､、その点を支えグ'ノッブ

を固定しました。たしかに彼の方法は、点を点で、

受けるという意味では理想的です。しかし、普通

のアーチャーでは長時間のシューティングでの手

51
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首への負担が大きすぎるため、安定とリラックス

において問題が生じます。そこで、ダレルは弓の

グリップに対して手を合わせてしまう、それも

「ロウリスト」で行うことでより以上の固定と安

定を手に入れたのです。

その理由を説明する前に、ロウやハイ、あるい

はミディアムといったグリップの位置（形状）に

ついて少しつけ加える必要があります。ウィリア

ムスのように、手首を曲げることなくまっすぐ伸

ばしたスタイルはハイリストと定義されます。問

題はどこからがミディアムで､どこからがロウかと

いうことです。実際ダレルカ現れたとき、そのグ

リップはそれまでの多くのアーチャーのスタイル

と比べてロウリストだったのですが、それが定着

した現在ではミディアムと呼んでも一向に差し支

えなくなりました。このように時代によってその

呼び方力建ってくる理由のひとつに、弓がテイク

ダウンになってから、そのハンドルに取り付けら

れているグリップ部そのものの名称がリストのス

タイルを表すようになってきたことが挙げられま

1978年、全米選手権(90m)通

ドローイングーダレルはその途中で視線を落とし､矢(矢

印）を基準に押し手の位置とヒジの固定の確認を行ってい

る。

す。また、弓のメーカーがミディアムと呼んでも

現実にはグリップの形状（手首の角度部分）が徐

々にハイとは逆の方に近づいてきたことにも起因

しています。

では、なぜロウリストの傾向に動いてきたので

しょう。まず第一の理由として挙げられるのが、

手首を寝かせた（傾けた）方がピボットポイント

と手首の関節（グリップに最も近い可動部）の距

離が短くなること。第二は、手首の関節という可

動部を固定することで、押し手全体が安定すると

いうメリットが得られることです。それはちょう

ど押し手のヒジを無理なく自然に返すのに似てい

ます。このことはまた、ロウ（あるいはミディア

ム）のグリップ形状に対してウィリアムスのよう

にハイリス|､の手首で受けることの不安定さをも

#爾簡しています。

ダレルのグリップからだれもが受ける印象は、

ヴェインが人差し脂に触って出ていくくらいに手

全体がグリップにかぶさっていることです。手の

ひらを弓のグリップに対して自然に合わせること

アンカリングー引いてきたストリング（フック）をア

ゴに押しつけるのではなく、あくまでまつすぐに張られた

1本の糸の上にアゴを乗せてやる。そのなかで自分のフル

ドローを作り出す。
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で、手首の不要な力を排し、弓（グリッフッの安

定を図っているのが彼の狙いです。グリップとピ

ボットポイントの関係は、ちょうどアンカーとア

ンカーポイントの関係のようなものです。アンカ

ーポイントのために安定したアンカーがあるよう

に、ピボットポイントのために安定したグリップ

があります。いくらグリップの形が良くても、

ピボットポイントからズレて押しているようで

は、当然のことながら安定した的!|』は得られませ

ん。

では、グリップ全体のなかでどのようにピボッ

トポイントを意識するのでしょう。ダレルは1978

年からその弓がモデルチェンジする1983年までの

間、数試合を除いては、自分の手に合わせて加工

したグリップを愛用していました。そして、この

ときのオリジナル形状は、次のニューモテルに反

映されるのですが、ちょうど同じころメーカーは

違ってもマッキニーも自分で加工したグリップを

使用していました。彼らふた')が自ら作ったグリ

ップ形状はリストの角度はロウであっても、ピボ

1981年､全米選手権mm)｡手のひらを八ンドルの

グリップに自然に合わせ、弓の力をまつすぐに受

けている。しかし、リリース時のリストの極端な

変化だけは感心できない。もし、他のアーチヤー

がここまで手首の角度を変化させると、弓は毎回

違った動きをするであろう。（マッキニーのB連

勝を許し、ダレルはS年連続巳位に甘んじた）

リリースー矢を追いかけたり、ターゲットを覗き込んだ

りせず、決して頭を動かしたり、傾けたりはしない。そし

てすべての動作は、フルドローで造り出された「壁」（平

面）のなかで処理される。 52



QHAPTER5FULLDRAW

じます。これが彼らのピボットポイントの捕らえ

方（感じ方）の違いです。

ヅトポイント部分はそれぞれ異なっていました。

マッキニーの細く尖ったようなピボットポイント

部に対して、ダレルは太くそして手のひらの部分

にかけては平らでした。このことは、手の大きさ

の違いはもちろんですが、それとは別にピボット

ポイントの感じ方の主観的事実の違いを示してい

ます。

しかし、手のひら全体（面）をグリップに密着

させながら、ピボットポイント（点）だけを押す

ことが実際には不可能なように、ピボットポイン

トはアンカーポイントほどにその1点だけを切り

離して感じることはできません。グリップにおい

て重要な意識は、どんなグリップのスタイルであ

っても、ピボットポイントを押す「感じ」（グリ

､ソプの一番深い所に入っていくような意識をい

つももつことです。手のひらはハンドルに取り付

けたグリップ部に合わせながら、意識だけは一番

深い点を押すわけです。そのとき、ダレルは太く

平らなことからくる安定と固定に正確さを感じ、

マッキニーは細さに対する精密さから集中力を感

だからといって、ダレルの

すべてが好きなわけではない

たしかに僕の知るアーチャーのなかで、ダレル

のシューティングは際立っています。だからとい

ってまったく欠点がないわけではないのですが、

結果としての偉大な得点に邪魔されて欠点が見え

なくなっていることは事実です。しかし、欠点は

欠点であり、普通のアーチャーがそれまで､も安易

にコピーすることは致命傷にもな<)かねません。

たとえばだれにもわかる部分で、決して他のア

ーチャーには真似てもらいたくないことがありま

す。それはフルドロー時、リ|き手のヒジが目に見

えて下がってくることです。ひどいときにはヒジ

の先端が矢の延長線より低くなります。このこと

についてダレルは知っていながらも実はあま')気

にしていません。その理由は、彼がフルドロー時

に意識を集'I'しているのが引き手ではなく、押し

言に4夢
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1981年、全米選手権(50m)。ダレルのシューティングフォームのなかで最大唯一とも言える欠点。エイミング時間が長くな

ると、引き手のヒジが目に見えて下がってくる。この写真で･も、アンカリングのときは矢の延長線がヒジの下を通過してい

るのが、リリース前には一直線のところまで下がっている。しかし、これは優勝しているオリンピックや世界選手権時にも
見られることがある。54
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手（ゴールドにまっすぐ押し込んでいくこと）だ

からです。ダレルにとってウ|き手に要求されるも

のはリラックスであり、ヒジの下降を止める努力

はリリース時の引き手のスムーズな動きを阻害す

るものと考えているのです。ただし、このことに

関して弁護するなら、そんな状態でもダレルの意

思とは無関係に彼の潜在意識は決してヒジを前へ

緩めることなく、力の方向を必ず面のなかに置い

ています。ですから、普通のアーチャーがダレル

のような潜在意識もなく、単に押し手だけに注意

を払いシュートすることはあまり勧められません。

そして、ダレル自身もいくら矢をゴールドに運べ

るからといっても、速〈（エイミンク時間が短い）

シュートできているときには見られないこの動き

を直すべきでしょう。ただし断っておきますが、

ダレルの場合は引き手を下げないようにするとい

う意識より、エイミングが長くならないようにす

る努力です。

理想のフルドローにおける引き手のヒジの高さ

は、矢の延長線がヒジの下ぐらいを通過する位笹

です。それn上に高くすれば、薬指のフック力我

〈な9過ぎ、フックに変化か起こったり、手首の

リラツクスカ損なわれてしまいます。また、逆に

矢の延長線を下回るとロープカ緩んでしまい、手

首のリラックスを確保できません。そして、ここ

で作り出されたヒジの位置はクリッカーの落ちる

l瞬間まで少なくとも外見上はほぼ固定（内面では

ターケットと逆方向に引き続けられています）さ

れるべきで、目に見えるような大きな動きは不要

です。

では、なぜ矢の延長線がヒジの先端ではなく、

少し高く構えるのでしょう。それは経験と多くの

アーチャーを見てきた限0、延長線上もしくはそ

れ以上に低い引き手は、とくに近Sli雛においてグ

ルーピングにバラツキを生みます。たとえば90m

のように矢に発射角度がつく場合（押し手が水平

よ'）上を向くとき）は、少しくらい引きの方向が

下がっているアーチャーでも意識としてはターケ

ットと逆方向に一応は引こうとしてますし、また、

矢を遠くへ飛ばさなければならない意識から引き

手の緊張が持続され近距離ほどには問題になりま

せん。しかし、30mのようにほほ水平に矢が発射

される場合、しかもアーチャーの意識がターケッ

ト上に行ってしまっている場合には、リリースの

瞬間フックの指先の動きにバラツキが出て的中に

悪影響を及ぼします。引き手を一直線ではなく少

し高く職えることが、引き手の緊張の糸1妹¥とリリ

ースの方向の安定を助けるわけです。
＝、

尾翼一一夢ご＝＝
＝司

吟『ヨョコ‘馬手､’癖‘凸一

錐
F‐‐再営杢轄一“,＝fI猿圃Jrl

5唇
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筋を通した位置（ターケットと逆方向）から見て

弓の下側のリムがはっきりと見えるのです。普通

背筋を伸ばして立ち、矢筋を通したときには、結

果的に下リムは身体に隠れてしまうものです。し

かしダレルの場合、フルドロー時にストリングを

胸に触らせていないことと、働宛ぎみの押し手を

ストリングの通過位置に近づける動作のなかで、

少し猫背ぎみのフルドローをするためこのような

ことｶｷ起こります。もちろん、ここでもダレルは

そんなこととは無関係に、アンカーポイン|､も左

右への緊張もすべてを平面のなかに置いています。

ただし、何度も言うように、それはダレルだか

ら許されるのでbあって、普通のアーチャーにはフ

ルドロー時、マッキニーのようにストリングを軽

く胸に付けることを勧めます。それはアンカーポ

Iイントを身体のt心線ヘリ|き込む意識づけ（主観

的事実）になるとm時に、鼻や唇に加えてアンカ

ーポイントとフルドローをよ0安定したものにす

るチェックポイントにもなるからで､す。

この引き手がわずかに下がること以外に欠点と

呼べるほどのものをダレルはもち合わせていませ

んが、彼独侍（彼だから許される）ともいえる特

徴はこれ以外にもいくつかあります。ひとつはグ

リップ、それもフルドロー時ではなくリリース時

の形です。ダレルは、リスト（手首）をターケッ

トに向かって極瑞に動かします。これはピボット

ポイントを思いきりターケッI､方向に押している

ためですが、フルドロー時のロウリストに比べそ

の変化はあまりにも大きいものです。これについ

ても彼自身は「自然な動き」と話し、そこに意識

は存在しないといっています。たしかにいまとな

っては無意識の動作でしょうが、客観的に見て彼

が感じるほどに自然な動きでは決してありません。

もしこれと同じようなことを他のアーチャーが意

識的に行えば手首のリラックスは損なわれ、弓は

毎回違った動きをしてしまうでしょう。

そしてもうひとつ。これこそ意識的にできるも

のではありませんが、僕の知るトップ°アーチャー

のなかで唯一ダレルだけがフルドローのとき、矢

韓詮塾幽駁鷺

1979年、全米選手権(50m)。普通、アン

カーポイントを身体の中心線に引き込み

矢筋を通した場合、マッキニーのように

弓の下リムは身体に隠れるものだが、ダ

レルは少し前傾気味に構え、ストリング

を胸に触れさせないため、下リムをはっ

きりと見ることができる。
嬉溌熱Ｆ

「
）

』唖是
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イトピンをゴールドにつけて動かすな」程度のこ

とでした。しかも、残念なことに、エイミングは

バックテンション同様、マニュアルにはほとんど

載っていません。ただ何となく的を狙い、何の問

題意識もないままサイトピンをゴールドにつけて

いたアーチャーがほとんどです。

しかし、無理もないことかもしれません。一般

的には、並行して行われるｸﾘｯｶｰを鳴らす動

フルドローという動作のなかには、その外観と

は別に実は2つの作業が隠されています。それは

「狙うこと」（エイミング）とrクリッカーをI鳴

らすための動作」です。そして、この2つは積み

上げられた積み木の上で同時進行で行われるべき

ものです。

ところが、これまでエイミングに関しては、明

確な指導法はなく、せいぜい「しっかり狙.え｣｢サ

、
、亀..*

エイミングにテクニックはない。（1979年ラスベガスシュート。巳年ぶり5度目の優勝； 貝｡了
u牙
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塊笑も、的紙を収I)外す（エイミングをしない）

ことで、ほとんどの場合解i肖されてしまいます。

たとえば、サイトピンをゴールドにつけたままリ

リースできなくなる「フリージング」と呼ばれる

トラブルがあります。これはアーチャーが必要以

上にターケットを意識することが原因で、リリー

スすべきときに自分の指すら開けなくなるという

非常に爪い症状です。ところが、これなども的紙

を外し、アーチャーの意識からエイミングを排除

してやれば簡単に治ってしまいます。このように、

シューティング上のトラブルの多くは、エイミン

グという作業に端を発したメンタルな部分から起

こっているのです。

エイミングそのものは単純な勤作で、高度なテ

クニックは必要としません。にもかかわらず､｢当

てなければならない」「外してはいけない」「勝

ちたい」といった状況のなかで、アーチャーはな

ぜか必:要以上にi'tl経質になってしまいます。そん

なエイミングについて、少しｷ1'1経質に考えてみま

’し入
し〆生ノo

作のﾉjがエイミングよi;咽要と考えられています

し、また、アーチャー自身の意識もクリッカーを

鳴らし、リリースをすることに集'I'しています。

そして、これは大変屯要なことですが、実はエイ

ミングにはテクニックと呼べるほどのものがな昨

のです。もちろん、震えの帆を小さくしたり、リ

リースの瞬miにピンをできるだけゴールドの近く

にもっていくといった努力は必要です。しかし、

エイミングの基本としての「サイトビンをゴール

ドにil'rく」こと自体はHら靴しい作業ではなく、

スタンスと|両lじほどに初心者にも簡単にできてし

まうことなのです。

こういってしまうと、「ピンをゴールドにつ障

るのが|Ⅶjい」とか「リリースのとき、ピンがずれ

てしまう」といった反論が出るかもしれません。

しかし、よく拶えてほしいのです。これらのトラ

ブルは本来エイミングに含まれる1111題ではなく、

セルフコントロールやメンタルトレーニングの伽

城で解決が図られるべきものなのです。多くのア

ーチャーが悩まされる「うまく射てない」という

窺奪ｮ
韮』

逼 蕊箪 源
一
】

一

参琴
－0

垂

謎．h,．↓理 J殿 ＝§

霊屋

篭轟 鐘蕊

1980年、ラスベガス･シュート。ダレルはインドア嬢

アウトドアを問わず「ピンサイト」を使用する。

5墓
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ということなのです。

もちろん、実際mi池として30m先、場合によっ

ては90m先にあるターケットと高々1m先にある

ピンの2か所に、｜前1時に目の焦点を合わせること

は不可能です。人間の正常な目は安'潮I寺において

は遠くのものを知覚できる状態つまt)無限大に焦

点が合っていて、近くのものを兄るときには毛様

体小幣と呼ばれる筋肉の働きによって水品,体（レ

ンズ）の曲率半径Kみ）を変えて、それに対応

できるようになっています。焦点が無|股大のとき

は、毛様体小帯は完全に弛緩状態にあり、兇る対

象が近いものであればあるほど緊張し、水Ha体を

柵,H2状態から球状へと膨張させるのです。本を読

んだn.f.紙を書いたnするとMカ斗皮れるのは、そ

のためです。このことからも、エイミング時にア

ーチャーがターケットに雌点を合わせるべきだと

いうHillも、おわかりいただけるで､しよう。多少

ピンの鮮|ﾘ1度を撰牲にしたとしても、これが一般

的かつ論理的なﾉﾉ法なのです。

ただ､し、そんな状ﾙtのなかでもアーチャーはエ

あなたは本当に

エイミングをしていますか？

エイミングに必要な道具としてサイトビン（照

準点)があります。これは大別して｢ヒンサイト」

と「リングサイト」に分けられますが、まずはダ

レルも使い、一般的でもあるヒンサイトから考え

てみます。

ビンサイトを仙川している人に聞きますが、エ

イミングのとき、あなたのピンはゴールドに対し

てどのくらいの大きさに兄えているか答えられま

すか。実は、多くのアーチャーにそれをi助|いても、

きちんと答えられる人はほとんどいません。もし

エイミングに関して少しでも5．えたことがあるな

ら、あるいは本当にエイミングをしているなら、

各Sli雌におけるゴールドに対してのピンの大きさ

が弧に浮かんできてもいいはずです。にもかかわ

らず、きちんと答えられないということはitlH

－l射、fB順射とエイミングし、シュートしていて

も、笑|嫌にはピンを「兇て」いないで射っている

一
ポ
ョ

－13－0－‘138‐

C-:-'DPACFf'''臼一

T
，ノー

－■

錘勲潟！｛

語り蔀ツ 瞳-津！
、訓一一弘一J．‘竺

r

－黒河

さ》

口
和

最終日、ファイナルラウンド。タレルは

最終回巳射目に巳点を射つ大きなミスを

犯した。しかし、B射目10点として、ト

ータル1点差でマッキニーを振り切り、

己年連続巳度目のラスベガス優勝を果た

した。
59

1980年、ラスベガスシュート。タレルにおいても、

決してサイトピンが完壁に停止（固定）している

わけではない。ただ、ピンがゴールドのなかを泳

ぎ回りながらも、そこから外に出ることはなく、

そこへ押し込もうとする流れも止まることはない。
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クステンションバーのj乏さや、ピンやフードの大

きさや色に注意を払うことで、少しでもピンの鮮

明度を高める努力をする必要はあ'Jます。

ダレルは水叫蝿器付きのドロップピンを愛川して

います。フードの内径(imm、ピンの直径1mmで、

フード部分だけを自分で白く塗ったものです。た

だし水準器付きといっても、実|際に水準器を使っ

ているわけで､はありません。彼がアーチェリーを

始めたころ、90mでサイトが低すぎて矢がサイト

ピンのネジ部分に当たってしまうため、仕方なく

この水準器付きドロップビンを使いI'l'lしたのが始

まりで、以来、彼の水準器にはずっとカバーがし

てあります。

ピンの大きさ、フードの大きさとI',-'さ、そして

色、この4つはアーチャーひとりひとりによって

異なるのですが、これらがもたらすコンセントレ

ーションヘの影響も見逃せません。たとえば直接

照準には|淵係のないフードの大きさを変えるだけ

で、シューティングにHら変化がないのに矢が集

まらなくなるということカギ起こります。ダレルも

たとえばサイトビンで'0点が隠れるということは、

半径lOcm円が的面を動いていると考えればよい。

ほんの少し大きなピンを使うだけで、集*力が低

Iくすると言い、いつも同じサイズのサイトピンし

か使いません。ともかく、エイミングという作業

なかには、ピンはターケットほどにはっきり兄え

ていないのは事実であ')、そのことがアーチャー

の頚のなかでピンの大きさやその存在をぼやけた

ものとしていることは間違いあ*)ません。

もうひとつ思いiTiしてみてください。あなたも

たまにはミスをすることがあるでしょう。50mで

()点を射ったり、30mで青へ飛ぶといった大きな

ミスです。そんなとき、あなたのサイトピンは本

当に0点や青にあったでしょうか。多分なかった

と思います。クリッカーが落ちた瞬間、ピンがほ

んの少しゴールドからずれていただけなのに、そ

れがliiiWでタイミングが合わなくな0、バランス

が肋iれ、リリースが1Ⅸられて矢が大きく外れてし

まったにすぎません。たとえ、ピンがずれていた

としても、抑段のシューティングができていれば、

矢はゴールドを外しても赤以内には止まったはず

です。エイミングの基本とは単にピンをゴールド

ゴールドのなか(9点以内）にピンがあるうちは

そのピンの中心は10点のなかであり、完壁なシュ

ートをすれば矢は10点に飛んでいく。
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に置くだけのことなのです。

では、ぼやけているサイトビンをどのようにゴ

ールドに置いてやれば、このような精神的トラブ

ルを防げるでしょう。それを説Iﾘlする前にまず、

サイトピンとターケットの視覚上の大きさについ

て考える必要があります。ダレルの1mmのサイト

ピンを例に考えてみましょう。当然、佃々のアー

チャーによってエクステンションバーやリーチの

擬さが違うので、一概にはいえませんが、50mを

例に取れば、彼のピンは10点より少し大きくゴー

ルド（9点）のなかに見えているはずです。ピン

の周りに黄色のリングが見えるといった感じでし

ょうか。ただし、ダレルといえども、その状態で

完全にピンが停止しているわけではありません。

スタンスと同様に、エイミングの作業に筋肉が

関係している以上、ピンが「完全」に停止(固定吟

することはあり得ません。だからといってピンが

止まらなくてもよいというのではありません。で

は、どの程度の動き（震え）が許されるのでしょ

う。もう一度、5dmで考えてみましょう。多くの

アーチャーは、直径1mmのピンの輪郭を完壁に10

点の上に亜ねて固定しようと考えます。たしかに

それができて、シューティングも完壁であれば、

矢は10点に行きます。しかし、下図からもわかる

ように、実|簾にはピンの輪郭がゴールド内にあれ

ば矢は1(1点に飛んで行くのです。つまり、アーチ

ャーはゴールド内一杯にピンを泳がせることが可

能であり、5()mで8点以内で満足するレベルのア

ーチャーであれば、ピンは赤のなかを端から端ま

で泳ぎ回っていても平気だということなのです。

そしてダレルに限らず、トップアーチャーは本

当に調子の良いとき、この直径わずか1mmのサイ

トピンの、そのまた中心を感じてシュートしてい

ます。仮にピンがゴールドからはみ出たとしても、

ピンの'I｣心位置が外へ出ない限り、不安を感じる

ことはまずありません。ここまでくると、サイト

ピンの震えられる範囲というのは想像以上に広い

ものであり、トップは初心者ほどに神経質でない

ことがおわかりいただけるでしょう。

逆に考えれば、サイトピンはゴールドより外に出

ても矢は10点に行き、g点で満足するレベルのア

ーチャーであれば、そのピンは7点にまで動くこ

とが許されることになる。もし、エイミングにテ

クニックがあるなら、それは「メンタル面」での

テクニックでしかない。

61
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リングサイトは

究極のエイミングになり得るか

では、次に「リングサイト」について考えてみ

ます。f商丘になってこのサイトが兇直されている

わけですが、これが一蝿Ml光を浴びたのは、実は

52年ぶりにアーチェリー競技がオリンピックに復

活した1972年ミュンヘン・オリンピックのときで‘

した。この大会で優勝したジョン・ウィ'ノアムス

は明らかに他選T-と災なる弓具で呪れました。テ

イクダウンボウ、トリプルスタビライザー、エク

ステンションバー、そしてリングサイトです。こ

のとき彼は9()m6射でスコアボードのトップに位

i嵩するや、最後までその座を他の選手に譲ること

なく、いとも簡単にゴールドメダルをT-.,|iに納め

たのです。さすがのダレルも、初taから|､ツブで

世界タイトルをT-に入れたことはあI)ません。

その後世界''1のアーチャーにその仙Illを促し、

影響を'Jえたこのサイトも、紬ﾊｳは数年で忘れ去

られてしまいました。ところが、h挺近になってm

びこのリングサイ｜､が脚光を浴びるようになって

きたのは、1987年のグランドFITAラウンドの

導入と、それにli'j後して登場したカーボンアロー

の進iT,が影響しています。何人かのアーチャーは、

このサイトによってプレッシャーを軽減できると

考え出したからです。

その理Illをｹﾐi;るIillに、まずこのサイトの正しい

仙川〃法を理mしなければなりません。親指と人

兼し指でfe(l'l)を作ってみてください。そして、

その輪を通して1"Iか見たいものを兄てください。

その隙、兄たいと思っていたものは輪のなかのど

こにあ'Jましたか。輪の隅にありましたか。ない

はずです。

人|川の｢|の機能には、まったく葱識しなくても

兄たいものを|リのIj'心にもってくる帥きがあります。

リングサイトのもつ雌大のメリットは、実は人m

のこの潜在能ﾉJなのです。まったく無意識に、そ

れでいて条f'卜によってはビンサイトで狙う以上に

正確に対象物をmらえることができるのです。そ

れもピンをゴールドに止めなければならないとい

1972年、ミュンヘン・オリンピック(90m)。こα

ときウィリアムスは、サイトピンを取り外した秀

けの内径Bmmのリングサイトを90．70mと50．3i

mでエクステンションの長さを変えることだけZ

使っていた。
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つた意識を必要とせずにです。そのため、似にク

リッカーが落ちる瞬|＃lにエイミングボイントがズ

レていたとしても、ヒンサイトのように直披糊'I'

的なトラブルに発展することは少ないのです。つ

まり、リングサイトではエイミング時にそのリン

グの'h心を探す必要はなく、また決して探しては

ならず、アーチャーは単にリングのなかからゴー

ルドを兇ることでコンセントレーションをすれば

よいわけです。

では、リングサイトはエイミングにおいて'先概

の弓典といえるので､しようか。たしかに、｜|の生

nil学的機能からすればそうかもしれませんが、残

念なことに欠‘1.1.(ももち合わせています。

大きな川越点が2つあります。ひとつはアウト

ドアの風の強い場Illlにおいてエイムオフ（ゴール

ド以外を#Ⅱって矢をゴールドに飛ばすﾉﾉ法）がで

きない点。カーボンアローの使川によ9大teに改

:r:され、またインドア競技ではほとんどmi池には

なりませんが、リングの-jj心を探せないため、リ

ングサイトではゴールド以外のポイントをゴール

ドをjⅡうときとin]じ粘度で11いりjることができま

せん。そして、もうひとつ。これも非附に爪要な

:"!池ですが、すべての状#｡、すべての条ft-に雌x-

の対応ができるリングの大きさやlijjさというもの

が存ｲF.しない,I'rです。たとえばアウトドア競技に

おいては1つの災なった即離をシュートするわけ

ですが、このときIli1じリングの大きさ、miじエク

ステンションの1ﾐさで．あれば､そのﾘﾝグ内にIIi

めるゴールドの大きさがそれぞれMi雛によって変

わってしまいます。また天|暁（とくにlﾘlるさ）に

よっても、その対象物やリングII体の兇えﾉjが大

きく変化します。このように刻々変化する状況ﾄﾞ

では、Ili]-のエイミング粘度の制婚か不"1能です。

ここまで兄てきたように、ピン、リング共に災

所細り『があり、何が良いかは個々のアーチャーか

状況に応じて判|折するしかありません。呪に近年

マッキニーやジェイ・バースをはじめとした数人

のチャンピオンが、擬年使Illしてきたヒンサイト

にかわって、リングサイトヘの|､ライを姉めたの

もK'Jiです。しかし、それらのすべてが功を奏し

ているわけではありません。やはり塊在のように

得ﾉ,','がパーフェクトに近づいてくると、いくらプ

レッシャーかn減したといっても、リングサイト

のもつ煙所の解mはやはり人きな1!!!迦となってき

ます。

さらに注|_'すべきは、このような状況のなかに

おいても、ダレルが一貫してビンサイトを仙mし

ているﾉXです。ダレルは感じているのです。181(1

,1ﾉ‘(を超えるi氾鉢を出すとき、その「jaい切る」と

いう感覚がリングサイトでは得られ難いというこ

とを、これまでの経験から知っているのです。

「1Ⅱい切る」というのは、シュートした/i;:;に

意識のなかで完全に1(1ﾉi-の4"心（ゴールドといっ

た大きい純|川ではなく）力斗iliらえられている状態

のことを言います。それは決してあいまいな感覚

ではありません。そして、この研ぎ浦まされた感

'党が1340点を超えるには必要なのです。

少し違う例で説明しましょう。風の強い試合で

エイムオフして矢をゴールドに運ぼうとするとし

ます。このとき、レベルの低いアーチャーや、あ

るいはトップで､あっても調子の悪いときは、たと

えば「右上の青」とか「左の赤」といったポイン

トを自分の頭のなかにI没定してサイトビンをそこ

へ移動します（エイムオフ）。しかし、この設定

の仕方は、無風でゴールドをエイミングするとき

に比べて、非附にあいまいです。もしエイムオフ

6善
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に通常のエイミングと同じ精度を求めようとする

なら、「2時の6点」であったり「9時の7点」

といった所にまで､エイミングポイントが限定さ

れなければならないはずです。そうでなければ、

たとえ矢がターケツトの鵬|'央方向に飛んだ蟻として

も10点を意識的に捕らえることは|亜|難です。

1340点を超えるとき、このような「精度の高い

エイミング」力無風のなかでも行われているので

す。これが「ﾘⅡい切る」という状態であり、そし

て世界チャンピオンか強風下であっても高得点を

糾持し勝利する理1llのひとつでもあるのです。

当てるための条件は実は簡単

ともかくピンであれリングであれ、それらのサ

イトによってエイミングされた所に矢は飛んで行

くのですが、それを踏まえてここでもう一度矢を

ターケットのまん中に飛ばす方法を考えてみまし

ょう。

とはいえ、アーチェリー競技の場合、1本の矢

▲

F塾

肥
hBbd-＊■

0

。‐.‘島

;雀醒、‐う

コｰ

が10点に行けばいいのではなく、勝つためには他

の競技者.より，本でも多くそれを繰り返す必要が

あ,)ます。それには「毎lnl」同じ所（ベストはも

ちろん10点）に矢を連ばなければなりません。こ

のとき多くのアーチャーは経験と言い訳を含めて、

それを難しいものであるかのように考えてしまっ

ています。たしかに毎mそれを実行することは簡

単ではありません。しかし、そのための基本的条

件は単純I'll快です。つまり、①毎mi同じ方向を向

ける、②毎muniじエネルギーを与える。ただこれ

だけのことを28インチそこそこの棒（矢）にやっ

てやればいいだけのことです。それができれば、

たとえ基本射型からはるかに離れたフォームであ

っても、パーフェクトスコアは可能です。

それぞれの条件についてみてみましょう。まず

①の条件ですが、28インチの棒は発射（リリース）

される瞬間とそのiiVjili(フルドロー）にはどんな

状態にあるでしょう。これはダレルであっても初

心者でもまったく|両lじで、2つの点でのみ支えら

れています。lか所はレスト、もうlか所はノッ

水平線

アーチャーは「発射角」ではなく、「照準角」を

手掛かりとして矢を10点に的中させようとしてし

る。（1973年、全米選手権70m

発射線
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キングポイントです。矢はこの2点の上に乗って

います。この状態で「同じ方向を向ける」には当

然、不動の押し手や固定されたアンカーといった

フォーム面での安定は不可欠ですが、その前に①

の「方向」であれば、それはやはり｢エイミング」

によってもたらされます。

本来、矢の方向'性は発射角で決まるものですか

（客御1勺事実）、実際にアーチャーは主観的事実

としてシューティングライン上でサイトピンを手

掛かりとした照準角（エイミング）によって矢の

方向づけを行っています。いくら完壁なシュート

をしても、サイトピンがゴールドになければ矢は

外れてしまいます。さらに言うなら、サイトピン

がゴールドにあると思っていても（主鋤1勺事実)、

実際にそれがゴールドから外れていれば（客観的

事実）、矢は当然のことながら外れてしまうので

す。これはアーチャーが主観的事実に頼らざるを

得ない弱さでもあるのですが、その主観的事実を

客観的事実に近づける作業にも、エイミングにお

けるレベルアップが隠されています。

ここでもうひとつ注意する点があります。それ

は現在、競技においてはダブルサイト（照準点を

2つ以上取り付けること）力禁止されている現実

です。これがルール化された1969年以前、アマチ

ュアアーチャーはコンパウンドアーチャーやプロ

アーチャーのようにピープサイト（ストリングに

取り付ける覗き穴）やアイマーク（ストリングに

取り付ける印）を使用していました。プロフェッ

ショナルでは現在もその使用力認められ、ほとん

どのプロがピープサイトを使用していますが、こ

の事実からも2点照準がいかに精度の高い手段で

あるか力理解できると同時に、我々がいま使用し

ているシングルサイトが照準器としては初歩的な

道具であることも認めなくてはなりません。

ストリングの素材がダクロン、ケブラー、ポリ

エチレンと変化してきても、ダレルがいつも黒色

のストリングしか使わないのも、この事実と関連

しています。現行のルールのなかでは「ストリン

グサイト」（エイミンクW寺に目の前にあるストリ

ングを照準点として使う方法）までがルールに抵

焼！』霊淵厩
里
ｙ

シ
必
レ

1981年、ラスベガスシ

ュート。ダ．レル欠場の

この大会、マッキニー

はいつものテクニック

(？)を駆使して巳度目

の優勝。どんなフォー

ムであっても、矢に対

して巳つの基本条件を

満たせるならパーフェ

クトは可能なのだが…曇

塞一

蔵害灘尭‘8.-J

‘卜｡

L

65
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から狙え」、アメリカは「左から狙え」と書いて

あるから、という単純なものです。したがって、

どちらがベストということはありません。敢えて

言うなら、右から見た場合はエイミンク時の安定

感が多少高まる代わりに、ドローイングの流れが

止まるような感じが少しあるかもしれません。左

から見た場合はこの逆で、流れがスムーズになる

代わりに安定感が多少損なわれる感じがします。

しかし、これらはあくまで感覚的なものであり、

違和感がなくフィーリングの良い方を選べばよい

でしょう。それよIJ、繰り返しになりますが、ス

トリングカ毎回同じ位置にくるようにすることと、

そのためストリングは合わせやすい場所に置くよ

うにすることが大切です。サイトピンの右側に置

く場合はハンドルのウインド部分、左側の場合は

ハンドルの左端に合わせるのがよいで､しよう。ス

トリングがピンやフードと重なったり、あるいは

逆にハンドルから速く離れた位置にくることだけ

は避けなくてはなりませんが、とにかく毎回同じ

位置にさえきていれば、あまり神経質になる必要

はありません。

触することなく使用できるダブルサイトなのです。

白や黄色のストリングではそれが見えにくく、黒

のストリングこそがストリングサイトとして最も

見やすいというわけです。

とはいえ、ストリングサイトがいくら2点照準

であるとはいっても、所詮は現行ルール内でのア

イデアにすぎません。サイトピンよりも近く、目

の前2～3cmにあるストリングを鮮明に見ること

は不可能です。また、ストリングに焦点を合わせ

る必要もありません。必要なのは、はっきりと見

えないなりに無意識のなかで感じながら、必ず一

定の場所に合わせるこ.とです。

では、どの位置にストリングサイトを合わせて

やるかですが、まずストリングを視界のなかで置

く方向が問題です。あなたはスト|ノングの右側

からエイミングしていますか、それとも左側で

すか。日本人の80％か、それ以上のアーチャーは

フルドローのとき、ストリングの右側からゴール

ドを見ています。それに対し、アメリカのアーチ

ャーのほとんどが左側から狙っています。ダレル

もストリングの左側からのエイミングです。理由

は、日米それぞれの指導マニュアルにII本は「右

、
鴎

1980年､ラスベガス・シュート。ダレルはいつも黒

いストリングを使い、その左側からサイトピンを

見ている。そして、平面のなかでシュートしたあ

とは、ゴールドより左に八ンドルを置く。それは

「大きく」射つことへのひとつのチェックポイン

トでもある。

6皇
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サイトビンがゴールドにあるという前提に立っ

て、矢を毎回同じ所へ運ぶための②の条件「同じ

エネルギーを与える」ための方法はどうでしょう。

これこそがここまでに述べてきた一直線に伸びた

不動の押し手や緩まない引き手、そして安定した

アンカー等々となるのですが、これまでの｢固定」

を目的とした「静力学的仕事」に対して、これか

ら話すリリースは矢に与えるエネルギーに対して

唯一「動力学的仕事Jでアプローチするものです。

動力学的仕事とは、筋肉によって身体の特定部

分を動かすことで、筋肉は「緊張」と「弛緩」、

「収縮」と「伸展」という仕事を行います。ここ

で重要なことは、筋肉自体が単独で行える仕事が

「緊張による収縮」という作業に限られる点です。

綱引きに例えるなら、筋肉は引くことしかできま

せん。元の位置に戻るには自分自身が能動的に緩

炉

’0

章'

津¥

陥袈

でー

罰

墨噸明

り
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、
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一

古f

可
宅

'985年、ソウル世界選手権(50m》＝

6了
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むのではなく、相手（の筋肉）が引っ張ってくれ

なければ戻れないので､す。

このことをリリース時の指（フック）の動きで．

考えてみましょう。フルドロー時、指は指屈筋や

虫様筋と呼ばれる手を閉じるための筋肉（手の内

側にある筋群）の働きによってストリングを保持

しています。では、リリースのとき、指はこれら

の筋肉が自ら伸展し手を開くのかというとそうで

はなく、手の外側にある糸紺訂申筋と呼ばれる筋肉

が緊張し収縮することで実行されます。このとき、

手の内側の筋肉は同時に弛緩（力を抜くこと）す

ることで伸展させられるわけです。

リリースによって矢に毎回安定的にエネルギー

を与えるには、その動作がスムーズに無駄なく無

理なく行われることが必要です。もう一度綱引き

を想像してみてください。今度は交互に引いたり

緩めたりしている状態です。ところが、一方にい

くら強い筋力があっても、相手が力を抜かなけれ

ば、スムーズに動くことはできません。また、相

手が急に手を放したら、尻餅をついてしまいます。

筋肉の動きもこれと同じです。このようにひとつ

の動作がスムーズに行われるには、単に片方の筋

肉が強力に働けばよいというもので､はなく、相互

に桔抗した筋群が協力し合いながら一方が克服的

に、そして他方力譲歩的に働いて初めて達成され

るのです。

といっても、すべてのアーチャーにおいては

指屈筋を弛緩させ、総指伸筋を緊張させるなどと

いうことを意識的にやっていたのではスムーズな

リリースは行えません。だからこそ、リリースに

おいて、アーチャーの主観的事実として必要なも

のは「手首の'ノラックス」なのです。矢を支えて

いる2点はレストとノッキングポイントですが、

それは言葉を換えればグリップとフックであり、

その接点に一番近い可動部位が「手首」というこ

とになります。もしそこに不要な力（動き）が生

まれれば、それは直接矢に伝わってしまいます。

これまでに意識を置く場所として押し手は肩、引

き手はヒジ、そしてと背中……と述べてきた理由

は、それらが矢に対し手首より遠くに位置するか

1977年、全米選手権(70m)。タブを落と
してしまうくらいに行われる首に沿った

リリースを、ダレルであっても先天的に

身につけたのではない。

1978年、全米選手権(3Dm)。決して賛成

できるフォームではないが、「手首のり・
ラックス」が確保される限り、矢は大き

くゴールドを外すことはない。
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っても、意識は力を生んでしまいます。意識を手

首より遠くにもっていくことは、結果的に手首の

リラックスを確保することになり、矢を自然な状

態に置いてやる手段にもなるからです。

マッキニーが人間的なチャンピオンである理由

のひとつに、彼力編み出したテクニック（？）が

あります。押し手を振り、引き手のヒジが緩み、

決して賛成できるとは言えないシューティングフ

ォームで矢をゴールドに運ぶというもので、結果

は別にしてそのフォームだけは一般のアーチャー

にも簡単に真似できるため、多くのアーチャーが

その影響を受けました。ダレルもまた、その悪影

響を受けたひとりです。引き手のヒジを後ろに飛

ばさず（フックがストリングについていくことは

ありませんが）、脇を閉め、押し手を振り、そし

てフォロースルーのない（実際にはあっても美し

くない）シューティングを披露するときが、稀に

ですが見られます。しかし、それでも彼らが初心

者のように矢を大きく外さないのは、そこに手首

のリラックスが存在するからにほかなりません。

リリースとはわかり易くいうなら、1本の張ら

れた糸がまん中から切れることです。重要なの{ま

その切り方ではなく、最初の糸の張f)方そのもの

なのです。

あります。これはタブの指通しのループか大きい

からではありません。また、指通しのルーフ°を大

きくしたからといってできるものでもありません。

彼自身の無意識のなかで偶然の結果として起こっ

ていることなのです。

その理由は、彼のリリースがそれほどまでに速

く、引き手力噴から離れることなく行われている

という事実の証左で､あるとも言えるでしょう。ダ

レルのリリースの通り道はアゴの下に収まったフ

ックから、人差し指が矢の延長線をなぞって耳の

下まで1本のまっすぐな線を引くものです。グリ

ップ°と引き手のヒジの間にまつすぐに張られた糸

が、平面のなかでまつすぐに解き放された結果で

す。しかし、この釧乍はいまでこそダレルのなか

で無意識に行われていますが、それを獲得するま

でには長年の「意識と努力がありました。彼は

初心者のころ、フルドローを作り出した後、目を

閉じてシュートする練習を繰り返しているのです。

目的は「自分の頭のなかで自分のリリースを見る」

ことと、リリースという動作を「意識から獲得し、

無意識に変える」ためでした。

押し手のグリップもヒジも肩も、ほんの少し視

線を下げれば頭を動かすことなく見ることができ

ます。しかし、引き手はヒジも手首も、またリリ

ースも、アンカリングしてからフォロースルーに

至るまで､見ることはで､きません。だからこそ、リ

リースのI瞬間からフォロースルーまで､の引き手の

動きを頭のなかで見る（感じる）必要があるので

す。それも、ゴールドを見たまま頭を動かすこと

なく、です。ダレルが目を閉じてシュートする練

矢の延長線を人差し指で

なぞって耳の下へ

ダレルは賛成できないシューティングよりも稀

に、リリースのときタブを落としてしまうことが

6嘗
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習を繰り返したのも、その重要'性と必要'性を痛感

していたからにほかなりません。

一度ターケットの前で目を閉じてシュートして

みてください。人差し指（あるいは中指）の通り

道とスピードをはっきり感じることができるはず

です。これをダレルは1射l射、確実に目を開い

て行っています。1射1射、頭のなかで自分のリ

リースを見ているので､す。ところが多くのアー

チャーはそれができません。理由は明白です。普

段のシューティングにおいて、クリッカーの音と

同時にその意識を矢と一緒にターケットヘ飛ばし

てしまうからなのです。

よく「リリースがとられてしまうのですが、ど

うしたらいいでしょう？」という質問を受けるこ

とがあります。しかし、考えてみてください。あ

なたか初めて矢を放したとき、最初からスライテ

イングリリースができたでしょうか。昔のことで

思い出せなければ、初心者に初めてリリースをさ

せたときを考えてみてください。その初心者は十

分に素引きをマスターし、先輩たちのフォームを

鐘
過・

竃互.

見てリリースがどんな動作であるかを知っていた

はずです。にもかかわらず手を開くことができず、

できてもほとんどがデッドリリースで､す。この現

実は、スライディングリリースとは人間がもって

生まれた能力ではないことを証明しています。も

し潜在的にもち得る能力なら、美しくはなくとも

手は後ろに飛ぶはずです。

シューティングラインをまたいでスタンスをと

るとき、それがストレートであれオープンであれ、

いちいちつま先を結んだ線をどう向けるとか、そ

の角度をどうするとか考えますか｡あるいは矢をノ

ッキングするとき、初心者のように羽根を見てど

うつがえるかを考えるでしょうか。そんなことは

いまさら意識しなくても、自然に同じようにでき

ているはずです。これは「意識力無意識に変わっ

た」最もわかり易い例でしょう。

アーチェリーの動作は、すべての部分において

最初は意識するところから始まります。しかし、

それはずっと意識し続けるためのものではなく、

その先にある無意識への第一ステップにほかなり

、

1977年、キャンベラ世界選手権(90m)。セットアップからフォロースルーまで‐

描く。そしてダレルの場合は、フルドローからリリースにかけて、矢の延長線フ
なぞる（この大会、マッキニーは初めて「世界チャンピオン」となり、ダレル

ロースルーまで、人差し指は1本の線を

て、矢の延長線を首に沿って人差し指が

となり、ダレルは4位に終わる)。

‘、
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す訓乍とリリースだけは、最初から何の意識も努

力もなく獲得できるものと錯覚を起こしています。

しかし、いま無意識で行っているそれらの動作も、

最初からあったものではなく、初めはクリッカー

を鳴らそうとして鳴らし、「リリースをとられな

いように」と意識していたはずです。それが練習

を繰り返すうちに、自然に無意識にできるように

なったにすぎません。

本来、無意識で行っているはずのリリースがと

られていることに気づいたならば、「リリースが

とられないようにしよう」と意識すればいいだけ

のことです。人差し指が矢の延長線をなぞってい

ないときはノドを引っかくようなリリースを心が

ければいいだけのことで､す。リリースは弾かれだ

すと、限りなく弾かれます。そんなとき、もし外

側でなく、内側に弾かれたらどうでしょう。アゴ

の下に収まっているフックは、内側にどんなに弾

かれても、そこに首があって止まってしまいます。

意識として、ノドを引っかくように切るのです。

そうすれば手は必ず首に当たり、それに沿って、

毎回同じ所を通ります。

引き手はヒジで引きながら、’ノリースは手を首

に沿わせる。これを意識して練習すれば、やが

て無意識に首に沿ったり'ノースができるようにな

るはずです。’ノリースとは、指で矢の延長線に1

本の線を引く動作なのです。

アーチェリーは緩まず

大きく思い切って

ダレルのシューティングをBasic"T"Bodyか

らかけ離れたもののように見せている部分のひと

つに、リ'ノースからフォロースルーにかけて、ヒ

ジが落ちる（下がる）ことが挙げられます。それ

はウィリアムやワードをはじめとするチャンピオ

オンには見られなかったことです。彼らはリリー

スの後、フォロースルーでも“T”の形を保って

いました。

では、なぜダレルのヒジが下がってしまうかで・

すが、もう一度スタンスの基本を思い出してみて

『

1977年、キャンベラ世界選手権(90m)。リリースはノドをひっかく
ように。決してアゴの下に収まった手を首から離さない。

71
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ください。腰から上を45度以~上のオープンにとっ

て、ゆつく1}とシャドーシューティングをすると

わかります。ダレルは意識勺にヒジを下げている

のではなく、自然に下がってしまうのです。極端

なオープンスタンスにしたとき、人差し指を矢の

延長線に沿わせながらヒジをターケットと逆方向

に引いていくと、そのヒジの先端はある位置から

自然に落ちざるを得ないのです。極端なオープン

で峰T錆を保ったままでヒジを下げず、緩ませず、

人差し指を耳の下にもってくることは生理学的(骨

格上）に不可能なのです。

実はこのことは、結果的にダレルのリリースを

合理的なものにしました。リリースを切ったとき

ヒジが自然に落ちることでヒジの後方(背中方向）

への回転が途中から下方向に変わり、そのため身

体の動きが平面内に限定されるのです。事実、ダ

レルの上半身は、完全に平面のなかでフルドロー

からフォロースルーへと移行しています。

どんなスタンスであっても、アーチャーはり'ノ

ースした指先をフック位置からフォロースルーに

かけて、必ず身体のどこかに触れておく必要があ

ります。というより、アゴの下に収まった手が矢

の延長線をなぞれば、首から離れることはありま

せん。このことは極端なオープン以外のスタンス

では、特に重要なチェックポイントです。ストレ

ートスタンスで意識して思い切りリリースを切っ

てみてください。それが極端であればあるほどヒ

ジの先は後ろ（背中側）に回転し、その反動で指

先は首筋から離れへヒジも手もフルドローで作り

出された平面からはみ出てしまいます。さらに悪

い場合は、押し手が引き手の回転に伴って内側に

入り、身体の軸がプレてしまうこともあります。

このようなトラブルを避けるために、フォロース

ルーでの指先は「耳の下」にもってくるのです。

その位置は、アンカーポイントからのリリースの

距離としては十分であると同時に、矢の延長線上

にある引き手の回転を平面内に止める最後の場所

なのです。

そして、もうひとつダレルの特徴的な部分がこ

こにあります。ダレルはリリースと同時に"T"

1977年、キャンベラ世界選手権(90m)。「伸びて」「大きく」「思い切って｣、そして、決して矢を支える巳点の距離を縮めることなくシュートする奮

7.2
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ケットとは逆方向に傾けてしまうのです。このこ

とだけを見ると、決して基本に忠実とはいえませ

ん。基本は身体の中心線（ここでは背骨と考えれ

ばよいでしょう）を動かすことなく、そこから平

面のなかに向かって左右にまっすぐ押し開かれる

べきです。

それでは、なぜダレルは中心線を後方へ倒して

いるのでしょう。これも非常に重要なことですが、

彼はリリースの瞬間、アンカーポイントをターケ

ット方向へ移動させることが絶対にないのです。

ヘッドアップしないといえばそれまでですが、ダ

レルはそれに力11えてフルドローで確保したアンカ

ーポイントとピボットポイントの間の距離を、平

面のなかで､「拡げて」フォロースルーにもってい

くのです。その2点間を縦iめることは絶対にあり

ません。それどころか、押し手はi11からまっすぐ

ターケットに押し込んでいます。もし初心者がダ

レルのように身体の軸（中心線）をこれだけ動か

してしまえば、矢を支える2点間の距離を縮める

だけでなく、平面内に身体を残すことさえできな

いでしょう。

アーチェリーは紛れもなくスポーツです。「緩

んで射つより伸びて射つ」「小さく射つより大き

く射つ」「びびって射つより思い切って射つ」、

これがアーチェリーの大原則です。ダレルのシュ

ーティングに「迫力」を感じるのは、チェックポ

イントとチェックポイントの間にある空間におい

て、これらの原則を忠実に守っているからなの

です。そして、このことはオリンピックや世界

選手権といった特別な状況下で勝利するには不可

欠の要素です。

空間を埋めるには必ず音が必要

これまで話してきたことは、すべてビジュアル

な目で見える現象です。「この積み木はこの場所

に、このように置いて」といったチェックポイン

トの確認です。しかし、実際のシューティングに

おいては、ドローイングでも述べたように、これ

別
劇

鐸
鰯
栂
謹
画

ご
一
一
語‐

矛
群
２
０
而

噸
《
Ｉ
,詞
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、

Z．‐.rや｡
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(50m)
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らのチェックポイントとチェックポイントの間に

空間が存在しています。そして、ここに重要な要

素が隠されています。

たとえば、リリースのスピードを速く、鋭くし

たいと思ったとき、どうすればいいでしょう。当

然、ヒジを後ろに抜くスピードを意識的に速く、

力強いものにしようとするでしょうし、その努力

は必要です。このような意識がひいては無意識を

生み出すわけですから、怠るわけにはいきません。

ただし注意しなければならないのは、多くのアー

チャーが自分の努力の結果を目先の点数で判断し

てしまうことです。いまリリースを直すことが将

来的に好結果をもたらすとはわかっていながらも、

現時点で矢がゴールドを外すことを嫌がるのです。

意識的にフォームを変えたなら、矢が飛んでい

く場所が変わるのは当たり前です。たとえそれが

ゴールド以外であっても、まずその場所に矢を集

めて、次にサイトを動かせば矢はそれまでより小

さいグルーピングでゴールドに集まるはずです。

新しく何かをするとき、それまでと感覚やサイト

位置が異なるのは当然であり、決して目先の結果

だけで判断するべきではありません。

では、フォームを変えるとき、具体的にどのよ

うにして自分自身の身体を動かしてやればいいの

でしょう。まずしなければならないのは、ビジュ

アルの部分からで､す。自分のやりたいこと（目指

すシューティングフォーム）を頭のなかに描きま

す。自分を映したビデオを見るように、自分自身

に目指す動作を教えるのです。それ力難しければ、

理想とする人のフォームを思い出すのです。ダレ

ルのように射ちたければ、頭のなかで何度も何度

もダレルにシュートさせるのです。身体を動かす

のは「イメージ」で､す。しっかりしたイメージが

あれば、理想のフォームを身につけるのはそう難

しいことではありません｡メンタルフ。ラクティスや

イメージトレーニングの重要'性はここにあるので

す。

現在では擬すぎるエイミング（あるいはフルド

ロー）が好結果を導き出さないことは、だれもが

知り、経験していることです。それは筋肉疲労と

いった身体的マイナス面だけでなく、精神的マイ

ナス面が大きく作用します。簡単な例ではエイミ

ング中に「外れるんじゃないか!?」といった疑問

や不安が一瞬でも頭を過れば、それだけでミスを

犯してしまいます｡不思議なことに、具体的に｢リ

リースが引っかかる」とか「左下の青に飛ぶ」と

思うと、それが現実になってしまいます。だから

こそ、このようなマイナス要因は決して考えるべ

きではないし、また考える余地を与えないために

インターバルやエイミング時間を短くし、速く射

つことが主流になってきたのです。それは1本の

矢の重要性が増したグランドFITAラウンドの登

場にも関係があります。

ただし、速く射つだけでは不十分です。外れる

と思って外れることの裏返しで、一生懸命「当た

ること」を頭と心のなかで考えなければなりませ

ん。リリースが矢の延長線をなぞってまっすぐ耳

の下までくる。そして、矢はまつすぐに10点に吸

い込まれていく、その画面を頭のなかで､繰り返し

繰り返し見るのです。
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次にしなければならないのが「音」のイメージ

です。あなたはシュートするとき、自分のリリー

スにどんな音を感じていますか。「シュッ／」で

すか「パッ./」ですか、それとも「ビュン／」で

すか。僕自身の理想とする音は「ズンッ.′」です。

そして、僕がダレルのリリースにイメージする音

は「ガシン／」です。では、それがどんな音であ

ったとしても、リリースのたびに頭のなかで「ボ

ワーン」「ボワーン」とﾛ玄いてみるとどうでしょ

う。するとどうなるかは、実際にレンジに行かな

くても想像がつくはずです。リ'ノースは徐々にそ

のスピードを遅くしていき、最後にはクリッカー

と同時に指先を弾いてしまうようになるはずです。

では、その遅くなったリリースを再び速く鋭い

リリースに戻すにはどうするか。それにも、「音」

の力を備りなくてはいけません。「シュッ」「シ

ュッ」と思ってリリースを切っていれば、徐々に

リリースは速くなっていくはずです。

わかりますか。イメージこそが、リラックスを

損なわずに身体を動かすことができる手段である

ということが。そして、イメージは単にビジュア

ルだけでなく、そこに音が重なってより効果的に

働くということが。では、なぜ理l想が｢ズンッ／」

や「ガシン./」なのか。それらの音には「速さ」

と「鋭さ」に加えて、リリースをより安定したも

のにしてくれる「重さ」があるからです。

マッキニーの賛成できない

フォームの原因

マッキニーやダレルが賛成できないフォームで

シュートしても、そこには手首のリラックスがあ

るため矢が大きく外れることはありません。この

こともすでに述べました。それでは、なぜ彼らに

このようなシューティングが生まれるのでしょう”

その答えとして､彼らは「ターケットフェイス(的

面）上にコンセントレーションが止まってしまう

から」と話します。これを裏返せば、彼らは常々

ターケットフェイス上にコンセントレーションし

ていないことになります。たとえコンセントレー

ションをエイミングという作業のなかで語ったと

しても、実際の意識はサイトピンが置かれている

ゴールド（的面）にはないので､す。

彼らのイメージのなかでは、コンセントレーシ

ョンはゴールドを突き抜けてもっと先の空間に存

在しています。たとえばインドア競技や30mとい

った短距離では、アーチャーは当てなければなら

ない、外してはいけないといった意識が強すぎて、

エイミング自体に神経質になりがちです。その結

果、コンセントレーションをサイトピンの置かれ

ている位置に固定してしまいます。流れが止まり、

クリッカーが鳴らなくなって、リリースがとられ、

うまく射てなくなる原因は、実はサイトピンに対

する強すぎるコンセントレーションにある場合が

多いのです。そんなとき、意識のなかでターケッ

トをあと5m遠くに離してやるとどうで､しよう。

これは30mを90mのような気持ちでシュートする

1977年、キャンベラ世界選手権(50m)。コンセントレーションやセ

ットアップから始まる流れをターゲット上に止めてしまうのではな

く、「意識のなかのターゲット」はいつも現実のターゲットより少

し遠くに置き、それを狙い「射ち切る」イメージが必要。 7雪
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ロープの張り、イメージ……そういったものすべ

ての積み重ねによって、完壁iなリリースは作られ

ていきます。だから、リリースをそれらの部分か

ら切り離した単独の動作と考えるべきではありま

せん。

のとl司じで、アーチャーは矢を遠くへ飛ばそうと

流れを止めず大きく思い切ってシュートすること

ができます。

リリースは、ドローイングで引かれ始めた1本

の線（流れ）の途中の動きにしかすぎません。こ

の後にはフォロースルーも残っています。美しい

リリースという「動き」は、スタンスから始まる

すべての行為のひとつの結果なのです。フックの

Lq宅

蕊&曙

フルドローのとき、すでにリリースはまっすぐうしろに

解き放され、押し手はゴールドに伸び｢イメージの矢｣は

10点の中心に向かって吸い込まれていく。

7患
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アーチェリーの→型の動作のなかで鼓も「精ｷIll

集中」を要求されるのは、やはりクリッカーを鳴

らす瞬間です。このことについて、チャンピオン

はどう考えているのでしょうか。

1978年の第6回ジュネーブ世界フィールド選手

権大会、ダレルはターケット同様、2度目の世界

大会出場でハンターラウンド490点､フィールドラ

ウンド494点のハイスコアで優勝｡ウイ'ノアムスに

次いで､史上2人目のトリプルクラウン（オリンピ

ック、世界選手権、世界フィールド選手権）を礎

得しました。そして大会後、インタビューに答え

て「僕はただシュートしただけ。ターケットでも

フィールドでも僕は射つだけで、終ったときには

優勝しているだけさ」と、この試合が自分のため

に開かれたかのような自信に満ちた発言をしてい

ます。このようにチャンピオンはこともなげに、

そして試合の始まる前から自分の勝つことが決ま

っていたかのように話します。ダレルだけではあ

りません。マッキニーをはじめ、すべてのチャン

ピオンが、「アンカリングしたらクリッカーが自

然に鳴って、自然にリリースが後ろに飛び、矢は

1978年、ジュネーブ世界フィールド選手権。

7J
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10点に吸い込まれていって、射てば当たったよ／』

的な発言をします。このことは言葉を換えれば、

「動作の自動化」を意味します。

動作の自動化とはその動作を反復練習した結果

において、大脳皮質内に堅牢な条件反射連絡が形
奮

成されたことであり、心理面からの意識的コント

ロールを必要とせずにその運動の遂行ができるこ

とです。意識が無意識を作り出し、自然に身体が

動く状態と理解すればよいでしょう。このような

状態に置かれたとき、アーチャーは本来クリッカ

ーの部分に置かれるべきコンセントレーションが

不要となり、その意識努力を風をはじめとする外

的状況の変化への対応などに向けることができま

す。だからこそ、チャンピオンは何らテクニック

の存在しないエイミングという部分でコンセント

レーションを語るのです。

ところが、このことはコンセントレーションを

コーチングするとき、「しっかり狙え」「ピンを

よく見ろ」といったサイトピンとゴールドの関係

だけでそのすべてが処理できるといった勘違いを

生んでしまいました。しかし、これはチャンピオ

ンのテクニックであることを忘れてはなりません。

チャンピオンは、完壁iなまでに動作の自動化を成

し得ている人間で､す。シューティングラインをま

たいだ瞬間から3本の矢を射ち終わるまで、何も

考えなくとも無L､で鐸なシュートができる人間

だからこそ、エイミングでのコンセントレーショ

ンが許されているのです。

多くのアーチャーはレベルアップの過程におい

て、いくつもの間違いや錯覚を起こします。コン

セントレーションをエイミングに置かなければな

らない、と思い込んでいることもそのひとつです。

あなたはいま、レベルアップするための改善点

をいくつ考えていますか。「リリースをとられな

い」「速くクリッカーを鳴らす」「ヘッドアップ

しない」「押し手を動かさず、フォロースルーを

とる」「バランス良く射つ」「他人のスコアを気

にしない」･･･…それがひとつであっても、10以上

であってもかまいません。考えていることを、す

べて書き出してください。そして、2つ以上ある

1978年、ジュネーブ世

界フィールド選手権。

「動作の自由化」こそ

が最終目的であり、そ

れが獲得されるならア

ーチェリーにターゲ琴

卜、フィールドの種目

の違いはない（フィー

ルド初制覇と同時に、

史上巳人目のトリプル

クラウンに輝く）
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人は、それらのなかで自分にとってまず何が必要

かという「優先順位」をつけます。そうやって決

まった順番に従って、ひとつひとつのテーマ（目

標）に対してコンセントレーションを行うのです。

これは練習、試合の別なく行わなくてはなりませ

ん。多くのアーチャーは往々にしてひとつの達成

で1伽％の完成を望みますが､レベルアップとは少

しずつうまくなることの積み重ねなのです。

コンセントレーションとは単に何かに集中すれ

ばいいのではなく、自分の「テーマに対するｲ餅並

的意識です。その意識は無意識を作り出し、そ

の結果、動作の自動化が達成されます。ひとつが

できれば次のテーマに意識を移す、これ力練習で

ありレベルアップのステップです。10あることを、

一度にすべて解決するのは難しいことです。エイ

ミングにコンセントレーションするチャンピオン

は、このようにしてひとつひとつステップを上り

ながら、そのすべてを自動化して頂点にたどりつ

いたのです。そして、テクニックのないエイミン

グで心と身体のリラックスを維持しているのです。

リリースは犬の唾液のようなもの

ここに高校1年の理科の教科書があります。こ

のなかにソ連の生理学者パブロフによって明らか

にされた「パブロフの犬」の有名な実験が載って

います。

『犬に餌を与えると反射的に唾液を分泌する。

餌を与えるたびにベルの音を聞かせると、やがて

犬はベルの音を聞いただけで唾液を分泌するよう

になる。これは餌と音の刺激とを|両1時に与えるこ

とによって、それぞれの刺激を感覚する大脳の中

枢の|H1に興奮伝達の新しい経路が出来たためと考

えられる｡』

餌を食べることによって唾液が分泌されたり、

犬がベルの音に耳をそば立てるような生得的な反

射を「無条件反射」といい、これらの反射に対し、

それとは無関係な条件刺激を繰り返させることで、

本来の刺激がなくとも条ｲﾉ|刺激だけで反射を起こ

すようになることを「条件反射」といいます。

ここまでくるとおわかりいただけたでしょうが、

1990年、パーマーストンノース世界フィ

ールド選手権。ダレルでもコンセントレ

ーションがうまくいかないと、こんなｼ

ｭｰﾃｨﾝｸ.を見せることがある。しか

し、こんなときでもアゴ（アンカーポイ

ント）は動かず、矢を支える巴点は広が

っている（この大会10位を最後にフィー

ルドの選考会からは遠ざかっている)。

７
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我々が一生懸命練習し、悩んでいることも条件反

射なのです。つまI)、クリッカーの音が条件刺激

であり、それを何度も繰り返すことで、音＝リリ

ースという条件反射が成立しているわけです。そ

う考えると、練習、試合を通して隣の人のクリッ

カーでリリースしてしまうことは当然の動作であ

り、仕方のない行為であること力理解できます。

それ力擁なら、隣の人とのインターバルをずらす

か、より膳き抜かれた条件反射として、自分のク

リッカーの音を聞き分け反応するようになればい

いのです。

しかし、このように条件反射として形成され自

動化した刺j作であっても、新たな刺激が加わるこ

とによってその協調性が崩れ、反応速度が低下す

ることがあります。考えられる最も大きな原因は

精神的圧迫（プレッシャー）です。「外してはな

らない」「絶対に10点に入れなければならない」

といった過度のプレッシャーは、自動化された流

れやリズムを狂わせ、さらには動きさえも停止さ

せてしまいます。そして、それが何度も繰り返さ

れると、今度はその動作力新たな条件反射として

従来の条件反射を破壊し成立してしまいます。こ

れだけはアーチャーとして絶対に阻止しなければ

なりません。

「リリースがとられる」「ク'ノッカーが鳴らな

い」と不平不満を言いながら練習をしているアー

チャーをよく見かけますが、彼らの練習とは一体

何を目的としているのでしょう。1日何百射の

練習は何のためのものなのでしょう。僕には理解

できません。それは単にとられるリリースであり、

クリッカーが鳴ると同時に引き深しをすることを

条件反射として身体に覚え込ませているにすぎま

せん。ヘタになる練習をいくらやっても、ヘタに

しかならないのです。そして、残念ながら多くの

アーチャーはそれを繰り返しています。うまくな

りたければ、うまくなるための練習を始めなけれ

ばなりません。

リリースもクリッカーを鳴らす動作も、人間の

もって生れた能力ではありません。最初はぎこち

なく、バランスやタイミングが合わないのもその

ためです。そして、だからこそ、初めはゴールド

に飛ばなくても、意識して理想に向かって練習を

始めるのです。その意識力唖力作の自動化を生み、

結果的に無意識に矢を10点に運んでくれる第一歩

となります。

クリッカーを鳴らす方法は

3つしかない

クリッカーを鳴らす、あるいは鳴る瞬間の重要

性はどのアーチャーも十分すぎるほどに知ってい

ます。だからこそ、失敗したときの原因と言い訳

をここに求めます。

しかし、クリッカーを鳴らすことがそんなにも

難しいことでしょうか。実はクリッカーを鳴らす

方法は3つしかないのです。①押し手で(肩から）

ｷ11'す、②引き手で（ロープを張り）引く、③その

両方を（身体の軸を中心として）｜司時にする、こ

のどれかしかないのです。

ダレルに限らず、トップと呼ばれるアーチャー

を見るとき、クリッカーをどこで鳴らしているか、
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わかりますか。それは難しいはずです。なぜなら≦

その仙作は数mmの世界であるからです。たったそ

れだけを伸びるために、目に兄えるような勤きが

あって良い的tが得られるはずはありません。た

だし、そんな小さな動きのなかで､も、彼らがｲ丁っ

ていることは上の3つのうちのどれかです。

エイミングをしながらクリッカーが鳴らなくな

った場合を考えてみてください。そのとき、「エ

イミングしなくてもいい」「ﾘ|き｝たしてもいい」

と自分が思えば、クリッカーは簡単に鳴ってくれ

るはずです。これについて、「それはク'ノッカー

をil,ﾙらす動作だ､けであって、リリースするために

クリッカーをI時らしているのではない」と反論す

る人がいるかもしれません。しかし、シュートし

ようが、引きjたそうが、クリッカーを鳴らす動作

には変わりないのです。ただアーチャーの頚のな

かに「うまく射てない!?」といった碇miと不安が

先立つかどうかにすぎません。

世界チャンピオンになるような人間は111か違う

のかと考えてみると、そこにはjﾉﾉ作の自動化や粘

神ﾉJをはじめとしたいくつかの要素が確かに存在

しています。しかしそれだけではありません。た

とえばダレルを兄ていて強く感じる要素に、「自

分をコントロールする能力が非常に高い」という

ことがあります。それは身体、梢ｲ̂ 1'両面において

言えることです。

うまく射てなくなったとき、わかってはいても

「何か」にトライするのは簡単ではありません。

まして、それか試合の場面であれば「勇気」のい

ることです。人|H1的なチャンピオン、マッキニー

を例にとると、彼の調子を一目で見分ける方法が

あります。マッキニーは調子が悪ければ悪いほど

そのスタンスをオープンにするのです。神通でさ

え45度を大きく超えるオーブンスタンスがもっと

|刑いていき、最悪の状態のときには、つま先を結

んだ線がシューティングラインと平行にまでな'）

ます。これは彼がシューティング（クリッカーを

鳴らしリ'ノースする）の手掛かりをバックテンシ

ョンに求めている証拠であり、オーブンをきつく

他端+にすることで背Tの緊張をよI)感じ易くして

マッキニーの好不調は

そのスタンスに最も現

れる｡そして､この巳つ

のメジャートーナメン

トは、彼にとって最も

苦戦を強いられた試合

であっただろう

齢
1980年、パーマーストンノース世界フィ

ールド選手権。すべての動作は「意識」

から始まり、「無意識｣が作り出される。

だから、アーチャーはうまくなるための

練習を始めなければならない。 1984年、ロサンゼルス

オリンピック(白位)。

'985年、ソウル世界選手

権(1位)。
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いるのです。その'畷のコンセントレーションの対

象は、言うまでもなく背中です。それにより彼は

手首のリラックスを確保し、その上でクリッカー

を鳴らしリリースしています。そしてもうひとつ、

彼の調子を測るものにスタンスの広さがあります。

オープンのきつさに加えて、調子の悪いときほど、

スタンスの幅を狭くします。場合によっては、両

足のかかとがつくくらいに狭くなることもありま

す。それによって彼は、バックテンション（身体

面での主観的事実）をイメージ（精神面での主観

的事実）から援護し、スムーズなシューティング

をj鱈等しようとしているのです。

普段立っているスタンスより、ほんの少し|幅を

狭くして立ち、シューティングをしてみてくださ

い。すると、身体は多少不安定になっても矢筋方

向への流れが増し、伸び易くクリッカーを鳴らし

易くなることに気づきます。では、逆に少し広く

するとどうでしょう。今度は安定感のあるどっし

りしたフルドローカ得られエイミング自体に安定

感力蛸すのに対し、ドローイングの流れのイメー

ジを紺詩しにくくなります。これはエイミングの

ところで話したストリングの左右どちらから狙う

のかに共通する感覚（イメージ）ですが、試合と

いう結果のみが優先する場面においては、マッキ

ニーに限らず、多くのチャンピオンがたとえ基本

を逸脱しても貧欲に的中確保を追求していきます。

試合でうまく射てなくなったり、クリッカーが鳴

らなくなれば、エイミング以外の部分にコンセン

トレーションを移すし、なりふり構わずイメージ

も駆使するのです。しかし、ダレルはマッキニー

のように一目でわかるような人間的なテクニック

は見せてくれません。あくまで外見は冷静に、無

表情にマシンのようなシューティングを続けます霧

ダレルの赤い靴下

ダレルの唯一人間的なことといえば、やはり赤

い靴下でしょう。あれはいつのべガス・シュート

だったか覚えていないのですが、試合当日、トロ

ピカーナのインドア会場に現れたダレルはいつも

の赤い靴下を履いていませんでした。彼が赤い靴

下を履かずに試合に臨むのを、僕はこのとき初め

て目撃しました。当然その理由を聞いてみたので

すが、彼は一言「忘れたよ」と答えただけでした。

そしてこの日ダレルは敗北し、次の試合ではまた

いつものように赤い靴下を履いていました。

メンタルコントロールというと、すごく難しい

テクニックのように捕らえがちです。しかし、そ

れはII分自身を励まし、高め、そして落ち着かせ

る「心の支え」にすぎません。日本的な縁起を担

ぐという行為も、これに含まれます。ダレルカ試

合でいつも赤い靴下をI微いているのは、それが

「心のリラックス」を獲得する手段にほかならな

いからです。

1979年、全米選手権(50m)。ダレルは普通のアーチャー

がしないようなことを積極的にする。スコアボードを見た

り、相手の的中を確認するような行動もそうである。ダレ

ルにとって、自分へのプレッシャーはグッドシューティン

グへの原動力となる（この年、マッキニーの巳度目の優勝

を許し巳位に終わる=
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これに関連して、「アイデンティティ」という

言葉かあります。日本語では自己同一性や主体性

と訳されていますが、これもチャンピオンにはな

くてはならない要素です。たとえばダレルとマッ

キニーは時代を共にするチャンピオンですが、彼

らはみごとに同じ弓具は使いません。マッキニー

が初めて.世界チャンピオンになったのは1977年キ

ャンベラ、それまで世界はダレルひとりのもので

した。いくらマッキニーカ望み、努力してもダレ

ルは不動でした。それがやっとのことで、ダレル

を敗りチャンピオンとなったのです。このときを

振り返ってマッキニーは、「それまで､自分はいつ

も2番であり1番はダレルだった。何をしてもn

分はダレルのコピーでしかなかった」と、この試

合前にダレルと違うメーカーの弓に変えた意味と

初勝利の理由を話しています。ここからマッキニ

ーの時代は始まり、ダレルの独走はス|､ツプした

のです。このときからダレルは、マッキニーを単

なるライバルではなく学ぶ対象としても考えるよ

うになりました。

ダレルのシューティングフォームに初めて目に

見える変化力現れたのが、翌年の1978年です。そ

れまでずっと愛用してきたX7-2014をXX75-

2114に変えるのに合わせて、シャフトを1インチ

近く長くしました。それによって、それまでの引

き手の少し甘いフルドローから、マッキニーのよ

うな矢筋を完全に通したフルドローに変えたので

す。そして、1979年のベルリン世界選手権では、

最終日30mの最終回までもつれ込んだデッドヒー

トの末、ダレルはマッキニーから前mi2点差で失

ったシルバーのトロフィーを奪還することに成功

しました。このとき、ダレルは1975年以来使い慣

れた彼のオリジナルとも呼べるスタイルのVバー

を外し、マッキニー・スタイルと[I平ばれるスタビ

ライザーを初めて使っていたので､す。

1988年以降、ダレルはずっとブルーの色をハン

ドルカラーとして使っています。マッキニーは一

貫してオレンジ色の弓を使います。これらの色が

どう的中に結びつくかというと、それは単に彼ら

の好きな色という以外には意味はありません。し

1979年、全米選手権

(9Dm)◎チャンピオン

と初心者の違いはプレ

ッシャーの有無や大小

ではなく、それを乗り

越えようとする努力と

その能力の違いである壷

83
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ろう」と言います。その発言の裏には「アメリカ

が必要とするから参加するのであり、当然すべて

の負担は国がするべきである。自分は弓を射つだ

けだ。自分はアメリカの代表であり、アメリカそ

のものだ。という論理があります。

チャンピオンにおけるアイデンティティとは単

なる自己顕示だけではなく、すべてにおける他と

の「差別化」であり、確固とした「オリジナリテ

ィの確立」です。それは自己のメンタルコントロ

ールに加えて、周りへのプレッシャーをも意味し

ます。そこに立つだけでチャンピオンの空間が生

まれへチャンピオンの世界が造られます。しかし、

それはチャンピオンという肩書きに対し付加され

るものではなく、チャンピオンとなる以前から彼

ら自身が造り出し、守n育ててきたものにほかな

りません。

かし周りから見た場合、いまではそのハンドルカ

ラーを見ただけで彼らのシューティングカ顕に浮

かぶほど､その存在感は大きなものになっています。

以前、ダレルのテビュー当時から1977年まで、

アメリカチームはそのオフィシャルのユニフォー

ムに星条旗をデザインしたものを採用していまし

た。チームがその着用を義務づけるのは国際試合

に限ってのことで､したが、ダレルだけはアメリカ

国内におけるローカル試合においても、よくそれ

を着てシュートしていました。それはダレルにと

って、義務感でも責任感でもなく、ましてや愛国

心から出たものでもありません。単なる自己表現

のひとつの手段であり、自分がアメリカを象徴す

る証しであるという彼自身の自己掴長だったのです。

世界選手権でダレルやマッキニーと話すと、彼

らは一様に「もし自分がここにくるために金銭的

な個人負担を要求されるなら、多分参加しないだ

蕊
篭
1985年、ソウル世界選手権(50m)o 1975年インターラーケン1位

1977年キャンベラ4位

1979年ベルリン1位

1981年プンターラ巳位

1983年ロサンゼルス巳位

と、続いてきた世界選手権栄光の記録も、この大

会B位と初めて入賞を逸した。
84
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■ チャンピオンはリリースではなく、フォロース

ルーでシュートしているのを知っていますか。ダ

レルは人差し指で耳の後ろを指します。マッキニ

ーは指先で肩を触り、ウィリアムスは頭の後ろで

手を握ります。このように必ずチャンピオンはフ

ルドローと同じように、フォロースルーで自分だ

けのスタイル（形）をもっています。それも引き

手の指先を空間に残すのではなく、どこかに触れ

た形です。

多くのアーチャーは、’ノリースした瞬間、矢と

一緒に心（意識）をターケットに飛ばしてしまい

ます。だから、シューティングラインの上には何

も残りません。ターケツト上での結果をターケ･ツ

トの上で考えてしまうのです。しかし、スコアと

は自分が行ったシューティングライン上での結果

にすぎないのです。

－－－－

4

1984年、ラスベガス・シュート。巳日目
に0点を射ち、初めて入賞をのがす。
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たとえばボーリングという競技があります。ご

存知のように、約18m(20ヤード）先にある10本

のピンをボールを*動ぎして倒す競技です｡この18m

という長さはアーチェリーのインドア競技と同じ

距離なのですが、ボーリングでパーフェクトを記

録する選手はピンではなく、たった4mほど先の

レーン上にある「スパット」と呼ばれる印を目標

にボールを投げ、結果として18m先のピンを倒す

のです。実は、アーチェリーも同じことなのです。

目には見えなくとも、いくつものスパットがトッ

プアーチャーの周りの空間には存在しています。

それを目印に身体を動かし置くことで、彼らは18

m先あるいは90m先の的上で結果を出しているの

です。

ただし、そのスパットはボーリングのように身

体より遠く離れた場所にあるのではありません。

押し手であれば、平面のなかでグリップから1～

2cmターケ､ツト方向に行った所。引き手であれば、

耳の下にあるわけで､す。このスパットにグリップ

と引き手の人差し指を、それぞれリリースと同時

に置いてやればいいのです。ところが、ほとんど

のアーチャーはアンカーポイントにあるスパット

をシューティングにおける最も重要なポイントと

勘違いしています。だからミスしたとき、フォロ

ースル－ｶ銭せないのです。

「点」をうまくパーフェクトに処理しようとす

るのは難しいことです。ましてやその点がひとつ

なら、チャンスは一度しかありません。しかし、

シューティングを1本の「線」と考えればどうで

しょう。点はその線のなかで流れて消えていきま

す。たとえばリリースでミスしたとき、点で考え

るアーチャーは、そのI瞬間にすべてが終わってし

まいます。その結果、フォロースルーはなく、押

し手を動かし、リリースを開き、矢の的中場所に

心を飛ばします。それに対し、線で考えるアーチ

ャーは、たとえミスをしても線を引こうとする意

識は残ります。そして、フォロースルーという目

標（スパット）に向かって、そこに身体の各部を

動かします。仮に動いた押し手、開いたリリース

であっても、自分のフォロースルーがあれば、そ

悪'

竜 謎ウー式

1茅~竃-や、，

輩

1983年、ラスベガス・シュート。人差し指で頭の後ろを指す。これがダレルのフォロースルーであり、

そのチェックポイントである。彼は指先をその位置に置くことで、理想のリリースとその瞬間を導

き出している(巳年間の欠場の後、7度目の優勝を目指したが惜しくも巳位に終わる)。
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のミスの幅は最小限にくい止められ、さらにそれ

によって意識（心）がシューテイングライン上に

残ります。そこで再度、残った意識で押し手の位

置、引き手の位置、身体の位置を確認し、次のグ

ッドシュートをイメージするのです。チャンピオ

ンがフォロースルーを自分の理想の形で残し、そ

して残せる理由はここにあります。

のです!.：

高度に熟練した亀井のシューティングでは、

セットアップ時に押し手三角筋の放電が大きく、

|司側の上腕三頭筋の活動も冗進しており、押し手

の外転後の水平位での保持が定常的になされてい

る。ドローインクII寺では両側三角筋の活動力著し

〈、しかも定常的な放電力認められるの力斗寺徴的

である。リリース後では1.50sec.で、ほとんどの

筋の柄軸レベルが急激に低~ﾄﾞし、この時間はすべ

ての試行でほぼ一定であった。さらに注目すべき

ﾉ'.;として、両側の三角筋でリリース直前から、約

0.03sec.間持続して、放電振幅に顕著な減小ある

いはii'i失力認められることである。（中略）

米|王|のトップアーチャー、マッキニーについて

みると、亀井とIli]様、セットアップからドローイ

ングヘと両側三角筋の放電が強く、しかも一定水

準の張ﾉ〕を舟|妹fしており、右上腕二頭筋の活動は

低下している。ドローイング時は亀井と異なり、

mN筋の活動が大きい。また、僧Ill胤筋．三角筋で

リリース時の筋放電休止の出現

実はセットアップのチャプターで紹介した北海

道大学でマッキニーと行った測定の主目的は、ア

ーチェリー以外のスポーツ競技でも確認されてい

る「サイレントピリオド」（休止期）とl'平ばれる

現象について研究するものでした。この現象は筋

が一定の活動を舟鮮fしている状態から、あるfI作

へ急激に変化する直前にある潜時と持続時間で、

筋放電振幅力著しく減じたりm減するというもの

です。そこで、まずその測定結果を紹介しましょ

う。以下は、そのときの結果報告から引川したも

町
1号唖

睦
一
」 罰L謹謹蕊琴
､＝

臼

1979年、ベルリン世界選手権(70m)o

2人のスタンスの違いがわかる。そ

してマッキニーのスタンスから、彼

が決してこの大会が絶好調でなかっ

たことも想像できる。

_圏

乃』 》

8了
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リリース後、1.71sec.持続していた放電が一過性

に減少し、亀井同様に試行間でほほ一定であった。

さらに、リリース前に押し手の僧帽筋、両側三角

筋でサイレントピリオドの出現力認められる。そ

の'祭、両側の尺側手根屈筋と弗討旨伸筋に同時に放

電がみられた。このサイレントピ'ノオドは記録紙

速度を大にした他の試行において、さらに明瞭に

観察され、持続時間は0.03～0.OSsec.であった。

そしてこの結果をふまえた考察として報告は次の

ように述べています。

（前略)本研究では、脳神経支配の僧帽筋と脊

椎神経支配の三角筋という、互いに桔抗筋と考

えにくい両筋が、動作前に同時期に興奮と抑制が

それぞれなされたことになる。これらのことから、

シューティング動作において、弓と弦を引き分け、

一定の筋緊張を保持した静的姿勢から、クリッカ

ーを落とし、リリースに至る動的な過程において、

合理的なプログラムが末梢神経系より上位のレベ

ルで介在するものと考えられよう。また、この機

構はトレーニングによi)形成されたと言えよう。

リリース反応時間については､上級者で175msec.

（平均値）付近に集'I'することから、至適なり'ノ

ースの時点が存在するものと考えられよう。こ

の反応時間は単純反応時間ではなく、クリッカー

を意識勺に落とすことによって生じる音や弓を通

じての振動に反応するわけである。よって、落と

すタイミング、つまり矢の引き尺は、筋・関節に

おける感覚器から経験的に予知でき、本研究での

反応動作は、一種の予測反応動作であると考えら

れる。

長すぎるフォロースルーに

悪影響はない

リリースとは、まつすぐに張られた糸がアンカ

ーポイントの位置から切れることだ、と言いまし

た。そこで､、アーチェ'ノーにおける「サイレント

ピリオド」という現象を簡単にいうと、クリッカ

ーの音とその後に糸が切れるリリースの動作が始

まるまでのほんの短い間に、その糸を張っている

筋緊張に「休止期」が発生するというものです。

このサイレントピリオドがリリース動作前に出

現する潜時（クリッカーが落ちてサイレントピI)

オドが始まるまでの時間）の平均値115msec.を、

上級者のリリース反応時間から引くと、クリッカ

ーが落ちてリリースが開始されるまでに約0.06秒
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の筋放電の休止期が存在することになります。こ

れは上級者全員に認められたのに対し、同時に行

われた初心者および中級者の測定ではその出現率

は低く、リリースの反応聯間も190～230msec.と

長く、かつ分散したものでした｡これらの反応がな

せ起こり、何を意I床するかは残念なことに現時点

ではまだ解明されていないため、今後の研究を待

たなければな}ません。しかし、いま判明してい

るのはサイレントピリオドはアーチャーカ望んで

作り出しているものというより、『長期のトレー

ニングによる巧徴性獲得過程にみるひとつの合理

的な神経筋ｲ謝背』であるということです。

そこで､、このサイレントピリオドを「リラック

ス」という状態に置き換えてみるとどうでしょう。

たとえば、ドローレングス26インチで､、ポリエチ

レンストリングにカーボンアローを使う場合、ス

トリングの復元時間（ストリングがアンカーポイ

ントからストリングハイト位置まで戻るのに要す

る時間）は0.013秒です｡当然この間、矢はまだス

トIノングにつがえられていて、身体と弓の影響を

受ける状況下にあります。つまり、リリース反応

時間が0.17秒という上級者であっても、フックが

アゴの|､､にある間に矢はすでに発射されているわ

けです。

しかし、だからといってフォロースルーが不必

要だということにはなりません。トップアーチャ

ーは、この0.06秒のリラックスを礎得するために

1.71秒のフォロースルー（ほとんどの筋肉が弛緩

するまでの時間）をとっています。しかも、この

1.71秒もあくまで身体内で起こっている客観的事

1979年、ベルリン世界選手権(70m)o
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実であり、実際にはマッキニーも僕も3秒を超え

るフォロースルーを糸樹寺しています。これだけの

フォロースルーを残すことで初めて合理的かつ理

想的な運動プログラムカ榊経系に形成されるので

す。もしフォロースルーをとらずにシューティン

グを繰り返せば、アーチャーの主観的事実に反し

て、クリッカーの音と同時に筋肉が弛緩するとい

う条件反射を身体に組み込む結果になり、それは

的中精度を大きく低下させる原因にな9ます。そ

して、いつまでたってもリラックスを推得するこ

とはできません。

では、フォロースルーはどのように、そしてど

れぐらいの時間残せばいいのでしょう。フォロー

スルーを日本語では「残身」あるいは場合によっ

ては「残心」と書きますが、それからもわかるよ

1979年、ベルリン世界選手権(50m)c

一‐宮:＝’’一一・一一一:'一三

蕊鳥錨蕊

うに、身体と精神の両面で維持することが重要で

す。時間的には、長すぎるフォロースルーという

ものはない、と考えるべきです。つまり、アーチ

ャーのレベルに関係なく、長いフォロースルーが

悪影響を及ぼすことはないのです。たしかに、不

要に長いフォロースルーは弓と腕の保持のために

筋肉に疲労を強いります。しかしこのことは逆に

考えれば、シューティング中にアイソメトリクス

（静的）トレーニングを実施していることにもな

り、それが試合中であっても、イメージなど精神

而に与える多大なメリットを考えれば、マイナス

il'liよりプラス面の方がはるかに大きいと言えるで

しょう。

繰り返しますが、フォロースルーは自分の身体

を｢理想とする形｣で「意識をシューティングライ

螺
蕊謡哩鍔
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ン上に置いて」残すのです。単にシュートしたあ

との形をそのまま残せばいいのではありません。

そうして残った形を確認したあとで､珊蝿の位置、

つまり決められたスパットヘ身体の各部を移動し

てやるのです。そこで再確認されて、初めてフォ

ロースルーが終了します。それができれば意識は

ターケットに飛ばず、シューティングライン.上の

自分のなかに残ります。その残った意識で、理想

のシューティングフォームと、さらには矢が10点

のI1及い込まれていくことを絵と音でイメージする

のです。

すべての無意識は意識から始まる

前述の報告の最後に「予測反応」という言葉が

出てきますが、これはあくまで無意識のなかでの

受動的予測です。たとえばクリッカーの音によっ

て自動的に身体が反応するようなものであって、

アーチャーがクリッカーの音を最終目標に数を数

えながらクリッカーを鳴らしたり、1－2－3で

シュートするといった能動的な予測行為ではあ0

ません。

では、受動的に予測されている状態のなかで普

段よ|）早くクリッカーが落ちたり、逆に長くなっ

たときはどうなるのでしょう。現にダレルにして

も、Ill;界記録が出るときはいつも同じエイミング

時間かというと決してそうではありません｡144射

のなかには、長いときもあれば短いときもあnま

す°しかし、それでもほとんどの矢をゴールドに

もっていけるのは、やはり「平面のなかの力」が

|卿係しているからです。平面でフルドローを作り、

そのなかでエイミングすると、サイトピンとゴー

ルドはリリース、そしてフォロースルーに至るま

で必ず「1本の泊線」で結ばれます。そのときに

は、多少のエイミンク時間のズレが許容できるの

です。

たとえば、平面のなかの力ではなく、平面から

外に向かっての力でクリッカーを鳴らそうとする

アーチャーを考えるとわかり易いでしょう。その

ときには、サイトピンとゴールドは線で､なく「点」

長すぎるフォロースルーが悪影響を及ぼすことは決してな

い｡どんなときでもフオロースルーを自分の理想とする｢形ミ

で残し、すべてのシューティングは終了する。もし、フォ

ロースルーのないシューテイングを行えば、たとえそれが

矢の発射された後であっても、身体はクリッカーの音と同

時に弛緩するようになってしまう。
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でしか結ばれません。そうすると、アーチャーは

サイトピンとゴールドが重なり合う点のI瞬間にク

リッカーを鳴らす動作を合わさなければならない

のです。これはトップアーチャーにおいても至難

の技で､す。それに対してサイトピンとゴールドが

線で結ばれている場合、アーチャーはその線（平

面）に沿ってフォロースルーのスパットに向けて

大きく思い切って身体を動かしてやれば、クリッ

カーの鳴る時間やそれにかかる時間とは無関係に、

矢は自然に必ずゴールドに向かって発射されます。

このように、フルドローで最後の積み木が置か

れてからは、「意識のなかの無意識「無意識の

なかの意識といった状態がフォロースルーに至

るまで続きます。これは「動作の自動化」とも関

連しますが、アーチャーにとっては非常に重要な

感覚です。

この感覚を説明するのに、同じようなメカニズ

ムをもつ「プレッシャー」について考えてみまし

ょう。プレッシャーとは簡単にいえば、与えられ

た条件刺激が生体内に一連の生理的変化を呼び起

画〆云：

こし、それによって「興奮過程」と「抑制過程」

の相関関係に乱れが発生する現象です。たとえば、

その条件刺激として試合前のプレッシャーを考え

てみましょう。そのプレッシャーは大別して3種

類ありますが、まず最も司股的な「興奮過程＞抑

制過程」の場合、アーチャーは運動的興奮に駆ら

れ落ち着きがなくなり、ソワソワしてじっとして

いられない状態になります。逆に「興奮過程く抑

制過程」に陥った場合は、アーチャーは意気消沈

し、椅子に座')込んだ')して、動作に生気がなく

なります。そして3つ目は｢興奮過程＝抑制過程」

です。このとき、中枢神経は最適度の興奮状態に

位置し、アーチャーは快い緊張と活気にあふれた

状態で試合に臨むことができます。

このように単にプレッシャーといっても、いろ

いろな状態があるわけですが、多くのアーチャー

はこれらのプレッシャーをできることならすべて

排除しようと考えます。しかし問題となるのは、

これらのアンバランスからくる精神的動揺であっ

て、言葉を換えれば最良の状態には｢適度の緊張」

二」在

1979年、ベルリン世界選手権(70m)。すべての力を「平面」のなかに置き、サイトビンとゴールドはい

つも1本の「線」でつないでおく。リリース同様、決してエイミングを「点」で考えてはいけない。
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が不可欠なわけです。

では適度の緊張をどのようにして獲得するかで

すが、実際問題として精神的動揺とはキャリアや

年齢などとは関係がなく、アーチャーにとって避

けられない現象なのです。チャンピオンと初心者

の違いは精神的動揺の有無や大小より、実はそれ

らに淵痔されずにシューティングを行う能力の多

少に起因すると言われています。

ダレルの天才的とも思える行動のひとつに、彼

力試合中、それもシューティングライン上で双眼

鏡を覗く姿があります。近年、速くシュートする

ことが主流となってからはそれもなくなったので

すが、彼が世界記録を更新し勝ち続けていたころ

にはよく見かけました。ただし、それか普通のア

ーチャーと違うところは、ダレルの見ているのが

自分と競り合っている相手のターケットという点

です。たとえl点差であっても、ダレルはその相

手の的中やスコアボードを平然と確認します。そ

の理由についてダレルは、「自分自身にプレッシ

ャーをかけ、その緊張を樹寺することがコンセン

1979年、ベルリン世界選手権(90m)。この大会ダレルは

は前半悪天候のなか、巳位のマッキニーに24点の差をつ

け楽勝に思われたが、後半は調子を崩し、勝負は最終回

までもちこまれた。そして、ダレルは4年ぶりに「世界

チャンピオン」の座に返り咲いた。

９
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トレーションにつながり、ベストシュートを約束

する」と話しています。

これからもわかるように、シューティングフォ

ームも、そしてそれを行うアーチャーの精神も、

すべてが努力や意識の結果なのです。努力も意識

もないところに、理想のフォームや強靭な精神力

は生まれません。現実にプレッシャーが存在する

以上、それから逃避している限0、プレッシャー

に打ち勝つことはできないのです。プレッシャー

を無視し排除しようとする前に、まずそれらの存

在を認め理解し、それに前向きに立ち向かうこと

から始めるべきです。すべての無意識（自動化）

は意識から出発することを忘れてはなりません。

識

．‐~~己司
■▲
画一｡■一

』
顔I尋罫

ダレルは、自分にプレッシャーをかけ続けること

で自分自身を高め、コントロールしている。何の

意識、努力もないところに「リラックス」は生れ

ない。

，！,､hd:::;=""HH
SPORTSCOWPLE

TROPICflNH
SPOITSCOMPL

■■■■

願§
皇

F-~－

F
PF－r

1984年、ラスベガス・シュート。クリッカー

を鳴らそうとするのではなく、自分の理想の

フォロースルーに身体を置こうとする｢意識」

が大切であり、それができて初めて｢無意識」

のリリースが獲得できる。

9塁
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1311点1979年11月311、全日本選手権大会

初IIのシングルラウンドで、招待選手として参加

していたダレルが打ち立てた驚異的ともいえる世

界記録です。その内訳は90m312点(世界新）、70

m333点、50m340点(i枇界タイ)、3Qm356点(世界

新）。

このときダレルは、例によって（？）別行動で

した。他のアメリカ選手が前々日から会場入りし

たのに対し、彼だけは皆の心配をよそに当日の早

朝アメリカから熊本に着いたのです。この'二1，僕

は彼と一緒に同的をシュートしてこの大記録の樹

立に立ち会ったのですが、いま覚えていることと

いえば2つしかありません。

まず90mのつけ矢で彼が0点からスターI､した

こと。6時方1句の下に置いてあるタタミに刺さっ

た矢は、2本113本目と徐々に上がっていき、6■．

睡 ノ尋
1979年、全日本選手権。1341点の

驚異的な世界新記録を樹立した。

9畠
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本目にやっとゴールドにたどり着きました。これ

について、ダレルは1(1月2(1日からまったく弓に触

っていないこと、そしてその試合から新しいサイ

トを取り付けたことを話してくれました。

もうひとつは、9()mからoOmまである意味で紳

士的にインターバルを取り合いながらシュートし

ていた彼が、30mのある時点から突如僕のインタ

ーバルを無'視して、そして速いペースでシューテ

ィングを始めたことです。そのある時点とはおそ

らく彼の頭のなかに、世界新記録という意識がよ

ぎり始めたときです。そして彼は30mの世界新と

Ｆ
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｢1341点｣を樹立したOOm最終回のグルーピング。

９
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ともに、この偉大な記録を達成しました。

これがいかにすごい記録であったかは、1989年

のローザンヌ世界選手権でカーボンアローにより

たった1点で更新されるまでに10年間も世界記録

の座を守り通してきたことからも、容易に想像で

きます。しかし、どんな偉大な記録もそれ力樹立

されたときから破られる運命にあり、それはいつ

も突然やってきます。そしてそんな過去の記録で

も、それが存在した時代における頂点(最高記録）

として教えてくれるものがあります。

グルーピングには法則がある

世界記録といったハイスコアでなくても、日々

の練習でのスコアから経験的にアーチャーが知っ

ていることはたくさんあります。たとえば70mと

50mが同じような点数が出ること。そして本当に

調子の良いとき、70mより50mの方がスコアが良

いことなどもそうです。ベストコンディションに

おいては、世界記録がそうですが、結果的に50m

'991年ソi垂海軍選手権’352点（グランドFITA)Vエシェエイエフ(USSR)

'990年アジア大会1345点（グランドFITA)楊昌勲(KOR)

'989年世界選手権1342点341-342-327-332(グランドFITA)L.ザバロツキー(USSR)

'979年全日本選手権’341点312-333-340-356D.ペイス(USA)

'977年イタリア選手権’318点306-328-334-350G.フエラーリ(1TA)

'975年全米選手権’316点309-333-327-347D.ペイス(USA)

'974年全米選手権’291点303-314-326-348D.ペイス(USA)

'972年ミュンヘン･オリンピック’268点289-319-322-338」ウィリアムス(USA)

9？
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の方が70mより悪くなることは稀です。ただし、

2日間にわたる試合では天候の変化が影響するた

め、全部が全部というわけにはいきません。

ともかく新記録が出るのですから天候がそんな

に悪いはずはありませんが、50mの方が~回り小

さいサイズのターケットを使っているにもかかわ

らず、大きいサイズの70mと同じかそれより高い

スコアが出るということは、70mから50mへ近づ

いた20mという距離が122cmのグルーピングをほぼ

80cmの大きさにまで小さくするものであることを

示しています。と同時に、距離が近い方が外的影

響やアーチャーのミスが小さく抑えられること

も表しています。

では、いつの日にか記録されるであろう1400点

を想像してみます。それか記録されるときの各距

関脇1]の配点は多分、90m338点、70m350点、50m

352点、30m360点でしょう。そして、もし30m̂

それ以外の距離でこれより低いスコアであったな

ら、それを補う余地が残されているのは90mです。

これは単なる予想で､はありません｡50.30mのi;r,(i

警 鐘

雲
’

点を例に取れば、50m310点、30m340点のプラス

マイナス数点で、このとき9070mもシュートす

れば1230～40点になるはずです。これがわかる理

由は、それを自分が何度も記録した経験があると

いうだけでなく、無意識にグルーピングの法則を

体感しているからなのです。50mで310点を記

録できる円の大きさは、そこから20mターケット

に近づいた30mでは340点を出せる円の大きさにま

で小さくなるということです。(-i2()点なら、290点

と330点。600点なら280点と320点。580点は205点

と315点｡数点のプラスマイナスはあるにせよ、こ

れが、それぞれのレベルで作り出せるグルーピン

グ（円）の大きさなのです。

シューティングマシンで射てば、射った矢はす

べて同じ所に的中するはずです。しかし実際には

アーチャーの技術的問題だけでなく、風や気温、

湿度といった外的条件の問題、そして矢をはじめ

とした弓具の精度上の問題などにより、矢はそれ

ぞれ異なった弾道を描いてターケットフェイスに

届きます。現実問題として考えると、これらのす

1981年、プンターラ世界選手権(90m)o
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べての条件をクリアして、同一点に矢を集めるこ

とは不可能であり､そういった状況のなかで作り出

されたひとつの集まりが「グルーピング」です。

そして、これらの矢の集まりをよく見てみると、

そこにある法則が存在することに気がつきます。

どんな大きさのグルーピングであっても、そこ

には必ず「中心的中点」があります。たとえば初

心者が10mからシュートした結果、80cmのターケ

ットフェイスー杯に矢が広がって刺さったとして

も、そこには中心があり、またトップアーチャー

が6本の矢を10点に入れたときにも必ず中心はあ

るのです。では、グルーピングの中心的中点とは

どんな位置でしょう。①多数の矢はグルーピング

のなかに均等に分布せず、中心的中点に近いほど

濃密になる、②そのように分布した無数の矢は上

下左右すべての方向に中心的中点を中心として対

称となる。この法則に従ってグルーピングは作り

出されるのです。したがって、アーチャーは必ず

この中心的中点を基準として、サイト位置の調整

（補正）を行わなければなりません。

大切なのは、グルーピングの

大きさとその中心を知ること

試合でダレルと同じターケットをシュートして

いて、「よく当てられるな!?」（当てるな！では

なく）と思うことがあります。近年ではカーボン

アローの普及で風が強く吹いていても待つという

ことは少なくなりましたが、アルミアロー当時に

風が巻いていたり強弱があるような条件下におい

ても、ダレルは外すことはありませんでした。た

とえば、1本をシュートしてみて2本目3本目を

当てるのはそんなに難しくありません。しかし、

ダレルは前回と明らかに条件が変わっていても、

1本目からゴールドを捕らえていくのです。完全

に自動化されたシューティングフォームに加えて、

状況判断とその対応がなければ、彼のようなこと

はできません。

外的条件のなかで最も影響するのは風と雨です。

しかし、雨についてはグリップが滑るといった問

題はあっても、飛翻する矢に対しては単にサイト

ー
＝－－－

韓
--竺､、

詞二 二一凶.両／
匂

和《帥)■ 的〔m1p

この大会ダレルは、最終回1射目（左から巳

本目）の矢がオンラインにあれば、a度目の

「世界チャンピオン」の栄光を手にできたが

1点差で巳位に終わる。

グルーピングには法則があり、どんなグ．ルー

ピングにも「中心」と「大きさ」がある。

ｑ
）
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を下げることで対応ができ、大きな問題になるこ

とはあまりありません。問題となるのは唯一、風

です。それもアーチャーに吹<シューティングラ

イン上の風だけではなく、飛湖する矢に対して吹

〈風も考慮しなければなりません。多くのアーチ

ャーは身体に感じた風やターケット上にある旗で

風を感じます。たしかにそれも重要ではあるので

すが、それに加えて弾道上の風を見る必要があり

ます。具体的にはスタンスをとったその場所から

ターケットまでの砂ぼこりや芝の流れ方、そして

予想される弾道と同じ高さの木立ちや旗の動きを

すべて総合的に判断します。それでも不安なとき

は、参考になりそうな他のアーチャーの後ろに立

ち、実際に飛朝する矢の動きなどを見ることも必

要です。

このように入力された情報に対して、アーチャ

ーはそれまで通りのエイミングを続けるか、エイ

ムオフするか、それともサイト位置の補正を行う

かを選択するわけです。ここで問題になるのがグ

ルーピングの大きさとその中心です。

1977年、全米選手権(70m)。アーチャーは的の上の旗だけで

なく、すべてのものを駆使してより多くの情報を入手し、そ

のときどきの状況と変化を正確に把握しなければならない。

アーチャーは練習、試合を通じて必ず自分の作

り出せるグルーピングの大きさを知っていなけれ

ばなりません｡たとえば650点のレベルのアーチャ

ーの50mは310点です。310点とは1エンド52点平

均で､そのとおりシュートすればプラス2点（312

点）になります。52点の1射平均は約8.7点です。

しかし、実際のグルーピング（円）の大きさでい

えば、8点以内と考えればいいでしょう。なぜな

ら6本の矢を確実に8点以内に飛ばせるなら、そ

れらの矢すべてが8点ということはありません。

ゴールドをエイミングして8点以内に矢を飛ばす

ということは、そのうちの何本かは10点もあり9

点もあり、そして8点もあるということです。仮

にミスをして6点を射ったとしても、52点が出る

可能性がなくなったわけではありません。ところ

がアーチャーの多くはたった2本の矢がゴール

ドに行っただけで緊張してみたり、たった1本の

矢力壱に飛んだだけで絶望したりします。アーチ

ャーがまずしなければならないことは、自分のグ

ルーピングの大きさを知ることです。たとえ満足

塾

そして、シューティングライン上での結果としてのスコアと

あわせて、自分の作り出したグルーピングの大きさとその中

心を認識しておく必要がある。
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のいかない所に矢が行ったとしても、それが自分

のグルーピングの大きさのなかであれば、誤差の

範囲内と理解すべきでしょう。そして、これをよ

り小さいものにしたいと思ったときからレベルア

ップがスタートします。

どんな的中を示したとしても、アーチャーはグ

ルーピングの大きさと同時に、その法則に従って

いつもその中心を認識しておく必要があります。

このことができて、なおかつ正しいシューティン

グができるなら、前回と異なる条件下であっても、

1射目にそのズレを確認すれば、2射目、3射目

を満足のいく所に運ぶことは難しいことではあり

ません。風の向きや強さが明らかに変わっている

にもかかわらず、ダレルが1射目からゴールドに

矢を運べるのは、並外れたシューティング精度と

判断力の高さがあるからなのです。

には経験が必要です。仮にいま、50mで作り出せ

るグルーピングの大きさがゴールドの大きさ（直

径16cm)としてください。そして試合のとき、つ

け矢の6本をサイトを動かさずに、ゴールドをエ

イミングしてシュートしたとします。その結果、

6本の矢が16cmの円の大きさで、右上2時の1点

の所にグルーピングしました。あなたなら、どう

しますか。

おそらく、それが3時の7点や12時の8点であ

れ｛よ悩むことなく無意識にサイトを動かし、次

の1回目から矢をゴールドに運ぶことができるで

しょう。それが右上の1点や左の0点になると困

るのは、その位置力練習でも射ったことがなく、

どれだけサイトを動かしていいのか経験的にわか

らないからなのです。では、経験を積むというこ

とは、練習でいろいろな場所にシュートしておか

なければならないということでしょうか。

ここでもう一度エイミングの基本を思い出して

ください。シューティングラインに立ち、フルド

ローの格好をして、サイトピンがゴールドからグ

ルーピングの中心までターケットフェイス上にい

くつ並ぶかを数えてみればいいのです。具体的に

言いましょう。あなた力喧径1mmのサイトピンを

使っているとして、ゴールドから右に5個、そこ

から上に3個のピンが並ぶようであれば、サイト

を5mm入れて3miiL上げればいいだけなのです。こ

新しいサイトでも

世界記録が出せる理由

シユーテイング精度はともかくとして、判断力

直径1mmのサイトピンがゴールドの大きさに

対して○ぐらいに見えるなら、グルーピング

の中心までそのサイトピンがいくつ並ぶかを

数えてみればいい。この意味がわかれば、ど

の距離でどこに的中してもその中心をゴール

ドにもってくるのは簡単な作業のはずである。

'0：
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ら3mmサイトが下がるようなら、70mの最初は7(1

mの位置に引いてある線から3mm下げた位置から

シュートを開始すればいいだけのことです。満足

のいくシュートであれば矢は1本目からゴールド

を捕らえるでしょうし、悪くとも赤を外すことは

ありません。50mは70mに従い、30mは50mに従

えばいいのです。これは、左右のサイト位置にお

いても同じことです。

90mはどこの試合場でも90mであり、その距離

は同じです。しかし、仮にシューティングマシン

で無風のなかでシュートしたとしても、湿度ひと

つが違っていれば、まったく同じ弾道を通ること

はありません。その意味で、同じレンジで練習し

ていても、日々サイト位置の変化が起こっても当

然なのです。大切なのはグルーピングの大きさの

変化と、その中』L位置の移動を見極めておくこと

です。そしてサイト位置については、それぞれの

距離の正確な位置をつかんでおくこと以上に、距

離と距離の間の「サイトの間隔」を画雀に知って

おくことが非常に重要なことです。

の理論さえわかれば、つけ矢力鱗の的で60点だっ

たとしても何も'怖がることはありません。

ところが、ほとんどのアーチャーは1本目に6

点に行ったというだけで、サイトを動かしてしま

います。これでは、グルーピングの中心が見えな

くなるのも当然です。ましてや、つけ矢にはウォ

ーミングアップの意味もあります。自分の状態が

整って、そして的中予測点と的中点の一致があっ

て初めてサイトは動かすべきです。

では、ダレルや多くのチャンピオンのサイトバ

ーはどうなっているかというと、そこにはたった

4本の線が引いてあるだけです。もちろん、4つ

の距離を射つターケット競技の場合ですが、それ

らの線は無風の条件でシュートし、ゴールドの中

心にグルーピングの中心がきた時点で引かれたも

のです。仮に90mの次に30mをシュートするので

あれば、多少の不安はあります。しかし、グラン

ドFITAラウンドで､あっても、90mの次には70

mも50mもあるのです。90mの位置に引いてある

バーの線からつけ矢を始め、90m終了時にそこか

19B8年、ソウル・オリンピック前、日本においての調整キャンプ。同じ90m

であってもサイト位置は条件によって変化する。アーチャーにとって必要な

のはその正確な位置ではなく、距離と距離の間のサイト位置の「間隔」とそ

れによって作り出されるグルーピングの大きさである。
]02
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ダレルのすごさのひとつに、彼がさまざまな最

新弓具を世界で最初に使い、その最初の試合から

驚異的な記録を樹立してきたことが挙げられます。

ダレルがデビューさせた弓具には、スピンウイン

グヴェイン、ケブラーストリング、Vバー、カー

ボンリム、クリッカーポイント、カーボンアロー

……等、いまでも主流を成すものから、その原形

となるものまで数多くあります。しかし、いくら

それらが革新的な道具であったとしても、世界選

手権やオリンピックという桧舞台でデビューさせ

勝利するのは並大抵のことではありません。ダレ

ルだからこそできたことです。

近年、改良開発力進む多くの弓具のなかで最も

的中性向上に貢献したものと言えば、ケブラース

トリングとカーボンアローで､す。それは記録力証

明しています。そして、この2つを世界の舞台に

1975年、インターラーケン世界選手権。高校を卒業したばかりの18

歳の少年が華々しく「世界」へデビューを飾った。
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初めてデビューさせたのも、ダレルでした。

1975年、ダレルはインターラーケン世界選手権

で2548点（1266-1282）を射ち、2位のマッキニ

ーに90点の大差をつけて圧勝しました。その記録

はウィリアムスのもつ世界記録を103点更新すると

いう驚異的な世界新記録でした。このときアメリ

カチームの全員と他のほんの数人の選手が、世界

で初めて黄色いストリングを使用していました。

そしてこのとき、すでにダレルだけが黒いケブラ

ーを使っていました。それまでのダクロンとは明

らかに違う音、速い矢速、そしてダレルによって

もたらされた驚異的な世界新記録。世界中の目が、

この新しい素材のストリングに集まったことは言

うまでもありません。

しかし、実はケブラーがアーチェリーに初めて

使われたのは、それより3年も前の1972年、日本

においてでした。このときテストを依頼されたオ

リンピック強化選手の詔面は切れ易い、音がうる

さい、サイトカ緩む、クリッカーカ動くというも

ので、結局は日本では陽の目を見なかったのです。

カーボンアローが初めて世界の舞台に登場した

のは、1983年のロサンゼルス世界選手権のときで

す。残念なことに、この大会でダレルはマッキニ

ーと同点で10金差で2位に甘んじたのですがそ

のときの2617点（1308-1309）はまたしても世界

新記録でした。しかし、当時のカーボンアローに

は、均一性や強度などの精度や製造上の問題だけ

でなく、仕様面でのノウハウや技術がまだ1確立さ

れていませんでした。そのため、翌1984年のロサ

ンゼルス・オリンピックでは、マッキニーをはじ

めほとんどの選手がその使用を断念することにな

るのですが、ダレルはその同じカーボンアローで

見事2個目の金メダルを閏等。優勝スコア2616点

（1317-1299）で、またしても2位に52点差をつ

けての囲券でした。しかも、シングルFITAトー

タルはじめオリンピック新記録6個を樹立してい

るのです。実|際、このときのカーボンアローはそ

の後メーカーも品質上の問題を認め、製造継続を

断念していることからもわかるように、いくらプ

ロトタイプとはいえダレル以外には成し得なかつ

:羅虎］

N肥曜

鰭
唾…1コ暦～

灘

瀞
1975年、インターラーケン世界選手権(50m)。世界選手権巳度目、10歳で「世界チャンピオン」と

なる。このときダレルは世界記録と共に「Vバー」と「ケブラーストリング」を世に送り出した。
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た成果でしょう。

ケブラーストリングとカーボンアロー、いま

でこそ一般化したこれらの道具ですが、記録更新

に大きく貢献した理由として、この2つには共通

点があります。それまでのダクロンストリングや

アルミアローに比べ矢速を圧倒的に速くしたこと

です。たしかに、弓具の改良開発とその普及には

それぞれの目的と効果があり、ひとつの機能（矢

速）を強調することは適切ではないかもしれませ

ん。しかし、初速においてケブラーはダクロンに

比べ2～2.5％､カーボンはアルミに比べ8～12％

矢の飛棚スピードを向上させているのです。

弓具全体で注意しなければならないことは、多

くのアーチャーが弓本体に意識をとられ、矢の存

在を軽視する傾向にあることです。スタビライザ

ーや弓本体が飛んでターケットに突き刺さるのを

見たことがないように、アーチェリーにおいては

70cmそこそこのアルミ合金またはカーボンファイ

バーで出来た矢がターケットに刺さって初めて得

点となるのです。最長90mという距離を飛朝する

のは矢なのです。どんなに高価な弓や最新の弓具

でも、それは矢を発射する道具にしかすぎません。

そのことを考えれば、アーチャーはもっと矢に対

して注意と関心を払うべきでしょう。

弓具の進歩は空気との戦い

1983年の世界選手権は、翌年のロサンゼルス．

オリンピックのリハーサルも兼ね、準備の進むカ

リフォルニア州ロングビーチ市のエルドラドパー

クで行われました。当初、この大会はメキシコで

の開催が予定されていたのですが、メキシコ政府

の賊攻上の理由から急逢変更を余儀なくされたの

です。そのため、これを予期していなかった1982

年のメキシコで行われたパンナム・ケーム（南北

アメリカの各国が参加する大会）では、参加者は

本気で翌年の世界選手権に向けての対策を考えて

いました。ダレルの愛用するう｡ラスチック製のレ

ストが試合中、使い物にならなくなったことなど

は暑さへの対策を迫る出来事でした。

『.Ik.
竃
一

恥垂，蕊誰 ‐宇守7,

適

昌
1983年、ロサンゼルス世界選手権OOm)。プロトタイプとはいえ、「カーポンアロー」が初めて世界の舞台に登場した大会。

他の使用選手が距離によってアルミアローと使い分けるなか、ダレルは一貫してカーポンアローでこの大会に臨んだ。
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しかし、それ以上に選手たちの関心を集めたこ

とがありました。高地対策です。この時点ではま

だカーボンアローカ登場していないのですが、気

圧の低さと空気の希薄さからくる身体と弓具への

影響は無視できないものでした。選手たちは一様

にサイト位置が上がったことをｷ酎簡しました。こ

のとき、アーチャーは低地では感じることのでき

ない横風以外の空気抵抗を初めて実感したのです。

ここで、ひとつの想像をしてみましょう。矢に

は「アーチャーズパラドックス」と言われる蛇行

現象が起こることは知られていますが、このアー

チャーズパラドックスが起こらないと仮定して、

もし宇宙の無重力状態のなかで､矢を射ち出したと

したら、どうなるでしょう。矢は弓から与えられ

た初速度によって、はてしなく初速に等しい一定

速度で毎秒、一定距離を直線上に進みます。これ

を「等初速度直線運動」と呼びます。ここで、中

学や高校で習った[s=vt]という物理の公式を

思い出してみてください。この場合のvは弓から

与えられた初速度(m/秒）、tは時間（秒）、

婿
A1

平 に
|制動作用による失速低下

飛翻中の矢に作用する力と矢の運動の関係

A:真空かつ無重力での弾道(等初速度直線運動）

Ai:真空中に重力の作用だけを受けた落下状況

（等加速度運動）

A巳：通常の大気中で重力と空気抵抗を受けた落

下状況

※A2の弾道が最も落下率が大きい。

sはその間に矢力唯む距離(m)です。で､は、仮

に90mを初速60m/秒の条件でシュートした場合

は、発射から矢がゴールドに到着するまで何秒か

かるでしょうか。矢がまつすぐに10点に向いてい

たとして､1.5秒でゴールドに到着するはずです。

しかし、これは机上の計算にすぎません。現実に

は、地球上で試合が行われる限り､矢には｢重力」

と「空気抵抗」の2つの作用が働くことになりま

す。

そこで最初に空気抵抗を無視して、「重力」だ

けがある状態を考えてみます。矢を地面と平行に

10点に向けてまっすぐ発射したとすれば、矢は垂

直方向に自由落下運動をしながら放物線を描いて

進みます。そのため、距離が長いほど、的中点は

10点から遠くなります。つま')、矢は10点に向か

って等速連動をしながら、垂直方向に重力加速度

S(9.8m/秒）の等加速度運動をするわけです。

さらに、矢の重さをm(kg)とすると、矢に働く

力は垂直方向に重力rag(N)が働くことになりま

す。このときの落下量H(m)はH=÷gt^の式

〆〆都f論いuF3D

～
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で表されます。

これらのことからもわかるように、アーチャー

が矢を'0点に的中させようとすると、重力が作用

する分、矢を上向きに発射しなければな,)ません。

このときの発射角β(｡）､水平到達距離をD(m)

とするとj-._V'sin2gとなり、前述の条件であ
R

ればOOmの場合､水平面から7°の角度でシュート

すればよいことになります。

このとき、弾道として描かれる矢の通り道は言

うまでもなく放物線です。これは水平面から最も

遠くなる点を頂点として、そこに上っていく矢と

10点に降りていく矢の通り道が対称形を捕きます。

そして、最も遠くまで矢を飛ばすときの発射角β

は45.です。

では、これに「空気抵抗」が加わったら、どう

なるでしょう。この場合には矢の形状や重さ、初

速、その他多くの要素が絡み合うため一概には言

えませんが、一般には最長飛棚距離を得る発射角

は36｡～38.の間と考えられ、弾道形状も対称形の

放物線ではなく、頂点が3：2と少しターケット

側に近づいたものとなります。このことは、いか

に空気抵抗が矢に影響iを及ぼしているかを示すも

のです。

ダレルはヘビ一ポイント

し力使わない

一般にアーチャーが空気抵抗を実感するのは、

横風による変位で矢がゴールドを外したときでし

ょう。しかし、現実には風がなくとも、前述のよ

うに矢には大きな空気抵抗が加わっています。と

くにそれが大きくなるのは、矢が弾道の項点（最

高点）を過ぎ、ターケットに向かって落下を始め

てからです。発射され上昇を続ける矢に対する空

気抵抗は、主にその先端（ポイント）部分に加わ

る制動力で隠す。しかしそうして減衰した矢が落下

を始めると、空気抵抗は今度は矢の下方からシャ

フト全体に加わり、さらに矢の先端を後方へ押し

上げようと働きます。

たとえば同じ弓を使って矢の飛距離を延ばすに

はどんな方法があるでしょう。それにはフライト

飛翻中の矢に作用する力と弾道曲線

矢の初速度を毎秒60mとして､OOm先のターゲット

をシュートするとき、

①真空かつ無重力でシュートした場合－1．5秒で

的中。

e重力だけが作用する場合-1.5秒で90mを飛翻。

ただしll.OBSm落下。

⑧重力と空気抵抗が作用する場合一⑧よりも時

間、落下距離ともに増加。

④重力だけが作用する場合に90mを的中させる場

合一発射角7．で的中、弾道形状は左右対称形

を描き、その最も高い位置は45m地点となる。

⑤重力と空気抵抗（風や矢と空気の摩擦も含む）

を受けるなかでOOmを的中させる場合一風力

や風向きが変化するため､実際にはB-～10.の

範囲で発射角を調整してシュート。その場合、

弾道の最も高い位置はターケットから35m付近

となる。

'07
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競技（単に飛距離を競うアーチェリー競技）で行

われているように、矢を細く短く軽くしたり、シ

ャフトの中央部分を太くした葉巻型（空気抵抗を

小さくするための形状）にすれば、矢をより遠く

に飛ばすことができます。しかし、これはフライ

トという特殊な競技用のもので、訓貨的ではあり

ません。ターケ．ツトやフィールド用の一般のシャ

フトで考えるなら、矢の重心位置を後方のノック

側へ移動させるのが、最も簡単な方法です。それ

は、ちょうどスキーのジャンプ競技で選手が空気

を捕らえ飛距離が延びるときを想像すればいいで

しょう。

矢は空気に乗り飛距離を延ばしながら飛棚し落

下していきます。このことは、最近の陸上競技の

やり投げで記f勃苛100m時代に突入し､安全面から

やりの重心位置を先立淵則に移動させ、飛距離を抑

えようというルール変更が行われたことからも

わかります。しかし、残念なことに飛湖距離と的

中精度は単純に正比例してはくれないのです。

これと同様の関係にあるものに、ノッキングポ

イントの位置があります。多くの指導マニュアル

には『ノッキングポイントは直角位置から3ram上

に取り付ける』といった表記がよく見られるので

すが、その理由は一般に弓のリムの強さが上リム

より下リムの方が強く作られていることに起因し

ます。弓の構造上、グリップのピボットポイント

とレスト位置を同一点にもってくることが理想な

のですが、現実には不可能です。そのため弓のレ

スト位置はハンドルの中心位置（上下方向におけ

る）から少し上、ピボットポイントは下にi没計さ

れていますが、上下のリムに強弱をつけることは、

これらの設計上の差を発射時に少しでも修正しよ

うとする手段なのです。そこで、ノッキングポイ

ントをたとえば直角位置より下に取り付けると、

どうでしょう。矢は飛溺距離を延ばしサイト位置

は上がりますが、的中精度は極端に悪くな')ます。

このことは、もし最良のノッキングポイント位置

が見つからなければ、高めの位置に取り付けるほ

うがサイト位置は下がっても的面でのグルーピン

グは小さいものとなり、リスクが小さいことを教

1975年、インターラーケン世界選手権(50m)。巳点で支えられている矢がいったんリリースされス

トリングを離れると､その飛翻する矢にはr重力｣と｢空気抵抗｣がまともに加わることになる。
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えています。近距離ではさほど感じませんが、90

mなどの長距離ではそのことを強く感じます。高

めのノッキングポイントは、矢に抑えの効いた

（落下時の下方からの空気の影響を受けにくい）

飛び方を与えてくれます。

このように、矢の先端部分に抑えを効かせるこ

とは、的中精度を高めるには必要なことです。当

然、このことは弓だけでなく、矢にも言えること

です。矢の重心位置は、カーボンでもアルミでも、

そしてどのポイントを取り付けた場合でも、必ず

シャフトの中央より前側（ポイント側）にあるの

はそのためです。ただしその重量バランス（重心

位置）をどこにもってくるかは、佃々のアーチャ

ーのチューニングに任されています。

ダレルはアルミアローの時代からヘビーポイン

トしか使用していません。それはもちろん、的中

性向上を考えてのことです。ただし、レベルの低

いアーチャーや低ポンドの弓を使用するアーチャ

ーが気をつけなくてはいけないのは、極端なポ

イント重量増加によるトッブヘビー化は、矢の総

重鎚を増大させることになり、とくに畏距離にお

いては小さなミスが大きくゴールドを外すことに

なるのです。そこで登場したのがフィルム製の

ヴェインでした。このヴェインの利点は空気抵抗

もさることながら、実はそれまでのビニール製ヴ

ェインに比べ大幅な軽量化が図られたことで､した。

それによ0、矢の総重量を重くすることなく、矢

の重心位置を簡単に前方に移動させることができ

るようになったのです。

カーボンアローでも音速は

超えない

近年カーボンアローの改良に伴い、ポイント重

量の種類がアルミアローのときに比べ多様化しま

した。このことはアーチャーの選択範囲の拡大で

あり、重還バランスを微妙に調整できる意味から

も歓迎することではあるので､すが、実はその背景

はアルミアローの時代とは少し異なり矢のスパイ

ンヘの対応が主な理由となっています。カーボン

アローはひとつのシャフトサイズに対するスパイ

筆
、

■●

h辺ﾑl陰.Hg好I毎prr

I議
嵯§

座

博灘

1975年、インターラーケン世界選手権(OOm)。ダレルは弓具のチューニングやテストを90mの実射でその矢飛び

と的中を見て行う。それは「理論」ではなく、試合における「実際」を想定した彼にとっての現実的な方法である。
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していると、空気に乗ってしまうような、抑えの

効かない飛び方をするときがあります。それに対

して、クリッカーポイントのような先端に抵抗の

あるポイントは、空気を切り裂くように与えられ

た弾道を確保しながら飛んでくれるのです。これ

をもう少しわかり易く言うと、先に話したやり投

げ競技で急激な記録更新が続いたもうひとつの

理由に､やりの表面に細かい砂を付着させ空気抵抗

を大きくしたことがあ0ます｡これはゴルフボール

の表面のディンプル(えくぼ)と呼ばれる多くのく

ぼみが飛距離とその方向の安定‘性を与えるのと同

じ原理です｡また､捕鯨用のモリの先端は素人が考

えるほどに尖ってはいません｡尖っていると、少し

斜めから鯨に当たったときには、先端が滑って鯨

に刺さらずに跳ねてしまうのだそうです。このよ

うな感覚を、トップは経験的に知っているのです。

だからこそ、ポイント形状が砲弾型に変わった後

でも、ダレルは旧タイプの屋根型のポイントをず

っと愛用していたのです。これはカーボンアロー

に変わってからも同様で、メーカーはポイントの

形状を発表当時に比べ、徐々に抵抗のあるものへ

と変化させてきているのはそのためです。

では、なぜダレルはクリッカーポイントの使用

を続けなかったのか。その答えは、クリッカーポ

イントがあまりにも試合で跳ね返り矢を続出させ

たから、という単純明』快なもので･した。

ンの許容範囲（ひとつのサイズの矢に対して使用

できる弓の強さなどの条件）がアルミより狭くな

っています。そこで、ポイントの重さを変えるこ

とで飛鰯時における動的スパインを変え、それに

よって使用範囲を広げています。しかし、だから

といって空気抵抗と重量バランスの問題を無視す

るわけにはいきません。

ここでもうひとつ。1977年ころ、ダレルが使っ

たクリッカーポイントと呼ばれるポイントについ

て話しておきましょう。このポイントの形状はも

ともとフルドロー時にクリッカーのチェック（矢

の引き込み位置を確認する作業）がし易いことを

目的に考案されたものでした。ところが実際に使

ってみると、1300点を超えるような感覚において、

それまでの調受的な屋根型のポイントや砲弾型の

ブリットポイントよりグルーピングが小さくなる

ことに気づきます。

ブリットポイントが登場したとき、その説明書

には「空気抵抗が小さい」と書いてありました。

たしかに、それは間違いではありませんでしたが、

しかし実際には先端部分での空気抵抗を云々する

ときは、その飛報スピードが音速(約340m/秒）

を超えるような場合であり、アーチェリーではカ

ーボンアローを使い、ドローレングス28インチ、

50ポンドの条件でシュートしてもそのスピードは

たかだか70m/秒なのです。それに実際には矢は

蛇行しながら飛溺します。これは感覚的な説明に

なりますが、とくに9％ポイントなどと呼ばれる

より先端の尖った（流線型）ポイントをシュート

I10
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「パラドックス」を辞書で引いてみると、〔逆

説〕〔矛晴のようで実は正しい説〕といった意味

が載っています。では、アーチェリーで使われる

「アーチャーズパラドックス」という現象は何が

逆説なのでしょう。

この現象はこれまでの話のなかにも何度も登場

していますが、フィンガーリ'ノースには避けられ

ないストリングの蛇行が引き起こす、矢の飛翻中

のたわみ現象と考えればよいでしょう。矢は肉眼

では見えなくても、左右（実I隙には上下方向にも

起こっているのですが、それは左右方向に比べれ

ばごく小さいもので、無視しても差し支えない程

度です）に蛇行しながら飛湖しています。その振

幅とそれが消滅するまでの距離は、弓のチューニ

ング（クッションフ･ランジャーの調整、ストリン

グの種類やハイトの高さ、そしてスタビライザー

1975年、デザートインクラシック（ラスベガス・

シュート)｡プロ部門で参加のウィリアムスはエイ

ミング精度向上のため、ピープサイトをストリン

グに取り付けている。

I
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能です。たとえば、機械的に両側からフックする

リリーサーを使えば、アーチャーズパラドックス

を解消することはできますが、その使用が許され

るのはコンパウンドアーチャーやプロフェッショ

ナルだけで、我々はその恩恵を被ることはできま

せん。しかし、仮に矢が蛇行せずに発射されたと

しても、現在のリカーブボウの構造上、ヴェイン

はハンドルのﾚｽﾄ部分に当たって出ていかざる

を得ないのです。これもまた的中精度に対する悪

影響です。矢はまっすぐ飛ばしたいが、実際にま

っすぐ飛んだのではレスト部分でトラブルが発生

してしまう。ここにパラドックス（逆説）が存在

するのです。

いま、僕の部屋の物置のなかには40ダースほど

の矢があ0ます。その半分くらいはサイズや種類

は違っても試合にいつでも使える完成矢であり、

残りはテストに使ったものや練習用の矢です。そ

れらは僕のアーチェリー生活のなかで使ってきた

ほんの一部の矢なのですが、そんななかに2本だ

け特別な矢があります。1本はX7-2014､もう1本

の形態など）や矢の選択（シャフトやポイント、

ヴェインの種類など）、そしてアーチャーの技術

的問題（とくにリリース）によって大きく変化し

ますが、一般的には発射から約18m(20ヤード）

で解消するといわれています｡逆にいえば､シュー

ティングラインから18mくらいは、矢はまっすぐ

な状態で飛んでいるのではなく、蛇のようにくね

くねとよじれながら飛んで､いるというわけです。

これを確認する一番簡単な方法は、1mほどの距

離から徐々にその距離を延ばしながらタタミをシ

ュートしていくやり方で、実際に試してみるとシ

ャフトのノック位置がポイント位置より右へ行っ

たり左へ行って刺さるはずです。このことからも

わかるように、この現象は矢の的中精度に対して

決して好都合な運動ではありません。理想的には

矢はまっすぐ一直線にゴールドに向かうべきなの

です。

しかし、現行のルールでは使用できる弓具に制

限があり、いまのように指で射つ（フィンガー1；

リース）限りまっすぐ飛ばすことはほとんど不可

e一

戯静
よ■ 卜暑賜画鰯

召
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》
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》
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腿脳式州

1982年、全米選手権(90m)o4年ぶりにタイトルを狙った大会であったが

エントリーの手違いからダレルは公開練習にしか姿を現わさなかった。
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はXX75-2114oシャフトにはサイズ表示と|向lじ方

法でrDARRELLPACEJと刻印が打たれていま

す。2011は、彼が1970年のモントリオール・オリ

ンピックで1264-1307点の新記録でゴールドメダ

ルを手''1に収めたときに使ったもので、シャフト

の'I'央部分から赤と青のツー|､－ンカラーにアル

マイト処理で色分けが施されています。そしてオ

レンジ色の2114の方は、黒のサインペンで『1341』

と直筆のサインカ書かれているように、1979年に

枇界記録更新に使用されたものです。このどちら

もがその偉業達成直後にダレルからプレゼントさ

れた記念品です。

この3年Il'liを|輔てた2本の矢を比べると、約2S

÷インチの2011に対し2114は21mm焚く、201-1には

ブジョン社、21Mにはフィッシャー社のノックが

取り付けられている以外には、どちらも|『1じセッ

ティングで、ヘビーポイント（屋根型）にアリゾ

ナ社のFPF260と呼ばれるビニール製ヴェインが

わずかに右ピッチ(1噸き)で付けられています。そ

して最も顕著な共通点は、その刻印からも明らか

なように、イーストン社がダレルのために特別に

生産した矢ということです。この種の矢が実|際に

は何ダース作られたのかは知りませんが、それら

の矢のなかからダレル自身が試合で使う数本を選

び出したことは事実です。そして、ダレルがこの

選択の作業を最終的にOOmで､の実射に頼っている

こともわかっています。シューティングしながら

消去法によって満足のいかない矢を試合では使わ

ないようにチェックしていくのです。

たしかに、精密秤やスパイン測定器を使えば、

たとえば亜さなら1/100グラム単位の誤兼範囲で1

ダースの弛戊矢を作ることは可能です。実際、ダ

レルのシャフトもそのように検査されているはず

です。しかし、そのように厳密にチェックされた

矢であっても、アーチャーのレベルが非常に高く

1850点を超えるような感覚になってくると、どう

しても外れる矢を感じてしまうのです。その原因

は「アーチャーズパラドックス」という複雑な矢

の連仙（動き）に対して、測定器による計加lだけ

ではシャフ|､に内在する勧的スパインの誤差を発

見できないからなのです。

ダレルだけではあ1)ません。トップと11平ばれる

アーチャーはみな実射によるシャフトチェックを

行ってから試合に臨みます。このことは、シュー

ティング能力の高低にかかわらず、すべてのアー

チャーが見習うべきことです。

'’3
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このように高速で回転することで、停止中には得

られない安定が獲得できるのです。矢も同様で、

シャフトを軸として回転することで空気抵抗に打

ち勝ち、飛棚中の安定を維持します。この回転を

シャフトに与えるのがヴェインで､す。ヴェインに

ピッチと呼ばれる{噸きをつけるのも、より多くの

回転を与えるために考案されたものです。

以前、スーパーヘIノカルヴェインと呼ばれる、

極端にピッチを大きくした矢があI)ました。1979

年にダレル自身もテストはしましたが、結局はそ

の使用をあきらめたものです。理由は、矢の安定

のために回転数を哨加させようとして、空気抵抗

をも増やしてしまい、結果として机対的な矢の安

定度力抵下しまったからでした。

一般に矢の回転数は、1秒間に7回転が必要-|‐

分条件だと言われています。いくら安定が増すと

いっても、それ以J苫の回転を求めて空気抵抗も輔

えていたのでは意味があ')ません。

ここまでくると、「ピッチをつけない矢でも、

同じようにきれい（まっすぐ）に飛ぶじゃないか：

ベアシャフトチューニング

が教えるもの

矢の飛棚の状態を直接肉眼で見ることができな

いために行われだしたのが、「ベアシャフトチュ

ーニング」です。約18mの距離からヴェインを取

り付けたシャフトとヴェインなしのシャフトをシ

ュートして、その的中位置を基に弓具のチューニ

ングをする方法で、この方法の基礎となるものは

20年以上前から欧米ではｲjわれていました。いわ

ば、アーチャーズパラドックスを小さく抑えるヴ

ェインを取り除き、矢の蛇行を顕著化させること

で問題点を確認しようとするものです。このやI）

方をダレルは好みませんが、是非は別にして、少

なくともこのチューニングが一般に行われるよう

になって、アーチャーはヴェインの必要性と重要

性を認識できたはずです。

ヴェインが矢に対し果たしている一番重要な役

割は、「コマの原理」による安定です。コマがmi

転しているとき、l＃Iliの先端だけで立っています。
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リカーブボウでフィンガーリリースしたときの矢飛び。
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といった疑問をもつ人もいるはずです。たしかに

その通りです。しかし、それにも理由があります、

アーチャーがリリースのとき、指がスト'ノングを

ひねっていることはこれまでに何度も述べてきま

したが、それがピッチ以外に矢にmi転を与える要

因になっているのです。ベアシャフトであっても

非常に限られた条件か満たされれば、きれいに飛

ぶことができるのはそのためです。

とはいえ、アーチャーズパラドックスを修正し

てくれるというヴェインの最大の恩恵を、我々は

無視するわけにはいきません。矢は単なるI'l柱体

（棒）の直線的飛行ではなく、左右に揺ｵ唾力きmi

転しながら飛鋤していくわけですから、それを少

しでも速くまつすぐに立ち直らせるには、ヴェイ

ンによる適切な空気抵抗が不可欠なのです。

そこで問題になるのがウエインの大きさ（表而

積）と形状です。たしかに、条件力整えば、ベア

シャフトであってもきれいに飛ばすことはできま

す。しかし、それらが作9ffiすグルーピングの大

きさがヴェイン付きのアローに勝ることはありま

せん｡アルミアロー時代､ダレルも僕も長い間2号

インチの長さのヴェインを使っていたのですが、

そのサイズを一回り大きくしたり、あるいは小さ

くするだけでグルーピングはまったく違ったもの

になりました。たとえば50mでゴールドの大きさ

のグルーピングが作れるものが、ヴェインのサイ

ズがひとつ違っただけで､、そのグルーピングは8

点の大きさへと広がってしまうのです｡アーチャ

ーはたとえ同じ回転数を矢に与えられるヴェイン

であったとしても、必ず実射によって自分のシュ

ーティングに対し、もっとも小さいグルーピングの

大きさを提供してくれるヴェインの種類とサイズ

を見つけなければならないのです。

まだ木製ワンピースボウでスタビライザーもな

いころには、アーチャーズパラドックスはあま'）

問題とはなりませんでした。アーチャーの技術も

低く得点も低かったうえに、弓具も初歩的なもの

だったため、矢がレスト部分を通過するとき、弓

力動いてしまい、かえってトラブルカ起こりにく

かったので､す。しかも、たとえヴェインがレスト

1975年、デザートインクラシック（ラスベガ

ス･シュート)ダレルはこの大会初めて、現在

のスピンウイング､の原型といえるL字型巳枚

バネのフィルム製ヴェインを使用し圧勝した。

I15
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に当たっても、それは柔らかい鳥羽根でした。と

ころがその後の弓具の改良が進むにつれて、プラ

バネと呼ばれるハードヴェインやスタビライザー

そして軽いカーボンアローか登場してくると、レ

スト部分で､のトラブルが的中精度に対して致命的

なものとなってきました。そこで発明されたのが、

クッションプランジャーです。この道具の開発に

よって、レスト部分のトラブルは大幅に改善され

ると同時に矢のスパインの使用可能範囲は飛躍的

に拡大しました。しかし、決して忘れてはいけな

いのは、クッションプランジャーのない時代でも

「適切なスパイン」さえ選択すれば矢はきれいに

飛び、満足のいく的中が得られたという事実です。

インドアチューニングにおける

パラドックス

ダレルはインドア大会に参加するとき、必ず弓

具のチューニングをアウトドア用のものと変えて

います。68インチの弓を70インチに変え、強さも

場合によっては5ポンドも弱いものを使用します。

アーチャーズパラドックスと矢飛びの方向

①スパインが正しく合っている場合（正しい矢飛び方向）

ねらいの中心線 一 一
一

ストリングは太くハイトは高くし、ロングエクス

テンションバーを使い、スタビライザーのセッテ

ィングそのものを変更することもあります。そし

て、カーボンアローの時代になってからでも、イ

ンドアでは必ずアルミアローにハンティング用の

大きいヴェインか烏羽根を使っています。これら

はすべて、「インドア専用」のチューニングです。

インドア競技の絶対的特徴は2つあ0ます°ひ

とつは「風がない、雨が降らない」という外的条

件の変化のなさ、つまり「安定」です。そしても

うひとつは最長で25m、短い場合は18mしかない

という距離と飛報時間の「短さ」です。この2つ

の特徴はアウトドア競技に比べ、アーチャーに与

える心理的プレッシャーを非常に軽減するばかり

か、チューニングにおいても決定的な違いを生み

出します。風が吹かない、距離が短いとなると、

弓は無風のなかでたった25mだけ矢を飛ばせば十

分なのです。矢の初速や弾道の高さは、まったく

無視できます。一番重要かつ必要な要素は｢安定」

であり、それは25mのなかで満たされればよいの

弓の位置プレッシャー･ポイント

乱ムーーーョ
/^

アロー･クリアランス 矢の曲がりリリース

eスパインが強い場合（硬めの矢を使うときき

一 一
－，世,-

③スパインが弱い場合（軟らかめの矢を使うとき》

－－典
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です。ただし、その安定には2種類のものがあり

ます。①発射された矢の飛報過程における安定と、

②その矢が発射時の過程において受けた弓と矢の

安定です。

まず①の安定について考えてみましょう。一般

に矢の安定は矢の運動量に比例し（カーボンの登

場により、単純には言い切れなくな0ましたが）、

m[矢の質量〕×Vfスピード〕の式で表されま

す。このことは、ダレルに限らず多くのトップア

ーチャーがアルミアローの時代には、ヘビーポイ

ントや極力太く肉厚の厚い（重い）シャフトを使

うことでmを大きくし、それによって安定した飛

朝と的中性向｣二を得ようと努めていたことからも

明らかです。しかし、この場合、ドローウエイ|、

（弓の強さ）の方に|眼界があるため、矢の重量を

増加するにも限度があります。また、mを重くす

ればするほど、Vを1瀧性にすることになり、そう

なると長距離でのミスの拡大につながります。そ

こで登場したのがカーボンアローです。

このアローの当初のコンセプトはカーボン素材

のもつ暇さと硬さ（弾性率）を武器にして、アル

ミアローとはまったく逆に、矢の重量(m)を軽

くすることで矢のスピード(V)を増大し、それ

によって運動量を大きくしようとするもので､した。

しかし実際には運動量の増加は期待するほどでは

なかったのですが、思わぬ副産物がありました。

投影断而積の減小(細くなったこと）により、「断

lill加重」がアルミに比べて約1.5倍と大きく増大

したのです。

断面加重とは等の式で表され､矢が空気抵抗
を受ける面枝〔投影Hﾘ面積=S(cirf)]1citfあたり

の矢の重量m(g)が大きいほど矢は低く遠くまで

飛ぶことができます。言い換えれば、断面加重

は「空気抵抗に打ち勝つ力」であり、空気抵抗に

対してカーボンアローはアルミに比べ約1．5倍の

強さを有しているのです。そして、これによって

カーボンアローは外的影響（風や雨）を受けにく

くなったので､す。このカーボンアローのメリット

は、シャフトカ報Illくなったマイナス要因（オンラ

インの確率が減るなど）を相殺しても、余りある
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雛と皇!'‘． 1978年、ラスベガス・シュート。この大会ダ

レルは1点差でマッキニーに敗れ巳位となり、

ラスベガスは4連勝でストップした。このと

きダレルは、コンピュータで計算したという

インドア用にチューニングされたスタビライ

ザーで初めてシュートした。
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ものがありました。アウトドアにおいてカーボ

ンがアルミを噺睡してしまった最大の理由が、こ

にあるのです。

しかし、インドア競技やフィールドコース内の

木立ちに囲まれた近い距離の場面では、矢は風の

影響を受けることもなく、そして弓から与えられ

たエネルギーが大きく減衰する前にターケットに

到着します。この場合、矢にとっては風や空気の

抵抗に打ち勝つ「弾道の安定」より、飛行姿勢の

制御に関する「空力の安定」と矢の振璽I現象に起

因する「アーチャーズパラドックスの安定」を重

視した方力絶対に有利にな')ます。

18mという距離はクッションプランジャーもス

タビライザーもない時代、パラドックスを解消す

るのに最小限必要な距離と言われていました。そ

の距離は近年、弓具とアーチャーの技術的進歩に

伴い短くはなったものの、依然パラドックスはパ

ラドックスとして存在し続けています。ましてや、

チューニングがうまく行われていない弓具を使用

した場合やミスショットをしてしまったときには、

､

この蛇行距離は長くな')、シャフトがﾗ左右に揺れ

動いている途中で矢がターケットに到着してしま

う可能性力銭されているのです。30m以上の距離

で争うアウトドアの場合、その蛇行現象はヴェイ

ンの空気抵抗によってターケット到着までに自然

に解消されてしまうため、「空力の安定」や「ア

ーチャーズパラドックスの安定」は｢弾道の安定」

ほどに意識する必要はありません。しかしインド

アではそうはいきません。矢の飛行姿勢を整え、

アーチャーズパラドックスをより早く解消するこ

とがインドアでは明らかに有利なのです。このよ

うなインドア独侍のチューニングはインドアにお

けるパラドックスとも呼べるものです。

アルミアローに残されたメリット

インドアチューニングにおけるパラドックスは

矢だけではなく、②の発射時の過程においても見

られます。アーチヤーは矢を25ml2L上飛ばす必要

がないため、アウトドアに比べて低ポンドの弓の

1989年、ラスベガス・シュート。この大会ダ

レルは巳位に甘んじたが、このころからそれ

までのインドアチューニングに加えて、23径

や24径といった大口径のアルミシャフトが使

われるようになってきた。
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使用ができます。となると、アーチャーは不必要

に重く強い弓を使い身体に余分の負担をかける必

要はなくなります。それよりも低ボンドの弓で余

裕をもった安定したシューティングを行い、その

なかでコンセントレーションを心がけるべきでし

ょう。

25mだけ矢を飛ばせばよいということは、ボウ

レングスも長めのものが使えます。これは、身体

面ではエイミング時の薬指や人差し指の負担をig

く（手首のリラックスを細持）し、弓具面では弓

本体のバタツキ（動き）を小さくして、安定した

エイミングとシューティングを可能にします。ま

た、ストリングを太くハイトを高くすることで、

リリース時のストリングの返りが安定し、ノック

がストリングから早く離れ､そのためにミスも少な

くなります｡さらに無風の条件は､ロングエクステ

ンションの使用とスタビライザーの多樹上をnl能に

し、よ')正確かつスムーズなエイミングとシュー

ティングを約束します。

このようにインドアという特殊な条件の下では、

すべてにおいてアウトドアとは異なった対応が迫

られるのですが、すでに世界がカーボンアロー全

盛の'1寺代となっていた1980年代後半、ラスベガス

・シュートをはじめとしたインドアのメジャー大

会で2312̂ =2413といった本来ハンティング用に作

られている大||径シャフトが、チャンピオンとそ

れをII指すアーチャーの間で使われ出したことは、

より象徴的な出来事でした。それまでにも彼らは

インドアでは必ずアルミアローを使ってはいまし

たが、それでもせいぜい20径か21径といったサイ

ズでした。このように矢か飛服的に太くなった背

景には、フィンガーリリースにおいてもパーフェ

クトスコア（満点）がいよいよ目前に迫ったこと

かあります。

インドア専川チューニングにおいて矢に求めら

れるのは、「太く・重く・復元力の大きい矢の使

川」ということです。しかしいくらカーボンアロ

ーが台頭しても、現状でこれらの条件をすべて満

たすにはアルミアローしかありません。太く重く

砿いアルミシャフトに重めのポイントを付けてト

､

1991年、ラスベガス・シュート。シュー

トダ．ウンラウンドが今回から導入された

この大会で、ダレルはバースやマッキニ

ーを退け優勝した。このとき使っている

B本のシャフトを束ねて作ったセンター

スタビライザーも彼のアイデアである。

'’9
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作ることがよくあります。これは矢飛びのきれい

さを犠牲にしても、飛朔中の蛇行の1幅を小さく抑

えることで、矢のバラツキがなくなった結果なの

です。

飛棚距離が長く、外的影響を受け易いアウトド

アでの「極端に」硬い矢の使用はエネルギーの無

駄も大きく、自然なパラドックス解消を結果的に

阻害し、空気抵抗を増やすため感心できません。

しかし、インドアにおけるこの対応は、アウトド

アにおいてもスパインの許容範囲に対し硬めか戦

らかめかといった選択においては十分に検討に値

するものです｡つま')､適切なスパインの選択が不

可能あるいは不明の場合には、軟らかめよ')硬め

の矢を使うことが賢明であることを教えてくれて

いるのです。

もうひとつ、インドアでは小さいノックを使う

ことも忘れてはなりません。大口径シャフトの使

用は先にシュートした矢が後からスポットに向か

う矢の障害とな<)、アンラッキーを生む確率を高

めるからです。ダレルをはじめとしたトップアー

チャーはシャフ|､サイズとは無関係に小さいノッ

クを取り付けています。そしてそのノックも、で

きるだけ柔らかい材質のものを使っています。最

近では、カーボンアロー用のノックをアルミ大口

径シャフトに使うトップアーチャーも多数見かけ

るようになりました。このように、チャンピオン

は訓隠の目に触れることは少なくとも、独自のア

イデアと努力を駆使しているのです。

ツブヘビーにし、烏羽根のような空気抵抗の大き

いヴェインを使い、かつピッチを大きくつけるな

どして矢の回転数も増やしてやるといった方法で

す。しかも、最近の極端な大口径シャフト使川の

傾向は、その目的をさらに顕著なものにしてくれ

ました。たった1本のアンラッキーすら許されな

いパーフェクトスコアを狙う際には、細いシャフ

トが作り出す「オンラインに乗らない状況」は致

命傷にもなりかねません。逆にいえば、シャフト

を少しでも太くしてミスやバラツキを10点内に止

めることは、勝利には不可欠な条件なのです。

ここで、なぜこのような矢（結果的にスパイン

の硬い矢）が引き重量を軽くしたロングボウや太

いストリング、そしてすべてにおいて矢に与える

エネルギー量を軽減した弓具によって飛ばすこと

ができるのかという疑問力残ります。しかし、こ

の問題についても、インドアはアウ|､ドアとは異

なる対応を可能にしてくれます。飛朝距離が極端

に短いため、アウトドアにおける常識の枠を越え

たスパインの硬い矢でも、そこから新たなメリッ

トが生まれるのです。経験があるかもしれません

が矢飛び､のきれいさ（まつすぐに飛んでいるよ

うに見えること）と的*性の良さは、必ずしも一

致しません。とくにインドアや30mといった短い

距離では､このことが顕著に現われます｡見た目に

きれいに飛んでいる（ように見える）矢よ')、シ

ュートした:'舜間に矢が左に跳ねて飛び出したよう

な感じで、ポイントよりノック位置が右にあるま

まターケットに届く方が、小さいグルーピングを

'20
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1976年7月､モントリオール.オリンピックの

アーチェリー会場で見たダレルは僕の知る彼のな

かでも一番やつれていました。顔はやせこけ、ニ

キビも目立っていました。しかし、不敵ともいえ

る自信に満ちたあの鋭い目の輝きはいまでも忘れ

られません。どうしても欲しいタイトル、4年に

一度、そして彼にとっての最初のチャンス。そん

な状況のなかで参加37名中、彼だけが自分の勝承

を確信してシューティングラインをまたいでいた

のです。そして、結果は1264-1307点で圧勝。

あのころ、ダレルは自分の弓を白のハンドルに

赤と青のスタビライザーで、アメリカを象徴する

かのようにディスプレイしていました。それはち

ょうどオハイオ州ハミルトンの実家の彼の部屋と

同じカラーリングです。大会前、ニューズウィー

ク誌の記者がインタヴューに訪問したとき、部屋

1976年、モントリオール･オリンピック｡ダレルただ一人がゴールドメダルを手にするため

にカナダにやって来ていた。そして、いとも簡単にそのメダルを手に入れた。

|産
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の一角に何も飾られていない空いている空間を発

見して、そのことをダレルに尋ねました。それに

対し、ダレルはきシばりと「そこはモントリオー

ルのゴールドメダルを飾る場所だ」と答えていま

す。

これほどの自信はどこからくるのでしょう。た

しかに、それは凡人からすれば異常であるがゆえ

に天才的です。現に彼は、代表には選ばれながら

もアメ'ノカがボイコットしたため出場できなかっ

た1980年のモスクワをはさみ、8年後にはロサン

1977年、全米選手権。ダレル、マッ

キニー、そしてウィリアムとファー

ストターゲットを射つ。

ゼルスでも2個目のゴールドメダルを、これまた

いとも簡単に手に入れています。それも1317-12

99点のオリンピック新記録です。しかし、それか

ら4年後。初めてグランドFITAラウンドが導入

された1988年のソウル・オリンピックでは、ダレ

ルは意外な苦戦を強いられています。予選ラウン

ド1257点、19位で通過。1回戦18位、最下位でか

ろうじて通過。準々決勝1位。しかし、セミファ

イナルで附し〈も敗退、9位に終りました。ここ

で3個目のメダルの夢は消えたのです。

「ダレル･ペイスの時代は終わったのだろうか!?」

ずっと僕の頭の隅に引っ掛かっていた疑問でした。

ちょうどそんな折、1989年9月、ヤマハカップ参

加のためダレルの来IIが決定。そこで試合前日に

この疑問を直接ぶつけてみることにしました。

車一一百一．－~一陽’－ｰ』君。

」酉－1－■6F＆す曲

1988年、ソウル・オリンピック。夕．レルは個人の

メダルは逸したものの、団体で銀メダルを手にし

た。
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亀井ダレル・ペイスの時代は本当に終わってし

まったんだろうか？

ダレルある部分では、勝つということへの情熱

が薄らいでいることはたしかだ。ただ、それは自

分の目標が少々小さくなったということで、いま

は徐々にだけど目標を高いところへ向けつつある。

僕にはまだ世界で{劉勝を争える能力はあると思っ

ている。

亀井では、去年のオリンピック前から弓具を変

えたのも新しい目標へのチャレンジだったのかな。

ダレルそう思ってもらっていい。弓具について

はいろいろあるけど、一番大切なのは自分自身が

納得することだ。それなのに、それをシューティ

ング以外のことで悩まされるのは変なプレッシャ

ーになってしまう。ロサンゼルス・オリンピック

以降、そういうことでいろいろと悩まされてしま

った。

亀井つまり、競技以外の世界からのプレッシャ

ーカ現在の状況を作ってしまったわけだも

ダレルそういうことだ。ただ、いまはそういう

余計なことがなくなって、アーチェリーを心底楽

しんでいる。もしチャンスがあれば、またtit界に

チャレンジするし、そのときは|勝てると信じてる

よ。

亀井とはいってもお互いに若くはないし、アー

チェリーに対する集中力は決して昔のままではな

いと思う。また、周')の状況も変わってきている。

その辺はどう考えているんだろう。

ダレルたしかに、その意味では昔のようにはい

かないかもしれない。仕事もあり、家庭もあるか

らね。でも、そんななかでベストを尽くすしかな

い。現に僕はいま新しい家を探している。職場に

も近く、シューティングレンジも近くにあるとこ

ろをね。

亀井しかし、仕事や家庭の問題は昔もあったこ

とだし、もっと他の理由があるんじゃないかな。

ダレルだれもうまく射てないときがあったり、

勝てないときがあるけど、僕のスコアは15年前と

ほとんど変わっていない。それで勝てなくなった

のは弓具の進歩によるものだろう。弓具の進歩が

多くのアーチャーにハイスコアを可能にした。

亀井それはやはりカーボンアローのことかな。

ダレルアルミ矢のときは、エイムオフすること

を知らなくてはいけなかったし、弓のチューニン

グも正確にする必要があった。ところがいまは、

カーボンリムやポリエチレン系のストリングのお

かげで、そんなことをしなくてもいいようになっ

てしまった。それだけトップと、それ以外のアー

チャーとの差力縮まった、と言える。

b…霊＃

1988年、ソウル・オリンピック。

準々決勝では、B個目のゴールド

の期待をうかがわせたが…。

'23
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亀井僕もそれは認めるけど、それに加えてグラ

ンドFITAラウンドの影響§はどうなんだろう。

ダレルたしかにうまいアーチャーには苛酷なル

ールかもしれない。これまではベストシューター

か応分の扱いを受けることができた。でも、いま

は違う。

亀井しかし、グランドFITAラウンドが導入さ

れて以降の、3miの世界選手権と去年のオリンピ

ックを見る限り、結局は強い者が勝利している。

弓具が変わりルールが変わっても、世界の郷台で

はラッキーは微塵も存在していない。実力のある

者がチャンピオンになる。世界は世界なんだ､。

ダレル僕力言いたいのは、昔のように勝ち続け

ることがものすごく難しくなってきたということ

さ。昨日の勝者は明日には敗者になる。トップで

あり続けること力難しい時代になった。

亀井なるほど。話をカーボンアローに戻したい

んだけど、最近僕は練習していて「本当にカーボ

ンはアルミを越えたんだろうか？」という疑問に

!駆られることがよくある。その辺のことはどう考

えている？

ダレル無風快晴の条件下ならまったく差はない

と思っている。

亀井ではある程度の風、たとえば的上の旗が少

し揺れるぐらいならどうだろう。

ダレル1300点アーチャーが射ったとしたら、カ

ーボンアローであれば1270点くらい、アルミアロ

ーなら1240点くらいかな。ここで言えるのはアル

ミの場合、好天と悪天候の差が大きく出るが、カ

ーボンではそれが小さくスコアが安定していると

いうことだ。

亀井それは十分承知している。たとえばマッキ

ニーが1982年に樹立した50mの世界記録315点が

現時点のli-il離別､そしてi ダルの世界記録のなか

でも実質的に一番高いと確信しているんだけど、

そのときも2114のアルミアローで記録されている≦

カーボンじゃなくてね。僕が聞きたいのは、そこ

なんだ。

ダレル少なくとも僕は今後アルミに戻すつもり

はまったくない。いま使っているカーボンアロー

を使い続けるつもりだ。

亀井それは基本的には僕も|司感だ。では、その

ことについて質問を変えるが、ダレル．ペイスは

そのカーボンアローで、条件が整ったとして、い

ったい何点まで射てるだろう？

ダレル1360点かな。

亀井それは現在のI､ツプの力量が1360～1370点

ということだと思う。このことについては、僕も

1981年、全米選手権。

S年連続巳位に甘ん

じる。
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まったく同意見だ。そこまでなら実際に練習でも

射っていたし、感覚的にも理解できるし。ただ、

問題はこのラインを越えるのに何が必要かという

ことなんだも少なくともカーボンアローだけの問

題じゃない。

ダレルいまはまだわからない。ただ可能性はあ

るということだ。意識としては、現在の弓具の進

歩から考えると常に1300点は記録できる。もちろ

ん、それができるアーチャーは多くはないけど。

でもその延長で考えれば、天候やバイオリズムと

いったすべて力整えば、1380̂ 1400点といった記

録も夢ではないだろう。

亀井ではもう少し具体的な質問だけど、いまの

ダレル・ペイスが世界チャンピオンに返り咲くに

は何が必要なのだろうか。

ダレル前向きなポジティブな考え方だと思う。

これまで僕は何度も勝ってきたけど、そのときい

つも頭のなかでは｢だれも僕を負かせない！」って

思ってた。これはアーチャーによっても違うと思

うが、たとえばマッキニーは「僕は勝つんだ、勝

たなきゃいけない」って考えて射つ。僕はそうじ

ゃない。「この試合を失いたくない」と考えるん

だ。どちらも前向きではあっても違うんだ。しゃ

かりきにならないってことさ･

亀井「リラックス」だね。

ダレルそうなんだ。

亀井そのためには何をすればいいのだろう。

ダレルメンタルトレーニングだね。「子どもご

っこ」さ･

亀井もつと具体的に言うと……。

ダレル親と子どもの二役を自分で演じることだ

よ｡心のなかで子どもの自分に対して親の自分力教

育するんだ。もちろん前向きの姿勢でね。「これ

はいいことだ、どんどんやりなさい」といった具

合にね。そのとき、絶対に否定的ないい方をして

はいけない。「おまえのベストを尽くしなさい」

というんだ。

亀井決してネガティブになってはいけない。

ダレルその通り。「おまえはなんて恐ろしい子

だ」とか「なんて馬鹿なんだ」とは絶対に言って

はいけない。

亀井そのことは僕にも十分に理解できるし実践

もしてきた。そして、いまも同じように実行して

いるつもりだ。問題は同じことをしているのに、

昔は勝てたのにいまはそうはいかないということ。

このメンタルな部分の違いは何だろう。

ダレル集中力だと思う、多分。

亀井それは最初に話した周りの環境が景響して

1983年、全米選手権。ワ

ード、マッキニーとと毛

に。この年マッキニーは

巳度目の優勝を飾り、ター

レルは巳位に終わる。
騨息雲:霧

降慮 '25

磯△



'26

C出面ER13CONFIDENCE

うまくいかないのかな。

ダレルそうだね。若かったときは1日中、朝か

ら晩までアーチェリーのことを考えることができ

た。でも、いまは違う。アーチェリー以外のこと

に多くの時間を取られるようになってしまった。

家庭や仕事も、そのなかのひとつだね。

亀井そうすると、いまのダレルの当面の目標は

ダレルアーチェリーのできる環境を作り直すこ

と。そして、それに集中することだと思っている。

メンタル、弓具、その他すべての面においてね。

（雑誌アーチェリー1989年11月号よ0抜粋）

だからこそ、いまのダレルから

学びたいこと

久しぶりにダレルに会っての印象は、「やはり

若くなくなった」が正直なところでした。腹も少

し出てきたし、頭も少し寂しくなってきました。

しかし、そんな外見より、さらにそのことを強く

感じさせたのは、彼の態度であり言葉でした。こ

こに掲載した以外にも彼とは話しているわけです

が、昔の散慢さや自信に満ちあふれた発言力減り、

その反対に言葉の端々に自信のない様子がうかが

えました。

多くのアーチャーはいつも強い人間に憧れます。

それは当たり前です。しかしほとんどの場合、そ

の輝かしい栄光にだけに目を奪われ、そこに至る

過程やそこから退いたあとの軌跡については関心

を払おうとはしません。「現チャンピオン｣そのも

のに興1床があるのです。たとえば、当然のことな

がら、インタヴューでも講習会でも脚光を浴びる

のはいまのチャンピオンです。しかし、ここまで

にも述べてきたように、いま当たっている人間は

射てば当たる状態のなかに置かれていることを忘

れてはなりません。それを考えると、現チャンピ

オンから返ってくる「射てば当たった」といった

在り来たりの答えより､僕が興味をもつのは｢あれ

ほど当たっていた人間がどうして当たらなくなっ

たか」という部分です。それを知る方が、当てる

ためには役立つと考えるからです。

僕がいまもダレル・ペイスに憧れ理想を求める

のは､単に彼の成し得た栄光のすごさに対してだけ

ではあ0ません。それを踏まえた彼の生き方、姿

勢に対して尊敬の念を抱いているのです。一言で

いえば、彼は「アーチャー」だということです。

当たっていた昔も、当たらなくなったいまも真筆

なまでに「アーチャー」なのです。

1984年、ロサンゼルス・オリンピックの表彰台

で、彼が2佃目のゴールドメダルを授与され目に

●
､

凸▲■

1977年、キャンベラ世界選手

権。1点差で並んだダレルを

僕は最終回30点(9時方向オ

ンラインのS本）で振りきり

初めて彼を倒した。
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涙するのをこの目で確認した夜、僕はロサンゼル

スのホテルでNBCテレビの特別番組を見ていま

した。それは連日、各競技の速報とゴールドメダ

リストの横顔にスポットを当てるものでした。当

然、その日はダレルの偉業達成を報じるものだっ

たのですが、そこに映し出された彼はそれまでの

他の競技におけるメダリストとは明らかに違って

いました。防寒具に身を包み、電柱に登t)作業を

するダレルの姿です。彼の住むオハイオ州は冬に

は雪に覆われます。あのころ、彼は電気会社に勤

めていました。

僕はアーチェリーの世界がメジャーでないこと

は知っています。しかしこれほどの栄光を成し得

たチャンピオンに対し、あまりにも残酷で悲しす

ぎる現実です。

をたった1点更新するのに10年の歳月を要した事

実からすれば、この天才の意識が10年くらいで変

化しないのは当然といえば当然かもしれません。

ただし、ここでダレルのすごさを理解する上で少

し説明を加えておく必要があります。それは、

「意識の点数」のことです。

よく試合の点数が、練習の点数よn低くて当然

といったことを平気で言うアーチャーやコーチが

います。しかし、これは大きな間違いです。それ

は低い点数でも同じことですが、たとえば1340点

以上の記録を目指すとき。もしそのような認識な

ら、練習ではとてつもないハイスコアを維詩きし続

けなければならないことになります。それにこの

ような点数になれば、いくらカーボンアローなど

の品新の弓具を駆使したとしても、風や気温をは

じめとした外的条件は無視できません。このこと

は「練習点数」と「試合点数」以前の問題として、

「意識の点数」と「現実の点数」の間にズレがあ

ることを意味しています。

「意識の点数」を言葉だけで説明するのは難し

いのですが、自分が出したいと望むI願望の点数で

はありません。この点数なら条件力揃えば必ず記

録できるという実感が自分の頭と心と身体で理解

でき、想像し得る点数のことです。たとえば練習

意識の点数1360点の意味するもの

対談のなかで･ダレルは、いまのカーボンアロー

で出せる点数を1300点と話しています。この1360

は、非常に興味ある数字です。彼はこれより]0

年前、1341点の世界記録を樹立した直後、僕の

「あと何点ぐらいまで,'l',せる？」の質問に対し同

じ答えをしているのです｡とはいっても､世界記録

F

1989年日月、ヤマハカ

ップ。

'27
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カーボンがアルミを越えるとは言っていません。

僕もまったく同じ意見です。風のなかならアルミ

の1240点がカーボンアローでは1270点になること

はあっても、無風の1360点がMOO点になるとは思

えないのです。外的条件か整えば、ダレルはl畔

前に1360点を記録することもできました。しかし、

それはカーボンアローを使ういまも同じというこ

とです。

すでに世界はカーボンアローの時代です。たし

かにカーボンアローは悪条件での記録を飛躍的に

向上させ、アベレージアーチャーの多くをトップ

に近づけ、そのなかの数人を今後も1340点台へと

導くでしょう。しかし、意識の1360点は昔もいま

も1360点のままなのです。

ダレルの偉大さがわかりますか。1閲三以上前に

唯一ダレルだけが知っていた世界に、やっといま

カーボンの力を借りて数人のアーチャーがたどり

着いたのです。

でも試合でも、現実の記録としては1340点台であ

っても、自分の意識のなかでは、すでに1300点や

1370点が射てている状態のことです。

この意識の点数が、ダレルの場合は10年以上も

前にアルミの矢で1360点台に到達していたわけで

す。それは、条件次第では現実のものとなる可能

性が十分に高かったことは旦鮒系できます。ただ残

念なことに、現実は1341点だったということです。

あれから10年、この間の最大の変革は1987年の

アデレード世界選手権での新タイプのカーボンア

ローの出現と勝利でした。それは1983年のロサン

ゼルス世界選手権で登場したものの改良版で、旧

タイプカ話題性が先行しカーボンの特性が生かし

きれなかったのに対し、新タイプは本来のコンセ

プトをきちんと具現化していました。そして、そ

の恩恵を受けて、やっと世界で数人のアーチャー

がダレルしか知らなかった未知の世界に現実に足

を踏み入れたのです。

ダレルは曇天無風あるいは晴天無風の条件下で

1989年、ヤマ八カップ(30m)o

]28
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アーチェリー競技のtit界は特殊です。いまあな

たが使っている弓具は|止界チャンピオンがオリン

ピックや世界選手権などで使H1しているのとほと

んど同じもので、ほかの競技ではこんなことはま

ず考えられません。たとえばスキー競技であれば

レース用にチューニングされたスキー板が用意さ

れるのは記録を目指す競技者にだけです。‐一般の

アーチャーがチャンピオンと同じ弓を使っている

ということは、一般のスキーヤーがレース別の板

を履いてコースに,'l'1るようなもので、それは一歩

間違えば自分の安全すら保証できない状況です。

アーチェリーの場合、そこまで極端ではないにし

ても、同じような状況にあることは確かでしょう。

まずその道具を使えるかが大切であり、その性能

を引き出せるかは次の間題なのです。しかし、多

くのアーチャーは勘違いをします。チャンピオン

鴇､鳶
曹，一君輔．F轡画一一‐．I

鶴野"蕊酔曇一I
，‐旦塵寧
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と同じものを使えば自分も同じように当たると思

い込んでいるのです。

その結果、チャンピオンのうわくだけをコピー

します。しかし半面、チャンピオンの使う道具が

通常市販されているものと何かしら異なっている

ことも、現代では周知の事実です。タブやサイト

といったアクセサリー類から矢、そして弓本体に

至るまで、各所にさまざまな工夫力施されていま

す。その目的もさまざまで、単に自分のアイデン

ティティの象徴や新しいアイデアの実行のためも

あれば、セールスプロモーションや新製品のテス

トとしてそれらを使っている場合もあります。し

かし、それらが市販品と同じデコレーションを施

されているが、一目でプロトタイプ（試作品）と

わかるかは別にして、そこにはチャンピオンとメ

ーカーのノウハウが数多く注ぎ込まれているのも

事実です。

1977年から1980年までの9年間、僕はヤマノ葦

(当時は日本楽器製造株式会社)の本社スポーツ川

品部門でアーチェリーの仕事をしていました。

営業、開発、テスト、プロモーション、普及、販

売促進……など、アーチェリー全般に関してです。

当然その間、多くの弓をテストし、アイデアを出

し、試作し、そして新しい商品が生まれてきまし

た。そんな仕事のなかでも、ダレルは僕のライバ

ルであり目標で､した。ダレルはそのデビューから

1987年にヤマハを使うまで、一貫してホイット社

の弓を使っていたからです。

白塗りのプロトタイプリム

僕はダレルが使ったもので、ひとつだけ信じら

れないものがあ*)ます。1976年のモントリオール

・オリンピックに、ダレルはサイド面まで真っ白

に塗られた「カーボンリム」と称する弓を持って

登場しました。一応、これがカーボンリムの-世界

への華々しいデビューでした。その後、多くのメ

ーカーはそれまで､のグラスファイバーだけのリム

に変わり、カーボングラファイトを使用した新型

の弓を発売し、現在に至っています。しかしあの
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ときの白塗りのリムが本当にカーボンで出来てい

たのかどうか、僕はいまだに疑問を抱いています。

会場で触り、引き、ひねり、観察したリムは、僕

の知識のなかにあるカーボンリムとは大きくかけ

離れたものであり、現に翌年商品化されたそのモ

テ､ルは少なくともダレルが使っていたリムとはま

ったく違うカーボンリムでした。

現在ではさまざまなモデルのカーボンリムが販

売されています。計股のアーチャーにとって、そ

れらは価格と性能に多少の差こそあれ「ほとんど

|荷lじもの」に映るかもしれませんが、しかし実際

にはカーボン緬雛の種類や組み合わせ、量によっ

て、その性能や性質は大きく左右されます。とく

にデビュー当時のカーボンリムはいまと比べて、

カーボン繊維の弾性率も低く、引っ張})強度も弱

く、それに加えて接着技術も確立されていません

でした。そのため、カーボンリムとは称しても、

現在のようにカーボン繊維(CFRP)だけを100%

帳り合わせたり、グラスファイバー(ERP)をそこ

にサンドイッチのように張り合わせる「ラミネー

卜構造」ではなく、グラスファイバーとカーボン

菰馴fを混ぜ合わせ強化プラスチックで補強する

｢ハイブリッド構造｣でした｡そのため､当時の構造

でカーボン本来の性能を発揮しようとカーボン繊

維の量や増やしていくと、ねじれをはじめとした

|､ラブルが起こり易かったのです。ダレルの白塗

りのカーボン'ノムも、当時の技術力とカーボン繊

維の開発レベルから考えれば、仮にカーボン繊維

が入っていたとしてもそれはほんの少量であり、

それまでのグラスリムとほとんど変わりのない、

性能的にはカーボンリムとは到底いえないリムだ

ったはずです。

訓史の多くのアーチャーがカーボンなど新素材

のリムに期待するのは、まずスピードです。矢速

が従来のリムより何％アップしたといったテ､－タ

です。たしかに、1977年に量産品として市販され

たカーボンリムは、それまでのグラスリムに対し

初速向-kに2～3％貢献しています。しかしこの

数値がケブラーストリングがもたらしたものとほ

ぼ同じであっても、それが直接得点に寄与しなか

1980年、全米選手権(OOm》崖

31
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ったのは、それがストリングほどに単純ではなく、

とくに｢安定度(感)｣がリムにおいては重要な要素

となるからです。

リリース直後に発生するストリングの蛇行連動

は当然リムも動かし、ストリングとリムが同時に

ねじれながらストリングハイ卜位置まで復元して

いきます。このとき'ノムのねじれmil性（ねじれに

対する強さ）力抵いと発射II寺の安定は得られず、

矢速は速くてもグルーピングは大きなものになっ

てしまいます。また逆にリムの動き（ねじれ）が

止まればよいかというと、そうでもありません。

まったくリムがねじれないとエイミング中の震え

はそのままサイトピンに伝わり、シューティング

のミスを矢がそのまま拾ってしまいます。リムは

ストリングの蛇行の動きや震えを適度に吸収し

ながら、発射の方向性とスピードを確保しなけれ

ばならないのです。単に矢速が速ければ良いとい

うものではないのです。このことは、一般に「ね

じれ易い」といったクレームで語られる耐久性と

も関連する問題でもあり、メーカーの苦心もここ

にあります。

ダレルの白塗りのリムが本当にカーボンと呼べ

るものだったかは別にして、あれからリムは大き

く進歩しています。1983年にはバックサイド（的

側）がオールカーボンのリムが登場し、1987年に

は芯材以外はすべてカーボン繊維で作られたリム

がill販されています。そして、現在ではセラミッ

クウィスカー（結晶体）の入ったものまで登場し

ています。ねじれIIﾘIl性は当時より20%も向上し、

矢速も2％速くなっています。また、はがれなど

によるクレームもほとんど見られなくな')、耐久

性は飛躍的に向上しています。この進歩はカーボ

ン繊維の素材自体の改良や複合素材の接着技術開

発の結果であり、同時にユーザーが歓迎するコス

トダウンにもつながりました。そして、これ以上

の,ノムを現行ルールのなかでつくるには、現在の

カーボン繊維を越える比弾|生率が高く、破断伸度

の大きい新素材の開発を待つしかありません。い

ま、訓貨のアーチャーが使うリムは最新素材にお

ける最高の技術水準を保つものといえるのです。
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しかし忘れてはならないのは、ここまで弓具が

進歩してもそれを使うのはアーチャー（人間）で

あり、弓具は道具にしかすぎないという点です。

リリースの技術を例に,T,すまでもなく、いくら弓

具力進歩しても使いこなせなければ現状維持はお

ろかスコアの低下すら招きかねません。多分あの

とき、ダレルは白塗りのリムに矢速以'二に矢の安

定とそれがもたらす的中性の向上、そして何にも

増して「信頼」と「納得」を求めたのです。

されるまでには多くのテスト力擦0返されます。

そのなかにはチャンピオンによるプロトタイプの

実射テストも含まれているのですが、そのテスト

の中身は一般人が考えるほどに難しいものではあ

I)ません。なぜなら耐久性については、はるかに

過酷なテストが測定器やシューティングマシンで

別に設定されていますし、基本性能についても実

は研究室段階ですでに確認されているからです。

では、実射テストでチャンピオンに求められるも

のとはいったい何なのでしょう。

新しいリムをテストするとき、アーチャーは与

えられた何種類かのリムに関して、その違いや特

徴を感想として「言葉」にしていきます。そして、

そこから新たな要望を出し、次なるプロトタイプ。

が出来るのを待ちます。ここで要求されるのは、

グルーピングの大きさを小さくすることでもなけ

れば、記録を出すことでもありません。器材によ

る測定や図面の上ではわからない｢フィーリング」

や「感じ」（主観的事実）をつかみ、客観的事実

としての言葉に正確に表現できるかどうかという

テストシュートに求められるもの

これまでに多くのチャンピオンと接し、そして

ダレルをはじめウィリアムスやマッキニーと一緒

に弓やカーボンアローのプロトタイプや他の新製

品をテストしてきて思うことは、たしかにチャン

ピオンである以上、的中に対する技術の高さは当

然としても、彼らのすべてが「実射テスト」の能

力を備えているかは別問題であるということです。

たとえば、ニューモデルの弓力噛品として発売

W F1

岸引
騒
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えで）とは別の「資質」の部分で行われるからで

す。そこを技術者や設計者は見極める必要があり

ます。

フィーリングや感じは非常に重要です。実際の

商品にこの部分が欠落すると、たとえその弓具が

能力が求められます。そこに、チャンピオンとテ

ストシューターの違いがあります。チャンピオン

のすべてが実射テストには向いていないのは、こ

のテストがアーチャーとしてのレベルや技術（こ

れらが不要というのではなく、これを踏まえたう

一

=*l
一堂･

1976年、モントリオール・オリンピック。ダ

レルは、大会の合間、取材陣の要望に応じて

近射でのデモンストレーションを行った。

'34
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データ的（客観的事実）に優れたものであっても、

結果的に完成度の低いものになってしまいます。

弓具を使うのは人間です。どんな優れた弓具でも、

それを使うのがアーチャーである限り、人間とし

ての感性や感覚は無視できません。

とくにアーチェリーの場合、このようなアーチ

ャーと道具のマッチングが問題になります。「相

1釦が重要な要素となるのです｡たとえ従来の2倍

の矢速が得られ、耐久性が大幅に向上したという

データが示されたとしても、アーチャーの使い勝

抵
琳
砺
尋

一
一
一
一

一執1
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す。それはエイミンク時にある程度の緊張と安定

感を望むと同時に、リリース時のシャープさを求

めるものです。しかし、このような微妙な感覚は

決して図面から導き出されるものではなく、テス

トシューターによる実射テストの繰り返しから生

まれてくるものです。感覚的なものを言葉にする

ため、彼らの表現はたしかに暖昧です。しかし、

技術者はそんな暖昧な表現の一宇一句を大事にし、

再び図面の上に表していきます。そうして、新た

なプロトタイプを作ることで、本当の意味での優

れた弓具が出来上っていくのです。

手が悪かったり、感覚的にしっくりこなければ、

結局はその優れた性能を発揮することはできず、

好結果を導き出すことはできません。

弓の性能を表すデータのひとつにrf－x曲線」

と呼ばれるものがあります。これは横軸に弓の引

っ張り長さ（ドローレングス）、縦軸に弓の強さ

（ドローウエイト）を置いたもので、弓の基本性

能を知る重要なテ､一夕です。弓によってそのIlll線

は異なりますが、たとえばクリッカーを落とす位

置付近のf－x曲線がなだらかなカーブを猫いて

いるものはアーチャーの主観的事実として「奥の

柔らかい弓」と言われへ｢スタッキングポイント」

が上陳交的深い（ドローレングスを長く引いた）位

置にあります。この特徴は初中級者がフォームを

マスターする過程において不可欠であり、またシ

ューティングの際のクリッカーを鳴らす訓乍やエ

イミング時の感覚を良くします。しかし意外なこ

とに、チャンピオンや技術レベルの高いアーチャ

ーはこのクリッカーが落ちる瞬間のf－x曲線が

適度に立ち上がっている方が射ち易いと言うので

プロアーチャーから学ぶこと

以前、ダレルが「Vバー」と呼ばれるスタビラ

イザーを世界記録と共に世にデビューさせたとき

僕はそれが18歳の少年が考え出したアイデアとは

信じられず、最5近になってそのことを本人に聞い

てみたことがあDます。それに対しダレルは、V

バーは自分の考案によるものだと話してくれまし

50

ﾄﾄ汁

40
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30

０２

ド
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f－x曲線（66インチの場合）

通常のリカーブボウにおいては、ドローレン

グスが「スタッキングポイント」位置をすぎ

てから引宍重量が極端に重くなってくる。

（スタッキングポイントの位置は、ストリン

グ八イト位置から引いたF－X曲線との接点

で決定する）
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た。彼はこれ以外にもいくつかの発明をしていま

す。新しいものでは、1989年に来日したときに

使っていた3本のアルミシャフトを束ねて作った

センタースタビライザーも彼が考えたものです。

しかし、それらをよく見るとプロアーチャーの影

響を多く受けていることに気づきます。同じよう

なものをプロアーチャー達も使っているのです。

ダレルは自分のメンタルコントロールやそのト

レーニングに関して、他人の本を読んだこともな

ければ学んだこともないと話しています。すべて

は自分の思い通りに信じるままに実行し、手に入

れてきたと言うのです。しかし、そんなダレルで

も例外的に「プロフェッショナル」からは多くの

ことを学んでいます。このことはパーフェクトを

本気で目標にするアーチャーにとっては見逃せな

い事実です。

プロアーチャーはインドア競技が3スポット化

される以前のシングルスポッ|､のとき、すでに1(1

点の中で3本の矢を射ち分けていました。3本の

矢を同じように10点の中心に飛ばしたのでは、先

に的中している矢にじゃまされて後の矢が10点の

外に弾かれてしまうのです。そのため、彼らはシ

ャフトのテーパー部分をカットした上からノック

を取り付け、継ぎ矢にして10点に矢をとどめると

いったアイデアを考案しました。それだけではあ

りません。驚くことに、少しサイト位置を動かし

ておき、先に的中している矢のノックを狙って次

の矢をシュートするというテクニックも使ってい

たのです。たしかに彼らはレンズ付きのサイトピ

ンを使うため、10点の大きさがピンよ0はるかに

大きく見えるということはありますが、このよう

な高度なエイミングは先に話した「狙い切る」と

いったエイミングに共通するものがあり、ダレル

以外のアマチュアにはあまり見られることではあ

りません。我々がダレルから学ぶように、プロフ

ェッショナルからアマチュアが学ぶことは多くあ

るのです。

流行しなかった5本スタビライザー

「スタビライザー」という安定装置が、弓に取

0付けられるようになったのは1960年代です。し

かし、それはまだ直接重りを弓自体に取り付けた

|）、ロッドを1本だけ付けるというものであり、

ダブル（2本）ロッドが登場したのは60年代も後

半に入ってからで､した｡そして､1972年にはウイ

リアムスによりトリプル（3本）ロッドが登場し

ています。

とはいっても、当時はスタビライザーに対して

いくつかのルール上の制約がありました。自分の

使う矢より長いロッドの使用力禁止されていたり、

本数も4本以内という制限がありました。これら

の一切の制限が解除されたのは1980年からです。

その背景には的中精度向上に向けてのスタビライ

ザー形態（スタイル）の多様化がありました。な

かでも、ビルトインダンパーとi呼ばれる弓のハン

ドル内部に内蔵されたスタビライザーとマッキニ

ー・タイプと呼ばれるスタイルの普及は、当時の

ルールに抵触しないかといった:蕎蒲のなかで、最

終的にはすべての制限を解除してしまったのです。

'37
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ところが、スタビライザーの制限がなくなった

にもかかわらず、スタビライザーの形態は現在も

10年前とは変わってはいません。安定装置として

の目的を高めるべく、より多くのスタビライザー

の形態が登場したかというと、そうではなかった

のです。たしかに、一部のアーチャーは自己のス

タイルを追求しました。ダレルも1980年のルール

改正と同時に、5本のロッドを付けた弓で全米選

手権を戦っています。しかし、それは彼にとって

最初で最後でした。結局ダレルをはじめ多くのア

ーチャーはルール改正前と変わらないスタビライ

ザーで、現在もシュートを続けています。

スタビライザーにアーチャーが求めるものは、

文字どおり「安定」です。しかし、それは単に弓

がまったく動かなければよいというものではあり

ません。弓はあくまで道具であり、それを使うの

はアーチャーなのです。アーチャーが使いこなせ

ない道具では、何にもなりません。たとえばスタ

ビライザーの安定を表すのに「慣性モーメント」

という概念を使います。これは長さ×重さで示さ

れるのですが、客観的事実として弓の安定を図る

場合、その支点はハンドルグリップのピボットポ

イントです。しかし、実際にシュートするアーチ

ャーの主観的事実としての'慣性モーメントは、押

し手の肩を支点として作用します。この客観的事

実と主観的事実の差異は、スタビライザーから得

られる満足感が本数や重量や長さと正比例するも

のではないことを示しています。シューティング

（的中）精度に対し同じ効果（必要最小限の慣性

モーメント）が得られるなら、肩への負担が小さ

い方がアーチャーにとっては好都合なのです。ダ

レルが5本スタビライザーを継続して使わなかっ

たのは、もっと軽〈（本数が少なく）ても同等の

慣性モーメントとイメージ（感覚）が獲得できる

形態が他にあったからにほかな0ません。

ダレルがマッキニーの

スタビライザーを使う理由

実はアーチャーがスタビライザーに求めるもの

は、弓の不良振動軽減による的中精度の向上だけ

1980年、全米選手権(50m)oアメリカがモスクワ・オリンピックをボイコットした

この年、FITAはスタビライザーの本数制限を解除した｡そして､幻のオリンピック

代表は5本スタビライザーで巳度目のタイトルに臨んだが、巳位に終わった。
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ではあ<)ません。微振動の吸収によるエイミング

精度の向上も重要な要素です。しかし実際には、

それらに加えて「エイミング感覚」と「シューテ

ィング感覚」という2つの重要な感覚がスタビラ

イザーの効果としては不可欠です。

このイメージを理解するにはダレルが始めた

「Vバー・スタイル」と、その変形ともいえる

「マッキニー・スタイル」を想像すれば、実際に

弓をもたなくてもわかるはずです。なぜなら、こ

の2つのスタビライザーのセッティングは両極の

イメージをアーチャーにもたらすからです。

まず、この2つの弓をエイミングの状態で左右

に傾けるように、グリップを何度もひねってみま

す（ローリングと呼ばれる動き）。どちらのスタ

イルの弓力動き易いでしょう。当然、マッキニー

・スタイルの方がグリップに近い位置に重量があ

るため動き易いはずです。このことはVバー・ス

タイルの方が重心位置が低く、エイミング時の安

安感が高いことを示しています。では、次にそれ

らの弓をシュートしたらどうで､しよう。どちらが

弓の飛び出し感（ターケット方向へ弓が出ていく

感覚）が強いでしょう。今度は重心位置がピボッ

トポイントから前方にある分だけ、マッキニー・

スタイルの方がり'ノース時のシャープさは増すと

同時にそれはまた、エイミングからクリッカーを

鳴らす動作においても、Vバー・スタイルの安定

のイメージに対し流れをイメージし易くします。

このようにスタビライザーのセッティングは物

理的な効果だけではなく、アーチャーのシューテ

ィングイメージ全体に対して大きな影響を与えま

す。マッキニーは、エイミング中は安定感よりク

リッカーを鳴らすための流れをとくに重要と考え、

その延曇としてのリリースの瞬間においては弓が

まつすぐに勢いよく飛び出すことを好みます。そ

れに対しダレルは、エイミンク時の安定感を最重

点に考える傾向にあ')ます°そしてリリース時に

は、グリップと押し手全体で弓をターケ･ヅトに押

し込もうとします。

では、エイミング時の「安定感」とシューティ

ンク時の「弓の飛び､出し感」は|司じセッティング

＝毎T7
d

一 下

ローリング
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一ティングは完全に停止することのない人間が行

い、アウトドアでは風力可次ぐ場合もあるのです。

そうなると、アーチャーはリリースの瞬間にサイ

トピンをできるだけ10点に近づけなくてはなりま

せん。しかし、クIノッカーが鳴ったI瞬間にもしサ

イトピンが10点内になければ、アーチャーは本来

固定を求められる弓を瞬時にして動かす必要に迫

られます。これが「コントロール性」であり、本

来スタビライザーに求められる「安定」の要素と

は相反するものなのです。

ダレルは、アウトドアにおいてはマッキニー・

スタイルのスタビライザーを使うことからもわか

るように「コントロール性」を重視します。しか

し、外的条件に左右されないインドアにおいては

「安定」と「正確さ」を最優先に考え、スタビラ

イザーのセッティングを行います。これは彼自身

がインドア競技においては、「シューティングマ

シン」になることが可能だと考えているからにほ

かなりません。

スタビライザーの形態とは画一的なものではな

く、物理的効果とイメージを配嘘しながら、アー

チャーが使い易く当て易い重量や形態を選択し、

アレンジする必要があります。エイミンク時の安

定感か、シューティンク11寺の弓の飛び出し感か、

あるいはコントロール性か正確|生か。スタビライ

ザーで一番重要なのは、アーチャーカ遁具として

のスタビライザーに何を求めるかなのです。

のスタビライザーでは両立しないのか、というと

そうではありません。たとえばトリプル（3本）

スタビライザーにカウンターバランス（ハンドル

の手前下部に取り付ける重り）を取り付けた場合

を考えれば、どちらの感覚も満足できるレベルに

なるでしょう。また、Vバーやマッキニー・スタ

イルであっても、ロッドの長さや角度を工夫した

')、重量配分を考えることで両立は可能です。現

にダレルはマッキニー・スタイルのスタビライザ

ーを使うようになってからも、ダブルロッドを長

くし、ウエイトを増やすことで重心位置をグリッ

プに近付ける工夫をしています。さらに慣性モー

メント（肩への負荷）の増加を弓本体の総重量を

減らすことでカバーし、必要最小限の慣性モーメ

ントのなかで「コントロール性」の良いセッティ

ングを選んでいます。

「コントロール|釦について説明をするなら、

ダレルが1978年のラスベガス・シュートで一度だ

け使ったVバーの変形スタイルともHf-くるスタビ

ライザーの形態があります。ダレルによれば、こ

れはコンピュータ解析によって弓力環も不良振動

を起こしにくい（弓が動きにくい）セッティング

ということで考案されたもので、インドア競技の

判殊性（無風状態）から生まれたものです。

もしシュートするのがシューティングマシンで

あれば、方1句を決めボタンを押すだけで矢は10点

のまん中に飛んで行きます。しかし、実際のシュ
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僕はこれまでにf>1十Inlとなく試合の朝ダレルと

会っているのに、一度も彼がウォーミングアップ

やそれに類するような行動をとるのを兇たことが

ありません。それらしいものといえ(il唯一1976年

モントリオール・オリンピックの朝、チームメイ

トとフリスビーに興じることがあったぐらいです。

また、ダレルについてはそのトレーニングに関

しても話されることは稀です。それは彼のアーチ

ェリーが伝説のような扱いを受けているためかも

しれません。「卓球で集｢'1力の訓練をしている」

「モトクロスで体ﾉJと身体の平衡感覚を養ってい

る」といったことがまことしやかに語られるので

す。彼とは試合前、宿舎のホテルで卓球をしたこ

とがありますが、たしかに上手です。モトクロス

にしても、全米選手権て､は自宅からアローケース

をモーターサイクルに結び付けてj血って来たこと

もあり、彼がそれを趣味としていることは知って

います。しかし、ダレルのアーチェリーの背景に

ついてはほとんどtoられてはいません。そこで最

後のチャブターとして、彼の11から直接アーチェ

リーへの取り組み、練習、その考えそして最近の

'I括などを聞いてみることにしました。

1991年5ル↓日、それは第301"!クラクフtit界選

手権のアメリカ代表を決める'11内予選がヒュース

トン市でｲrわれる前週で､した｡ダﾚﾙが初めてⅢ

界選手権に参加したのは16歳、1973年。以来8mi

迎統ターケット世界選手権を綴験し、偉大な足跡

を鵬してきた彼が、前miのローザンヌIll界選手権

では初めてMlﾉ洞'選に敗れ代表の''1〈を手にするこ

とすらできない屈辱をI味わいました。あれから2

年、34歳のダレル・ベイスが再び､「世界_｣への挑

戦を試みているのです。

'4
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ようと思っているんだ。僕の場合、

準備といっても巳～B日というとこ

ろで、何か月もトレーニングに費す

といったことはないし、実際ここ数

か月はトレーニングはしていない。

シューティングの経験が多くなると、

ビギナーのように長い準備期間は必

要ではないんだ。

亀井準備期間や練習量が減る理由

はなんだろう。

ダレル僕がアーチェリーを始めた

ころはたくさんのシューティング､を

こなしていたよ。毎日、それも1日

中射っていた。でも、それでもすべ

てを習得するのは無理だった。しか

し、いまでは自分の悪いクセや素晴

らしい技術を思い出しながらシュー

ティンク､することでフォームやイメ

ージ、そしてメンタルゲームを習得

できるようになったんだ。つまり、

肉体的なトレーニングを基礎に、後

は素晴らしいシューティング．を目指

すための「量」ではなく、｢質」の調

整で十分になったということだ。

また仕事をもっているという面で

も昔とは違う。学生時代は何の責任

もなかったし、ただ学校へ行き、家

へ帰っては弓を射っていればよかっ

た。でも年をとれば家庭をもち、生

活をしていかなければならないんだ

から、何日も何週間も練習ができな

いことだってある。だから、逆にい

えばいつを練習の時間にあてるのが

効果的かを考えなくちゃいけない。

亀井じゃ、いまのようになる以前、

源庁でラジオエレクトロニクスの仕

事をしている。朝の巳時から夕方5

時まで、そして通勤に車で片道1時

間はかかってしまう。忙しいときに

は家へ帰るのが夜中になってしまう

ことだってあるんだ。それに仕事の

内容は肉体的にとても八一ドだし、

いまはスーパーバイザー（主任）と

しての立場上、精神的にもプレッシ

ャーは大きい。

亀井そんな忙しい生活のなかで日

日後にはヒューストンの選考会に出

発するわけだけど、この1週間の具

体的なコンディショニングというが

練習の中身を教えてもらえるかい。

ダレル先週はインドアシーズン最

後の大会があって、その後は射って

いないけど、選考会前は1週間に5

日間を練習にあてようと考えている曇

具体的には明日ぐらいから準備をし

ダレルは今回の僕の訪|川を快くツ｜

き受けてくれました。とはいっても、

お互いアーチェリーを仕事にしてい

るわけて､はな〈、双方とも忙しいな

かて．のやI)(I)て､す。会ってi活を川

き、一緒に練習をするという了解は

取れても、詳しい日程や細部のスケ

ジュールについては、まったく未定

のままでの川発になってしまいまし

た。とt)あえずは飛行機の便橘とホ

テルだけを一ﾉﾉ的に伝えての渡米て

す。そんな不安な旅て．したが、ダレ

ルは笑顔で､シンシナティ国際空港ま

て．出迎えに来てくれていました。2

年Iijのヤマハカッフ．以来の再会で､す綴．

亀井いまの生活はどうなんだろう。

仕事は同じかな？

ダレル仕事は変わっていない。以

前と同じようにオハイオ州の天然資

やpL今｡
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たとえば1975年に初めて世界チャン

ピオンになったころはどうだったん

だろう。

ダレル違いははっきりとあるよ。

若いころはすごい練習量だった。学

校を卒業したころは弓を射つ以外に

は何もしていなかった。平日は最低

B時間、週末には10～12時間、とく

に土曜日なんかは日の出から日没ま

で射ってたよ。どんなスポーツでも

同じだろうけど、アーチェリーのシ

ューティング､を自動的にやれるよう

になるまでには、何千射もの矢と多

くの時間を注ぎ込まなければいけな

い。僕の場合も高校のときは毎日学

校が終わってS時30分ころから日没

の日時ころまで射っていたし、それ

だけの練習のおかげで早く上達でき

た。いまではすでに、身体がシュー

ティング．のために自動的に機能する

ようになっていて、昔のように多く

の練習をする必要はなくなっている。

亀井そういったシューティングが

自動化するということについて、も

う少し説明してくれないか。

ダレルアーチェリーを始めて数年

のころは、アンカーがちゃんと入っ

ているかとか、ヒジが緩んではいな

いかとか細かなことに注意を払わな

くてはいけなかったし、それはエイ

ミングやリリースに対しても神経を

集中していたのと同じことだ。知っ

てると思うけど、僕は昔アンカーに

入るとき、アンカーポイントを確認

しようと頭を動かしたり無駄な動作

があった。しかし、いまはまつすぐ

にアンカリング．をしている。このよ

うに5年､S年とアーチェリーを続け

ていると、自動的にそれも無意識に

同じ位置、同じ形で弓が射てるよう

になってくる。ときどきすごく調子

のいいときなんかは、身体が音楽み

たいなリズムをもって、自動的とい

うよりもっと速いテンポで動き出す

ときがあるんだ。それは決して急い

でやろうとしているんじゃなくて、

そういうリズムなんだ。良いシュー

ティンクができるというのは､良い

練習ができているということで、速

く射てるというときは無意識に身体

が動いている。そんなときは次の矢

を射つことなんて考える必要もない。

ただリリースして、その矢を確認し

たら、次の矢を射つ。すべてが無意

識に自動的にできる。ただそれだけ

のことさ・

亀井その感覚は僕にもすごくよく

理解できるんだけど、これからの若

いアーチャーに対して、そうなるま

でに何をするべきかを教えてもらえ

るかな。

ダレルまず若い人にいえることは、

たっぷりと時間を注ぎ込まなければ

ならないということ。とくに初めの

B～7年はアーチェリーに100％没頭

しなければいけないと思うよ。そう

なるとパーティーに出かけたり、飲

みに行ったりという青春時代は僕ら

のようになくなってしまうけどね

（笑）。みんなが遊んでいるときに

同じように遊べないことは辛いこと

だけど、それはそれで多くのことを

自分に教えてくれるし成長もしてい

くものさ。そして、それを乗り越え

さえすれば、その後は若いときほど

たくさんの練習やトレーニングは必

要でなくなり、もっと簡単に上手に

すべてができるようになる。だから、

自動的に弓が射てるようになるまで

は一生懸命に練習とトレーニングに

励むことだね。若い人への提案とし

てあえて数字で表すなら、平日には

B時間、週末には10～12時間、そし

て日曜日に試合があれば1日中はア

ーチェリーに費すべきだと思うよ。

ﾀﾞﾚﾙは2年前のｲﾝﾀウｭｰで

僕の岐後の質Ⅲへのひとつの回答と

して、昨年、ハミルトン市コンベア

ドライブ(二座で90mが射てる念l頓の

自宅を手(二入れていました。そこで

彼は愛妻ベスと13か月になる最愛の
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息子ダグ、そして犬のブレディーと

一緒に弊らしていました。ガレージ

には車が3台、趣味のモーターサイ

クルが2台、オハイオ州ハミルトン

ては決して立派でも裕福でもない幕

らして職すが、彼がそれまて､に住んて

いた庭もないモービルハウスと比べ

ればやっと人並みの、そして世界チ

ャンピオンらしい生活を手に入れた

という感じて陰す。

亀井1976年ごろには部屋にところ

狭しとトロフィーが飾られていたよ

うだけど、この家のどこを見渡して

もアーチェリーのトロフィーが見当

たらないけど、どうしたんだい。

ダレルあの当時、僕はまだ父の家

に住んでいた。だから、あれは息子

を誇りに思う父の趣味だったんだ。

でも僕は違う。たくさんのトロフィ

－やメダルも全部ダンボール箱に入

って地下室のなかさ・

亀井その地下室にしまってある多

くの栄光のなかで、最も苦戦したと

思う試合はどれだろう。

ダレルすべてだ。すべての試合が

僕にとっては苦しいものだったよ。

亀井じゃ、いままででもっとも印

象に残る試合はどうだろう。

ダレルこれもすべてだ。この答え

が短すぎるのはよくわかっているけ

ど、やはり僕にとってはどの試合に

も価値があり意味があるんだ。クラ

ブの試合であれ、オリンピックや世

界大会であっても、すべてにそれぞ

れ価値があるんだ。常により良い結

果を求めて、僕はシュートしてきたc

プレッシャーさえ自分の味方にし、

そして大きいプレッシャーがあれば

優れたシュートでそれを乗り越えて

きたんだ。だから、みんな思い出が

あり、試合の数だけ楽しみとプレッ

シャーがあるんだ。

亀井それじゃ、至福の瞬間はどう

だろう。

ダレルそれもひとつに限ることは

できないよ。だって、たくさんある

もの。初めて試合に勝ったとき。州

のチャンピオンになったとき。全米

選手権に勝ったとき、世界選手権の

代表に選ばれたとき。初めて自分の

世界記録を破ったとき。自己最高を

記録したとき。フィールドの世界チ

ャンピオンになったとき。

でも、仮にいままでで最もエキサ

イティングな試合という質問なら、

僕は迷わず1976年の最初に出たオリ

ンピックと1984年のオリンピックと

答えるね。だって、いくら望んでも

多くの人が何度も与えられる機会じ

ゃないし、それぞれが幸せすぎる瞬

間だから。そりや、僕の初めての子

どもが生まれたときはそれ以上に感

激したよ。みんな人生において忘れ

難い出来事だね。

亀井そんな素敵な試合に向けての

練習について、具体的に話してもら

えるかな。たとえば、シューティン

グ､のときに何か注意しているような

ことはあるかい。

ダレル他人とトレーニング､の時間

をもつことも、自分自身で練習する

ことも非常に良いことだと思う。そ

こでその内容だけど、練習では5点

を射とうが4点を射とうが、そんな
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ことは大して重大なことじゃない。

大事なのはグルーピングを見ること

さ・たとえば僕は弓具の調整を90m

でするんだけど、そのとき何をすべ

きかを理解していないと正しい練習

にならない。ゴールドに矢が飛んで

も5点より外側に矢がいっても、そ

んなことどうでもいい。練習なんだ

からね。たとえ僕と一緒に射ってい

ても、僕のスコアに対してシュート

する必要もなければ、僕が何のため

のシュートをしているかを真似る必

要もない。調整やテストのための練

習は、試合で射つのとはまったく違

うものであって、それができていれ

ば試合ではさらに良い点数が出るは

ずだからね。

シューティング練習の時間には、

僕はいつも何が悪いのかを見つける

ために常にテスト中ということにな

るね。たとえばフックの場合、タブ

の位置をストリングに対してほんの

少し下にずらして射ってみるとする。

矢はターゲット上でいままでより下

に的中するだる・そのことがわかっ

ていれば、それが何点かはどうでも

よいことさ･ともかく練習において

は、矢が何点に的中しているかに執

着する必要なんかないんだ。

亀井ということは、練習ではシュ

ーティングライン上でのフォームの

確認と、その詰果としてのターゲッ

ト上でのグルーピングの大きさとそ

の位置の確認が最も重要ということ

になるのかな。

ダレルそのとおりだ。そのために

も時間のある限り自分ひとりで練習

するべきだし、そんななかでときに

は友達と一緒に練習する機会をもっ

のも大切なことだと思うよ。僕もと

きどき友達とコーラや食事を賭けて、

グランドラウンドでシューティング

したりするんだ。コーラのための試

合なんだけど、楽しみがあるから競

うってことで、すごくよい練習にな

るよ。

何のために練習しているのかとい

う意識をもつことは大切だし、絶対

に必要だね。テストの成果もわかる

し、何かのために射つという状態は、

それまでとは違ったグルーピング‘を

生む。すると、それはどうしてなの

かを考えられるだる･

またもうひとつ、僕の練習法の特

徴と言えるのがB本の矢を射っても

すぐに矢取りにはいかないこと。s

本が嫌いだったら､5本でも7本でも

いい。あるいはクイーバーにある矢

を全部射つのさoB本でなければス

コアを気にする必要なんて、これっ

ぽっちもないし、多くの矢を射てば

より正確な自分のグルーピングを見

ることができるからね。10本でも20

本でも、たくさんの矢を自動的に射

つ。シューティングラインから離れ

ずに、そこから矢がどこへ行くのか

を見ながら、とにかく自動的に射つ。

それが僕のやり方であり、僕流のシ

ューティング．練習なのさo試合では

スコアを考えるけど、それ以外では

まったくスコアのことは考えない。

亀井それに対して、試合で注意し

なければならないことは何だろう。

ダレル日本にもたくさんいると思

うけど、大きな試合で優勝したのに

次の試合では全然当たらないアーチ

ヤーがいるだる・天候も条件も同じ

なのに前とは違う。オリンピックで

もローカル大会でも同じなんだけど、

それは一度優勝しチャンピオンにな

った後の試合というのは巳っのプレ

ッシャーがあるからなんだ。「あい

つが、この前のチャンピオンだぜ」

「きっと今度も良い点数で優勝する

ぜ」って、たくさんの人がプレッシ

ャーをかけてくる。それに対して本

人も「一度良い結果を出したんだか

ら、今度もそうあるべきだ」と思い

込んでしまう。でも、たとえ前の結

果がどんなに素晴らしいものであっ

ても、「過去の出来事」というのは

愛妻ベス、最愛の息子ダグ、そして家

族の一員、犬のブレディーと。
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引きずってはいけないんだよ。

たとえば、自分のなかにひとつの

ゴールを決める。それはオリンピッ

クでも世界選手権でも何でもいい。

そして、勝利なり目的を果たすとす

るだる・そこまでだって、簡単な道

のりでは決してないわけだけど、そ

の勝利を手にしてから後も勝ち続け

るためには、再び新しいゴールを自

分自身のなかに作らなければならな

いわけだよ。そのときに昔を考えて

いても仕方がない。過去のことなん

てみんな忘れて、先の新しい目標に

向かって努力するしかないんだ。

亀井僕も同感だ。外れた矢は元に

は戻らないし、それを考えていても

決して好結果は導き出されないから

ね。

ダレルそうなんだ。考えなければ

ならないのはいつも先のことで、過

去のことであってはいけないんだ。

先週の試合のことは忘れること。そ

してもうひとつ、僕が試合において

考えていることを教えよう。それは

､､winningthegame"とい言い

方を僕が嫌いなことさ･僕は試合に勝

つというより､良いシュートをして他

の選手を引き離すって考えが好きな

んだ。要するに、試合に出場するの

は勝つためでも負けるためでもない

ってこと。たとえば試合ですごくう

まいシューテイングができるとする

よね。すると「この試合は勝ってや

る。絶対勝つんだ。だから、うまく

射たないと」って意気込んでしまう曇

でも、もうその瞬間から自分で自分

に余計なプレッシャーをかけてしま

っているんだ。1976年のオリンピッ

クでは｢負けるってことはないんだ」

と毎日毎日ずっとそう自分に言い間

影
陣､；

堰

2，

7

Lf

M

r

「僕は他人が考えているほど弓具に対して神経質じゃない。でもそ

れはチューニングに対して何をしなければならないかを熟知してい

るからさ」

かせていた。そのおかげで、プレッ

シャーを感じることなくシュートで

きた。僕がすることは「さらにうま

く、いまよりさらに良いシュート、

さらに良い点数を射とう」というこ

とだけ。もっと上へ、もっと上へと

S本ごとに、そのどの1本に対して

も心がけるんだ。仮にどれかを失敗

したって、次にうまく射てばいい。

優勝するまでは何が起こるか、だれ

にもわからないだろ、結果が出るま

ではどんな点数であっても完全じゃ

ないんだ。

亀井それはたとえば1979年に射っ

た1341点のときもそうだったのかい。

ダレルどんな小さな記録であって

も同じことだけど、あのときも「素

晴らしい点数ですね」って言われた

んだ。それに対して僕は「まあ。も

う少しいいはずだったのに」って答

えてしまったんだ（笑い）。悪い点

なんてもちろん1本もなかったけど、

でも90mでBを射ったし、70mでも

たしか7と日を何本か射った。それ

らはSであるべきだし、Sも本来は

日になるべきだと思うわけさ。そう

すれば、もう少しいい点数だったの

にって、ね。でも、それも過去の出

来事で、忘れることさ･

ダレルは5月5日の朝、2月3日

のラスベガス・シュートでジェイ・

ベースを敗り劇的な優勝を果たした

ときの、インドア用にチューニンクﾞ

された弓を取り出したのて､す。70イ
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ンチ39ポンド（表示）の弓からグリ

ップ･を外し、68インチ44ポンドのア

ウトドア用の弓に取り付け、そして

13インチのロングエクステンション

<二換えて新しいサイトを取り付け、

クッションフ･ランジャーも新い、も

のに換えました。それだけて､はあり

ません。その後で、矢を作り出したの

です。XX75-2114へビーポイント

のインドアの矢の焚さに合わせてA/C/

El70をカットし、カーポンアローのこ

のサイズにしてはへピーポイントと

呼んで差し支えない115ク．レインのポ

イントを取り付け、ヴェインを貼っ

たので､した。

りする特別の機会だとそうもいかな

いようだ。でも、心配はいらないよ霊

（実はこの日夕翁レルは数十本のシュ

ーティンク守中、2度う。ランジャーの

硬さを調節しただけで翌日は一度も

弓に触らずヒューストンに向かいま

した）

亀井僕には理解できるけど、若い

アーチャーが誤解をしないようにも

う少し説明を加えてくれるかい。

ダレル多分、アベレージのアーチ

ャーにはストリング八イトをどうす

るとか、プランジャーをどのように

セットするといった作業にSか月は

必要だと思う。でも、僕にはB本の

矢を射つだけでプランジャーをどれ

だけ動かせばいいかが的確に判断で

きる。それは、何年もの間に何千本

もの矢を射って習得できたことなん

繕
ノーo

1983年だったかな、僕はある所で

試合の前にデモンストレーションを

頼まれてね。それで、僕はその場所

に新しい八ンドルとリムを送ってく

れるように手配した。チューニング、

で何をすべきかを熟知していれば、

それをすることで何点を記録できる

のか、そして最低でもそのためにど

れくらいの時間が必要なのかを教え

てあげるためにね。そして、みんな

の集まっている前で送られてきた郵

便の箱を開き、弓を組み立て、ノッ

キングポイントを付け、レストを貼

って、サイトを取り付け…で、まず

30mをB本射った。次に5Dmを巳本、

70mをS本、そして、たしか90mを

5本打った。13本を射ったすべて完

了。あとは弓をケースにしまって、

翌日は試合。僕はそのとき1308点を

記録した。当時にしたら決して悪い

点数じゃないよ。それを練習矢13射

で出したんだ。

アベレージのアーチャーに「ぜひ

やってみてください」なんて言えな

いし、いま同じことは僕にもできな

いかもしれない。でも、当たってい

るときってそんなものだし、やるべ

きことはいまでも知っているつもり

さ。

亀井じゃ、今日のシューティング

の目的というか、テーマは何だった

んだろう。

ダレル自分を静かに落ち着かせる、

リラックスした状態に置くことかな。

現在のグルーピングはわかったし、

あとは明日細かいところは調整する。

今日のところまではまったく問題は

ないよ。メンタルコンディションだ

って上々だし、フォームもフォロー

スルーを含めすべてうまくいってる。

サイトピンだって10点の真ん中にあ

る。

僕だって、いままでにひどいシュ

ートをしたことはあるよ。10に当た

るべきところが日にしか行かない。

70mでもgは悪くはないけど、でも

10へ行くはずなのに、10にはちっと

も行ってくれない。問題はクリッカ

ーの瞬間のサイトピンの位置にあっ

て、リリースの瞬間にサイトピンが

亀井いくら先週がインドアの試合

だといっても、大事な選考会を前に

してあまりにも準備が遅すぎはしな

いのかい。

ダレル1年間のなかにはインドア

のシーズンとアウトドアのシーズン

がある。そしてそれらは一時期重な

っているわけだけど、僕にとっては

ちょうどこれからがアウトドアの本

格的なシーズンというわけさ。

僕は他人が思っているほど弓具に

対しては神経質じゃないし、自分が

何をしなければならないかをよく知

っているつもりさ･だから、この1

週間であれば、今日、明日が弓具の

チューニングで、火．水曜日にヒュ

ーストンで選考会への最後の調整を

すればいい。ま、そう考えているん

だけど、今回のように撮影が入った
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ダレル僕の家族は幸いにしてみん

なスポーツマンなんだ。父は僕に比

べてゴルフがずっと上手だし、兄だ

ってボーリング噸の腕は相当のものさ。

だから僕はいつも今日こそは負かし

てやろうと張り切るわけなんだ、あ

きらめるのが嫌いな性格だからね。

ゴルフでもボーリングでも卓球でも、

どんなスポーツでも自分より少し上

手な人とプレーすることで、より良

いプレーのあり方みたいなものが学

べる。ひとりでゲームをうまくする

ことを学ぶって難しいだる・

亀井さっき撮影の最後に裸になっ

て背中の筋肉を見せてくれたけど、

あれを維持するのにウエイトトレー

ニング､や特別の何かをしてるのかい。

ダレル僕のフォームはすべてシュ

ーティングによって造られたものだ。

僕はウエイトリフティング､のような

トレーニングはしない。しかし、僕

はアーチェリー以外のたくさんのこ

とをやってきている。たとえば､い

まの仕事もそうなんだ。毎日数IDm

もの高さのある鉄塔に登らなければ

ならない。山のなかにある落雷で壊

れたアンテナを修理するんだ。そん

なことからも巳つのことが学べる。

ひとつはミスは許されないというこ

と。些細なミスも死につながるから

ね。そして、もうひとつは肉体的訓

練さ･日本も同じだと思うけど、ビ

ジネスマンやデスクワークの人は1

日中座りっぱなしだろ。それに対し

て僕の仕事はすごく疲れるけど、フ

そんな剛宿りをしているとき、ダレ

ルがレミントン社の散弾銃を持ち出

してきてI廷へ飛んで来る烏を撃ち出

したのて､す。そして、そうこう遊ん

で繕いるうちに散弾銃は22口従ロング

ライフルでの空ｲi;'蝶ちに変わり、最

後は特注のスコープ。付ハンティング

ライフルまで持ちlI11してくる始末で

す。それにしても、ダレルは多趣味

であると|向1時に多才て鏑す｡がﾚｰｼ

にはISOOaoビック．マシンがあり、家

の屋根には短波からFMまで飛ばせ

るアンテナが何本も立っています。

また、この日夕食の後、友人のダグ

・ブラザース(1971年Ill-界フィール

ドチャンピオン）一家と一緒に1j･ゐ

たボーリングて､は､タ響レルが221点の

好スコアをマーク、だれも彼に歯が

立たなかったことをつけ〃||えておき

ます。

g点を狙っていたんだo9を狙って

いれば9点にしか行かないからね。

亀井そんなエイミングに天候は影

響するのかな。今日は小雨まじりの

嫌な天気だけど。

ダレル今日は撮影があったからい

い写真が撮れるように心配したけど、

アーチェリーのときには天気のこと

は考えない。常にとは言い切れない

けど、たとえ雨が降っていてもr降

っていない」って、自分に言い聞か

せることはできる。現に今日なんか

は降ってるとは意識しないでいられ

るよ。ただ1985年のソウル世界選手

権ぐらいにひどい天候になると無理

だね。落ち込んでもくるし、降って

ないと思い込むのは難しいね。

この日は雨がやんだらガレージか

ら外に出るといった繰り返して､した“

I猷訂

玩
隼

溌譲 §蕊譲
勺

卜‘卿

鍵
》
‐
』
ｑ

守
田
知

席
墨
垂

霧

'48



■
第
帽
章
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

イジカルシェイブにすごくいいんだ。

常に非常に強い足腰と腕の力を要求

される。知ってのとおり、シューテ

ィングには足腰の強さが大切だし、

トップシューターと呼ばれる連中の

すべては強い足腰をもっているだる･

若いころは自転車に乗ることで脚

の筋力が鍛えられたし、いまはモー

ターサイクルに乗っている。昔はモ

トクロスもよくやったし、あれなん

かはフィットネスにとっては最も優

れた競技に入るんじゃないかな。す

べての指、ヒジ、腕をどのように上

手に動かすか、また肩や尻、脚に常

に注意を払ってバランスをとらなけ

ればいけない。そして、すべての動

作にかなりの筋力と持久力を要求さ

れるからね。

亀井ところで、僕はこれまで何度

も試合で会っているけど、一度も準

備運動をするのを見たことがない。

たとえばマッキニーがシャワーでウ

オーミング.アップをするように、何

かやっているのかい。

ダレルアーチェリーは単なる娯楽

のように思われる側面があるけど、

実はれっきとしたスポーツだし、競

技だよ。だから、僕は試合場に行く

前に、必ずストレッチングをやって

いる。

亀井そのようにしてトレーニング

を重ねて作り上げていくアーチェリ

ーだけど、僕の意識のなかにある最

高点は1360点までで、1400点は想像

の点数にしかすぎないんだ。それで、

まず1340点という壁を越えるにはど

うすればいいだろう。

ダレル僕が射てるのも1350～1360

点で、たしかに1400点はその先には

あるけど、実際にそれを出すには多

くの時間が必要だし、そのときには

僕の時代ではないのかもしれない。

昔、ウイリアムスの1268点の世界

記録はとてつもないスコアだった。

みんなはそれを越えるのが不可能の

ように考えていた。でも僕はいつか

きっと破れると確信してたんだ。

rできない」と言われるのがいやな

んだ。多分いまアーチェリーを始め

る人には1268点なんて意識にないだ

ろう。1300点あるいは1340点をだそ

うと努力するわけさ。でも仮に、そ

んなビギナーやアベレージのアーチ

ャーが1350点をだせば、1350点はい

ままでとは違ったスコアとしてすべ

てのアーチャーに受け入れられてし

まう。でも、わかっておいてほしい

のは、僕が若いころに意識していた

のは時代の限界としての最高点だっ

たんだ。それがいまでは、限界どこ

ろかだれでも手の届く点数になって

いる。だから若いアーチヤーは、い

ろいろと険しい道は続くかもしれな

いけど、これから自分のスタイルを

変えたりして、いま以上の自分を造

り上げていくことは可能だと思う。

結局のところ、僕もいつかは1350点

を射つよ。

亀井そのためには実際に何が必要

かな。

ダレル毎日みっちりと練習できる

期間として巳年。そして生活をすべ

て支えてくれる経済的社会的保証。

だって練習している間、働けないだ

ろう。他にも家族への責任、すべて

が健康であるという状態。これらの

条件すべてとトレーニング。全部が

必要だと思うよ。

亀井でも、たとえそれがすべて満

たされたとしても、ダレルのような

偉大なチャンピオンになるには別の

何かがあるんじゃないかな。

ダレルカメイ、君のジャケットの

背中に｢Archeryismylife｣って

刺繍がしてあるけど、たとえばそれ

も巳つの意味にとれると思うんだ。

ひとつは趣味としての楽しみのため

のアーチェリー。もうひとつはチャ

ンピオンになるために、人生におい

て、すべてのことにおいてアーチェ

リーがその中心になっている場合。

僕も君もすでに人生のなかで－度は
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経験しているだる･僕にとっても、

そのことはいまでも大切で大きなテ

ーマなんだ。ともかく、アーチェリ

ーに自分を捧げることだね。それに

は時間もお金も必要だけど。

亀井ところで、いままでに本気で

アーチェリーをやめようと思ったこ

とってあるかい。

ダレルよく考えるよ。マンガに出

てくるように天使と悪魔が僕の肩の

上で話すんだ。天使が「やめちゃだ

めよ･射つのよ・だめよ、やめちゃ｣蜜

すると悪魔が「やめちまえ。早くや

めた方がいいに決まってる」って。

この繰り返しさ。たとえば1980年、

アメリカがボイコットしたモスクワ

・オリンピックの年、僕は本気でア

ーチェリーをやめようと思ったんだ。

全米選手権で弓を片付けた後、とに

かくすごい落ち込みだった。次のう

スベガス・シュートも出る気にもな

らなかった。だから何か違うことを

してみる必要もあったし、コンパウ

ンドボウも射ってみた。実際、いく

つかの試合にも出てみたしね。それ

が結構楽しかったりして、また弓を

やろうと思い始めたんだ。僕にとっ

てオリンピックはその1回1回が何

にも代えられないものだし、次の1号

84年に本気で出場したいと意識しだ

すのに巳年ほどかかったよ。

でも、ほんとは僕はアーチェリー

をやめたくないんだ。だって、まだ

まだいいシュートができる自信があ

るし、いまでも試合に勝つことだう

て、代表に選ばれることだってでき

るしね。そしてアーチェリーを長く

やってると、とても当たる時期があ

って、そういうときには射つ矢すべ

てがいいシュートで、失敗すること

もなければ、自分がわずらわされる

こともないんだ。

今回の訪mi中に、もし時間があれ

ばぜひ行ってみたかった場所があり

ました。それは彼が育ったハミルト

ン市にある「ダレル．ペイスパー

ク」て､､す。1989年、彼の住むハミル

|､ン市はダレルが獲得した2mのゴ

ールドメダルとソウルで鴎のアメリカ

男子チームに贈られたシルバーメダ

ルを称えて、この公|世lを造りました。

広さは約7エーカー（8,600坪)、ブ

ランコや遊戯施1没のある市民の憩L，

の広場です。アメリカでこのような

個人の名を冠した公共の場を自治体

が提供することは稀て､あると同時に、

仙人にとっても大変橘誉なことて．す。

5月6日、ダレルは自宅から車て"10

分ほどのこの場所に、お気に入りの

アーチストというフィル・コリンズ

のCDをかけながら’快く案内してく

れました。

亀井以前、インタビューで「オリ

ンピックに圧勝できる理由として、

オリンピックが自分にとっては世界

選手権以上にプレッシャーの大きい

大会であり、そのためオリンピック

に向けての気持ちの準備を1年も前

からもっていく。それに対して世界

選手権では大会B日前でも気持ちの

整理ができていない」と答えていた

けど、オリンピックはそんなにも特

別な大会かい。
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ダレルどんな試合でも違いはない。

でも、オリンピックだけはアーチェ

リーの世界以外への影響力や世間の

人たちの認識などを考えたとき、や

はり僕のなかでは特別な試合だと思

っている。おそらく、そこでのプレ

ッシャーは他のどの試合のものとも

別だと思う。

たとえば、マスコミはオリンピッ

クが近づくと僕が射ってるビデオを

作りたいものだから、わざわざ僕の

家まで来て、巳時間ずっと撮り続け

る。先々週の火曜日なんかは僕は自

分の練習をしたいのに、そのおかげ

でダメになってしまった。彼らが欲

しがっているのは練習風景ではなく、

お祭りなんだ。90mのシューティン

グが何であるかじやなく、単に矢が

ゴールドに何本も当たるのを見たい

わけさ。そこで、僕は彼らの希望に

合わせて30mとSOmで射ってやった。

亀井オリンピックになると思うよ

うにはすべてが運ばないのはわかる

けど、来年のオリンピックに向けて

の準備、コンディショニングはすで

に始まっているのかな。

ダレルシューティング．とメンタル

トレーニングは別のものと考える必

要があると思うんだ。そして、この

巳つを試合の巳～S週間前に統合さ

せるようにしている。それらは自信

と成功に大きく結びつくことだる･

メンタルトレーニングは弓を持っ

ているときにしかできないかと言え

ば、厳密には違うと思う。メンタル

トレーニングはあくまで弓を持って

いないときにするものであって、三

を持っているときは、すべてがフィ

ジカルトレーニング､なんだ。たとえ

ば、練習中に「試合で困らないよう

に」とか「これはオリンピックのた

めの練習なんだ」と自分に言い聞か

せるのは、僕にはフィジカルトレー

ニングだ。僕の場合は、ゴールドメ

ダルを獲得するために、常にすべて

が理想的な状態になるような努力を

している。試合の数か月前から生活

面すべてにおいて節制し、欠点や不

安に神経を尖らせることはせず、勝

利のことだけを考えるんだ。これが

僕のメンタルトレーニングさ。

といっても、オリンピックに向け

てメンタルトレーニングをいつから

始めるなんて答えはできない。ロサ

ンゼルスを例にとると、あの1984年

は僕にとっての素晴らしい年のひと

つで、もう二度とこないんじゃない

かと実際に思うんだけど、あの年は

巳月のラスベガス・シュートのころ

からオリンピックのことを強く意識

し始めていたことは事実だけどね。

亀井フィジカルなトレーニング、

あるいはシューティングについては

どうだろう。

ダレル今年よりも多くの量を来年

はこなしていくと思う。いまはマイ

ペースでいってるけど、来年は時期

的にもいまより早い時期から取り組

むだろうね。たとえばインドアとア

ウトドアでは弓や矢がまったく違う

わけだけど、来年はその巳種類の弓

具を準備万端整えて、インドアでも

アウトドアでもすぐに射てる状態を

作っておきたいと思ってるんだ。イ

ンドアシーズン中にすでにアウトド

アの試合で戦う準備ができてるって

状態を作り上げたいんだ。

亀井嫌な質問をするけど、オリン

ピックもそうだけど、グ.ランドラウ

ンドが導入されてから夕．レル・ペイ

スは一度も世界を制していない。そ

れについてどう思っているのかな。

ダレルとても難しい質問だね。ま

ずク､ランドラウンドとは別に弓具の

変化がある。とくにカーボンアロー

はスコアを均一化させてしまった。

僕がいままで勝ってこられたのは、

ひどい天候のなかでどのくらいエイ

ムオフすればいいのか、あるいはシ

ューティング､フォームやタイミング

のことなどに関し熟知していたって

ことなどが大きな利点だった。

一
巡

-唾姑P

丸興
心r－司

■

’二
、
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一

、

｢ダグ・ブラザース(後列左)とは、家族

ぐるみのつき合いをしている」
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う。ゲームに心理的要素が含まれる

のは知っている。昨日も言ったよう

に、ひたすらポイントを上げていく

のがいままでの僕のやり方だけど、

グランドラウンドの場合ゲームの流

れが速く、常に順位が入れ替わって

いくから、ゲーム全体が見えにくく

なっているからね。いまは「ベスト

を尽くしてシュートしてください」

としか言えないよ。それと、何より

もまず正しく射つ技術を身につける

ことだね。

亀井たしかに、あの1341点が破ら

れた背景にはカーボンアローとグラ

ンドラウンドという巳つの変革があ

ることは忘れてはならないんだけど、

現在世界記録が次々に塗り替えられ

ている場面がすべてFITAラウン

ウドではなくグランドラウンドだと

いう事実についての意見も聞かせて

もらえるかな。

ダレルそれも難しい質問だ。形式

が違えば記録も違う。だから、どち

らが簡単でどちらが難しいとは言い

たくないんだ。矢を射つこと、距離

があることには変わりがないからね。

ただひとつの意見としては、90mに

立ったとき、大きな違いが出てくる垂

g本射つだけなら風に吹かれること

も少ないけれど、36本ということに

なると、どれかは風に吹かれちゃう曇

それは心理的プレッシャーにもなる気

そして、もうひとつ。さっきも言っ

たように、FITAラウンドなら90m

で300とか305を射てば、最後には何

亀井それはグランドラウンドがい

ままでのFITAラウンドとはまった

く違うものということかな。もしそ

うだとするなら、それに対しての何

かアドバイスはあるかい。

ダレルいまの優れたアーチャーた

ち、たとえば韓国の若い選手たちは

10年前には我々の前にはいなかった

し、ジェイ・バースもそうだね。ジ

ェイなどは新しいタイプのアーチャ

ーのひとりだと思う。彼は僕らと違

ってまったく違うやり方、新しいや

り方ができるアーチャーだよ。

実は僕もまだアドバイスできるよ

うな十分な段階には達していないん

だ。以前ほどにグランドラウンドに

わずらうことは徐々になくなってき

たけど、ともかくB本ごとのシュー

ティングにもっと集中し、コンディ

ションを持続することが必要だと思

いま射っても昔と同じ点数は出せる

と思うけれど、いまは良いシューテ

ィングができなくても良いスコアを

生んでしまう。カーボンアローは優

れたアーチャーを生んだだけでなく、

悪い勝利も与えてしまったんだ。

そしてグランドラウンドについて

は､僕は20年間FITAラウンドでや

ってきたんだ。トータルスコアとい

う形式でね。それに比べてグランド

ラウンドはいままでの1試合のとこ

ろをS試合でしなくちゃいけない。

チャンスを作ってくれる要素も違っ

てくるし､FITAラウンドとは異な

るプレッシャーも出てくる。だから

当然グランドラウンドになれば、変

化が要求される。とくに心理的な面

ではいままでとは違って何かを削除

し、なおかつうまくやらなくちゃい

けない。

一
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点になるかがいつも実感できるけど、

グランドラウンドでは1パスト（一

周り）で320だろ｡終わって初めて全

体の点数が見えるんだ。具体的には

1バストを330点にプラスS～10点

で僕の記録は破れるんだけど、それ

は4周して初めてわかることなんだo

だから、ともかくグ．ランドラウンド

は決してあきらめないことだ。

新しい時代が始まるような予感がす

るので､す。ともかく幸せそうな彼て‐

した。

を毎回決めるのは不可能だろ。アー

チェリーもすべての矢をゴールドに

当てるのは不可能なんだ。そして、

ゴルファーはその不可能をいつか可

能にしようと思ってプレイしてるん

じゃないかな。アーチェリーだって

同じことだよ。一昨日の練習で僕は

10点を射つただろ。僕の感じではほ

とんどパーフェクトだと思ってる。

サイトピンは10点の真ん中、クリッ

カーも速く鳴って、シュート。もう

これはほとんどパーフェクトだよ。

いままでだれもしなかった、できな

かったことを追い続けること、常に

ね。それが僕をアーチェリーに向か

わせるものかもしれない。

そのためには常にそれを思い描く

ことだね。たとえば1984年、練習そ

してオリンピックで僕が心がけてい

たことがある。悪いシュートはあり

得ない、雨なんか降らない、矢が外

れることなんてないってずっと言い

グ亀井15年前の全米選手権で僕のク

イーバーから勝手に矢を抜き取った

ことを覚えているかい？

ダレルよく覚えているよ。あのこ

ろ僕は試合場では試合のことにしか

集中できなかった。試合場を出れば

そうでもなかったんだけど、そんな

わけで多くの誤解を受けたのも事実

だと思う。あのときも矢のクレスト

がシールで貼ってあるのか、シャフ

トに直接書かれたものなのか知りた

くて見にいった｡それが｢閉nted'lj

になったんだよ。

亀井それにしてもお互い長くアー

チェリーをやってるけど、ここまで

アーチェリーに自分を駆り立てるも

のって何だろう。

ダレル僕は21年目。今日で21年と

5日になるけど、まだパーフェクト

ではないんだ。どれだけいいシュー

トをしても、1350点を記録してもそ

れはパーフェクトとは違う。何本か

の矢が思うようにシュートできなけ

れば納得できない。また調子の悪い

ときにはそのときでうまくいくよう

に、ああでもないこうでもないって

原因を見つけようと懸命に努力する

だろう。これって、すべてのスポー

ツに共通してることだと思う。でも、

ゴルフは違うよ。コースによって違

うからね。それでもホールインワン

僕が帰国する5月7日、タ舎レルは

この日の自分のヒューストンに向け

て出発の時間をわざわざ変更して、

早朝ホテルに迎えに来てくれました。

結局ダレルは1日て､も空いていれば

という要望に対して、4日間僕のた

めにスケジュールを空けてくれたの

です。それも選考会前のこの大切な

時期にて､す。

それにしても、ダレルは変わりま

した。彼が言うように、いま一番大

切なものは家庭であり、いまの生活

がある以上、昔のままのアーチェリ

ーであるはずもなく、そして昔のダ

レル・ペイスて､もありません。今回

の4日間を通して僕の彼への最も大

きい感想は、すべてにおいて彼が予

想以上におおらかに大きくなったと

いうものて．す。それは言葉を返せば、

角が取れ、年を取ったということか

もしれません。しかし、このことは

ダレル・ペイスの時代が終結したの

ではなく、今年ラスベガス・シュー

トで鴎勝利したように、これからはい

ままで､とはまったく遮ったダレルの

嘩蕊欝夏
△､込q㎡七守宅』一IF_
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聞かせていたんだ。結果も最高だっ

たね。いま振り返ると、もうあんな

シュートはできないって思う。パー

フェクトだったんだ。弓を引くだる、

もうその瞬間から矢は10点を目指し

てたんだ。それが僕の原動力、再び

あの気分であの状態で弓を射ちたい、

射ち続けたいって思うんだ。

グランドラウンドで36本、すべて

満足のいくシュートをしたい。1本

さえ嫌なシュートをなしに、すべて

の矢をね。1本も外すことがなけれ

ばそれはすごいスコアになるよ。実

際にそれを信じ、実行するのは容易

ではない。でも、それをしないとで

きないんだよ。パーフェクトのとき

というのは、シューティングライン

に立って射って、もう何かに取りつ

かれたみたいに、薬でも飲んで眠っ

てるときみたいに、勝手にそうなっ

てしまってるんだ。もう一度ああな

りたい。

あのオリンピックのとき、コーチ

のジョン・ウィリアムスに僕が「何

をしてたんだろう。何ひとつ覚えて

ないよ」って言ったら、「それでい

いんだ、それこそ僕たちの求めてい

たものだよ。心配なんかいらない。

いままでどおり美しいシュートをす

ればいいよ。そうすればもっと良く

なる」って教えてくれたんだ。彼は

すごく優れたコーチで、トップアー

チャーが何かってことを知っている。

そして彼自身がそうだった。

亀井では、一番最後に教えてもら

いたいんだけど、そんなダ､レル・ペ

イスが来年のバルセロナ・オリンピ

ックでS個目のゴールドメダルを手

にするのに最も必要なものは何だろ

つ◎

ダレル（少し考えて）いくつかあ

るけど、そのなかでも一番やらなく

ちゃいけないっていうのはおそらく

「トレーニング､」だろうね。メンタ

ル面で完成できてるのはわかってる

し、シューティングのときの流れも

ある。身体的にも問題はない。年老

いたということもないし、病気だっ

てない。何かを犠牲にして時間を作

れば、どうにかなる。いま、僕はそ

のためのスケジュールを組んでいる

んだ。

来年だね。今年は来年のための試

験的な期間だと思ってるんだ。どれ

くらいのトレーニングが必要で、そ

れをどれくらいしたか、それからど

れくらい射ったか。すべて来年を控

えての大切な記録になるだろう。今

年の世界選手権に優勝できれば、そ

れはすごいけど、仮にできなくって

もそれは僕のせいじゃない。だって

良いシュートをするのはわかってる

し、グ、ランドラウンドはみんなそう

して戦うものだからね。いますべて

のトレーニングは来年のためにある

んだ。

1976年に1992年のことなんてなか

った。考えたこともなかった。1976

年のあのゲームがなかったら、アー

チェリーをしていて辛いことばかり

だったら、いま弓を射っていなかっ

たかもしれない。でも、いまは前向

きに1992年のことだけを考えてる。

ただひたすらにね。

【S月9日～12日／テキサス州ヒューストン／世界選手権大会アメリカ代表選考会】
予選ラウンド1位リチヤード・マッキニー1300点（294-334-324-348）

(FITAシングル）巳位エド・エライアソン1E97点(297-331-322-347)

B位ジェイ・バース1275点（293-320-320-342）

B位ダレル・ペイス1242点（282-320-306-334）

決勝ラウンド1位リチヤード・マツキニー317-319-324-327

(グランドFITA)巳位エド・エライアソン314-331-319-317

B位マイケル・バーゲンハイアー312-317-320-308

4位ダレル・ペイス330-313-324-305

s位ジェイ・バース310-299-331-324

S位アラン・レイザー303-316-317-310

ダレル・ペイス、S度目の世界選手権代表の座を獲得。

1992年バルセロナ・オリンピックに向かって、着実にその第一歩を踏み出す。
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肉がつき、太くなったり、心肺機能が高まったと

しても、その運動を休止してしまうとそれらの高

まった筋力や持久力も再び元のレベルにまで戻っ

てしまうのです。これらを維持するには「トレー

ニング」が必要です。

世界チャンピオンになろうとするなら、それは

単にひとつの技能に優れているだけであったり、

弓だけを射っていればよいというものでは決して

ありません。アーチャーはその技能、技術を向上

させ、完壁にマスターすべ〈プラクティスに励む

一方で、体力を高め糸樹寺し強化させるべく正しい

トレーニングを行う必要があります。そして、ア

ーチェリーが自転車乗りと異なるのは、シューテ

ィングの基礎の部分ですでに多くの身体的強さが

要求されることです。これらのことすべてを総称

して「コンディショニング」があるのです。ただ

し、コンディショニングは身体面に対することの

みではありません。同時に、精神面へのコンディ

ショニングも忘れてはならないので､す。

ダレルがいかに「天才」であり「シューティン

グマシン」であっても、それは生まれながらに備

わっていたものではないのです。天才なりの努力

と工夫、チャレンジ精神、そしてそれが生かされ

る下地があって初めてシューティングマシンが完

成したのです。F世界チャンピオン」には実力以

外の幸運は決して存在しません。もし幸運がある

とすれば、それは幸運すらもI呼び込める「実力」

なのです。

トレーニングとプラクティスの違い

アーチャーのなかには「トレーニング」と「プ

ラクティス（練習）」を混同している人が多くい

ます。あるいは、「練習」という一言でアーチェ

リーに関するすべてを処理しようとするアーチャ

ーもいます。たとえば、それを「コンディショニ

ング」という枠組みのなかで考えるのならいいの

ですが、弓を射つ「練習」だけでコンディショニ

ングを理解することはできません。

運動生理学によれば運動の技能や協j芯性の面に

「永久的な効果」を生み出す運動がPracticeであ

り、筋や臆、心臓などに「可逆的な効果」を生み

出すのがTrainingということになります。これ

を簡単に説明すると、自転車に乗る技能を考えて

ください。多分、子どものころ、自転車に乗るこ

とを一度覚えた人は、その後何十年も自転車に触

ったことがなくてもいつでも昔のようにうまく自

転車を操れるはずです。これが｢永久的な効果｣で

あり「プラクティス」の分野に属する運動なので

す。アーチェリーのシューティングという基本的

な技能もここに含まれます。一旦その釧乍が中枢

神経に定着したなら、その運動を長い間休止して

いたとしても、再びその動作をすれば同じように

行えるはずなのです。それに対して「可逆的な効

果」とはウエイトトレーニングやジョギングを考

えるとわかり易いで､しよう。その運動を通じて筋
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1990年、夏。本を書いてみたらどうかという勧

めがありました。それに対して僕は「ダレルのこ

とを中心になら」という条件を出してみたのです。

そして、これを前提に僕のこのアイデアをアメリ

カのダレルに率直に伝えてみたところ、彼の答え

は｢カメイカ書くなら｣ということで全面協力する

との約束を快くしてくれるものでした。ダレルは

そのアイデアにも内容にも一切の注文をつけず、

そして写真も新たに撮影するなら協力するとまで

申し出てくれたのです。しかも、一切の名声や金

銭を要求せずにです。僕はこのとき「ダレル自身

が執筆する気はないか」とも尋ねたのですが、彼

はきっぱりとその気のないことを話してくれまし

た。

ダレルの了解が得られてからは、僕はこの本を

書くのに多くの時間を必要としませんでした。ま

1977年、キャンベラ世界選手権。「世界チャンピ

オン」をもっとも身近に実感させてくれた瞬間。
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た、そのための写真のほとんども、すぐにアルバ

ムのなかから探し出すことができました。理由は

簡単です。普段から考え、思い、行っていること

を単に文章にするだけの作業だからです。ワープ

ロと暇さえあれば、何ら考えた')悩んだりするこ

ともないのです。ここに書かれている内容はすべ

て僕のアーチェリーの根底となるものであり、僕

の身近な人なら知っている中身ばかりかもしれま

せん。しかし、そんな単純な作業のなかで唯一僕

自身が再確認させられたのは、やはりダレルの偉

大さとそれゆえに僕が彼から受けた影響の大きさ

です。

僕がアーチェリー始めた1909年、時代はレイ・

ロジャースからハーディー・ワードへと移')変わ

ったときでした。翌1970年、ワードが全関西選手

権にオープン参加のため初来日したとき、この大

会に参加した僕は初めて見る「世界チャンピオン」

に大変な感銘を受けました。当時、僕は高校2年

生。そして、ワードは僕のシューティングの基礎

となったのです。その後、1971年ヨーク世界選手

権と1972年ミュンヘン・オリンピックでのジョン

・ウィリアムスの勝利と驚異的な記録は彼の時代

を確定的なものにし、僕に「世界」を考えるきっ

かけを与えてくれたのです。ウィリアムスはスタ

ーであり、同時に手の届かない漠然とした目標で

した。ちなみに彼は僕と同い年で、いまでは友人

です。

ウィリアムスが世界の項点に立っていたころの

1973年、僕はジョンよ0も先にダレルに会いまし

た。しかし、そのころのダレルは僕にとっては

「ブレザーの似合わないガキ」でしかありません

でした。それが具体的目標、そして神のような存

在に変わってきたのは、やはり1975年のインター

ラーケン世界選手権で彼が世界記録を更新してか

らです｡｢すごい記録」と「変なスタビライザー｣、

ただこれだけの情報に対し、必死でそこにイマジ

ネーションを巡らしたことを覚えています。そし

てこの年、中本新二さんがもっていた1252点(19

71年当時の世界記録）の日本記録を初めて10点更

新するのに僕が使ったスタビライザーは、写真も

見ずに単にうわさと憧れが造り出したものであり、

言うまでもなく、これ力撲がダレルから受けた最

初の影響でした。このように徐々 に僕の意識のな

かでダレルが大きな部分を占めるようになるので

すが、それは彼のチャンピオンとしての影響力と

いうものではなく、もっと現実的なものでした。

1978年、全米選手権。僕のシ

ューティングフォームの基礎

となるものを教えてくれたノミ

ーディー・ワードとともに。
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当時、世界で勝つためにはダレルを倒さなければ

不可能だったのです。

そして、1977年キャンベラ世界選手権個人2

位、70ml位、団体3位という僕にとっての幸せ

な瞬間がありました。やっと、そして多分世界で

初めて公式戦でアメリカ人以外のアーチャーにダ

レルは敗れたのです。同じターケットをシュート

するダレルを僕は倒したのです。しかしそれも束

の間、この出来事は僕に新たな目標を提示しまし

た。漠然とした存在であった｢･世界チャンピオン」

を、どうしようもなく身近に実感させてくれたの

です。表彰台に上りふと横を見ると、僕より高い

ところにマッキニーが立っていました。そのとき

「世界チャンピオン」の称号は、世界でその頂点

に立つたったひとりの人間にしか許されないこと

を思い知らされたのです。チャンピオンに比べれ

ば、2位も3位も足元のひとりにしかすぎません。

僕はどうしても「世界チャンピオン」になりたか

った。その思いは昔もいまも同じです。だから、

僕のなかにずっとダレルがいたのです。

あのころからキーワードとして、僕の心に残っ

ているものがあります。「アメリカ人の心が欲し

い｣－勝つために本気でずっと考え続けてきた

ことです。それが、ある錯f党や瞳れを十分に含ん

だものであることは知っています。しかし、たと

えば僕が2位になれたのも、この本を書けたのも、

僕自身力幸}一分に日本人の心をもった人間だから、

ということも理解してほしいのです。当時は「も

し日本人を世界チャンピオンにしようとすれば、

国内で隔離してしまうか、あるいは最初からアメ

リカで育てるしかない」と本気で考えていました。

いまも基本的な部分に変わ')はありません。

世界で表彰台に上がるのは大変なことです。し

かも、あと1本の矢をシュートしてチャンピオン

か2位かが決まるという瞬間は、もうテクニック

や体力といった小手先の世界ではありません。そ

の個人のもつ心の問題で､す。心には、豊かさがな

ければリラックスは生まれません。そして、アー

チェリーが楽しくなければ継続も向上も望めませ

ん。日本人的根性論やがむしゃらなハングリー精

神、コンプレックスの裏返しのようなガッツだけ

ではチャンピオンにはなれないのです。

この本のなかで、僕はダレルのことを「アーチ

ャー」と表現しています。それは、どうしようも

1991年、京都にて。バース、

マッキニー、ローデスと。
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なく不器用なアーチャーです。他のチャンピオン

がその栄光を背景に選手を退いた後も華やかな地

位や肩書きを手に入れているのに対し、彼だけは

昔とまったく変わることない姿勢で、いまも選手

としてシューティングラインをまたいでいるので

す。彼の成し得たことから考えれば、もっと違っ

た生き方ややり方があるはずなのに、そうしよう

とはしないのです。ダレルはアーチェリーに、そ

してアーチャーにこだわり続けるのです。

1988年のソウル・オリンピック前、ダレルは当

時のハミルトンの自宅（といっても車で牽引する

モービルハウスですが）で、インタヴューに「モ

ントリオール（1976年）で僕は文句なく世界一だ

った。しかし、1984年（ロサンゼルス）は、ほぼ

世界一に過ぎなかった」と答えています。そして、

「オリンピックは、だれが世界一かを決めるため

のものだ。芝生の家も素敵な車もあきらめたのは、

うそっぱちの金メダルのためじゃない」「金メダ

リストの誰もがビールのコマーシャルで稼げるわ

けじゃない」とも話しています。それらの言葉

が、モスクワ・オリンピックをボイコットしたア

メリカ政府と、ロサンゼルス・オリンピックをボ

イコッ卜したソ連や剰吹諸国への非難であると同

時に、彼のソウルでの12年ぶりの真のチャンピオ

ンへの意気込みを示唆するものであることは言う

までもありません。そしていま、1991年。ダレル

のアーチェリーに対する'情熱や姿勢は、環境こそ

変われど、本質的には何も変わってはいませんで

した。

ダレルがアーチェリーをやめない理由。もっと

正確にはシューティングすることにこだわり続け

る理由。それは彼がどうしようもなく「アーチェ

リーを大好き」であり、「アーチェリーを愛して

いる」からにほかなりません。だから、僕は友人

でもないダレルが好きなのです。僕も、アーチェ

リーという競技に他の競技同様、体力的限界や引

退の理由があることを望むときがあI）ます。しか

し仮にそうあったとしても、ダレルはアーチェリ

ーを続けるでしょう。たとえ点数や順位が初心者

と競るものであっても、彼はきっとそうするはず

です。僕はそんな『偉大なる世界チャンピオン

ダレル．ペイス』と共にアーチェリーを続けてい

くつもりです。なぜなら、僕もアーチェリーを心

から愛しているからです。
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『過去のことは考えない。過去ではなく、将来に

目を向ける。過去はどうやっても変えることはで

きない。でも、未来なら自分の力で切り拓くこと

ができるからね』 ダレル・ペイス

AIMINGFORTHEBEST定価2,200円(本体2,136円〉

'991年7月25日第1刷発行

著者亀井孝

発行者ノj、松克守

発行所（株)レオ・プランニング

〒'69束京者院斤宿区高田馬場4-3023

テラス高田馬場206

TELO3-5386-6281

FAXO3-5386-6030

郵便振替東京'-395438

印刷・製本所東京書籍印刷(株）

落寄丁・乱丁は狩土でお取り替えいたします。

◎レォ・プランニング

本誌掲載の写真、イラストレーション及び記事の

無断転載は固くお断り致します。



平
成
３
年
８
月
叩
日
発
行
発
行
所
㈱
レ
オ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
｜
閥
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
４
１
鋤
１
羽
テ
ラ
ス
高
田
馬
場
川
壷
０
３
１
５
３
８
６
１
６
２
８
勢
‐
定
価
一
一
二
○
○
円
（
本
体
一
二
三
六
円
）

略
筆

窪

雑誌01543-8


